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第一話　血吸村大パニック！　ナゾの坊主少年を追え！


第二話　吸血蚊にご用心！！！




あとがき





　長なが野の県の南部に、山に囲まれた村がある。


　治ち水すい村という、小さな村だ。


　だけど、この村の本当の名前は、血を吸う村と書いて血ち吸すい村。


　村人全員が吸きゆう血けつ鬼きというとんでもない村なのだ。


　六十年程ほど前、この村へやって来た一人の西洋人宣教師。彼の正体が実は吸血鬼だった。


　そして、宣教師はついうっかり一人の村人の血を吸ってしまう。


　あっという間に村中に吸血鬼が伝染し、数日も立たずに老ろう若にやく男なん女によすべての村人が吸血鬼となってしまったのだった。


　さすがに反省した宣教師は、村人達を人間に戻もどす方法を見つけるために、長い旅に出ることにした。


　そして、自分が戻ってくるまで村人達が誰だれにも迫はく害がいされずに暮らしていけるよう、村に二つの呪のろいをかけたのだった。


　一つは、決して晴れない呪い。


　そしてもう一つは、牛が、血液の代用品となる乳を出す呪い。


　この二つの呪いに守られながら、村人達は待っているのだった。


　宣教師が、人間に戻る方法を見つけ戻ってくるのを。




[image: ]










　　　　１




　み～～～んみんみんみんみん。


　うっとうしいまでに聞こえてくるセミの鳴き声で、畳たたみの上に大の字になっていた少年は目を覚ます。


「う～～～～～」


　冬とう眠みん明けの不ふ機き嫌げんなクマのような声を出しながらむっくりと起き上がる。ボサボサの髪かみの毛が寝ね癖ぐせのおかげで渦うずを巻き、とんでもない髪型になっていた。寝癖将軍と呼ばれてもおかしくないだろう


　高たか村むら直なお樹き、それが寝癖将軍の名前だった。ここ、長なが野の県下しも伊い那な郡ぐん治ち水すい村に一ひと月つき半程ほど前に引ひっ越こしてきて、信じられない体験をした高校二年生だ。


　ちなみにこの信じられない体験というのは、現在進行形で続いていたりする。（実に悲しいことに）


「ふわああ」


　直樹は大きく欠伸あくびをすると、枕まくら元もとに転がしてあったレトロな目覚まし時計を手にした。


　昼飯に素そう麵めんを食べてから昼寝に突とつ入にゆうした。時刻は午後三時を回ったところだった。


　時は七月の末、夏休みに突入したばかりの健全な男子としては、さらに豪ごう快かいにゴロゴロを続けたいところだ。


　だけど、部屋に充じゆう満まんするどんよりとした蒸むし暑あつさがそれを許してくれない。


「長野県の夏は涼すずしいって言ってたのは誰だれだよ。しっかり暑いじゃないかよ」


　そんな文句を口にする。


　非常識なＳＦ作家である父親の決めた理り不ふ尽じんな引ひつ越こしに対して、それまで住んでいた東京の友達は、気の毒そ～な目つきを直樹に向け口をそろえて言ってくれたものだ。


『でもほら、長野は涼しいから夏は快適なんじゃないかな？』


　ところがどっこい、引っ越してきてみるとそうでもなかった。長野だって夏の日中は普ふ通つうに暑いのだ。


　これが北部にある軽かる井い沢ざわとかだったら話は変わるのかもしれないけれど、治水村は南部の端はしっこだ。北部と南部で気候が違ちがうのが縦に長細い長野県の特とく徴ちようらしい。


　網あみ戸どのみ残し全開にされていた窓からも、気のきいた涼しい風は吹ふいてこない。のったりと吹き込む生暖かい風が部屋の中の空気をかき混ぜているだけだ。


「しょーがない。起きるか」


　のっそりと起き上がると、自分の部屋を出る。体重をかけるたびに、ギイギイと音を立てる階段を下りると、一階の居間へと向かった。


「おっ、下りてきたのか。てっきり夕飯までゴロゴロしてると思ってたぞ」


　ひょろんと面おも長ながの父、直なお太た郎ろうが意外そうに呟つぶやいた。ちなみに服装は作さ務む衣え。売れないＳＦ作家オーラがぷんぷんと漂ただよっている。


「まーね。こっちももう少し眠ねむってたかったけど、何かムシムシしてて」


　台所の冷蔵庫から牛乳瓶びんを取り出すとごくごくと飲む。冷たい牛乳が喉のどを通るたびに、ぼんやりとしていた頭が目覚めていくのを感じた。


「ま～、確かに蒸むし暑あついことは蒸し暑いが、東京のアパートに比べればマシだぞ。お前は学校やバイトで留守にしててよくは分からなかっただろうが、昼間のあの部屋といったらまるで地じ獄ごくだったぞ」


　直太郎が恐おそろしいとばかしに体をブルルッと震ふるわせる。


「日中、日が照るに従ってどんどん気温が上がっていくんだ。一メートル先を見るのもぼやけるぐらいの熱気が部屋中をうずまいててな。俺は原げん稿こうを書きながら何度気が遠くなったか分かったもんじゃない。きっとあそこで気を失っていたら、俺はミイラになってただろうな」


　直太郎は笑え顔がおで続ける。


「それに比べると、ここは天国だよ。暑いっていったってミイラになるほどじゃないからな」


　能天気に笑う父親を見つめながら、直なお樹きは心の中で呟いた。


（暑さでミイラになる心配はなくても、体中の血を吸い尽つくされてミイラになるって可能性はあるんだぞ。何てたって、この村の人達は全員吸きゆう血けつ鬼きなんだから）


　これは、冗じよう談だんでもなければ妄もう想そうでもない。この、治ち水すい村の正体は、血を吸う村と書いて血ち吸すい村。老ろう若にやく男なん女によすべからく吸血鬼っていうとんでもない村なのだから。


　数人の少女の気まぐれで直樹は人間のままでいられているけれど、世間的にはすでに吸血鬼にされてしまったことになっている。


　もし、まだ人間だってことがクラスメイトや村人達に知られたら、たちまち直樹は彼らの晩御ご飯はんにされてしまうだろう。


　直太郎だって同じようなものだ。たまたまニンニク好きって村人達に誤解されているからいいけれど、もし実はそうでもないってことがバレたら同じような運命をたどるに決まっている。


（そろそろ、この能天気大王に村の秘密を伝えた方がいいんだろうか？　その上で注意するように）


　そんな風にも考えたけれど、０・１秒で却きやつ下かした。


　能天気大王だから、きっと本当のことを知ったら小説のネタになると大喜びで取材に行きかねない。そのままの流れで嚙かまれるのは必至。


　しかも、ちっとも悲ひ嘆たんにくれることなく、


『いや～～、父さん嚙まれちゃったよ。これで今日から吸血ＳＦ作家だ。うむ、ちょっとすごい感じだぞ。今なら傑けつ作さくが書けそうだ』


　とか言って、大笑いするはずだ。


　でもって、結局傑けつ作さくは書けずに終わるというむなしいオチがつくことだろう。


（村の秘密のことは父さんにはまだまだ知らせずにいよう。うん）


　そう決め込む直なお樹きの耳に、バウバウという鳴き声が聞こえた。見ると、開け放たれた縁えん側がわに両前足を乗せて尻しつ尾ぽを振ふっている一匹ぴきの犬がいる。


　高たか村むら家の愛犬、マロ（雑種）だ。実は村の犬に嚙かまれて吸血犬になってしまっているのは父親には内ない緒しよだ。


　直樹の持っている牛乳が飲みたいのだろう。円つぶらな瞳ひとみを向け懸けん命めいに尻尾を振っている。


　その瞳が、真っ赤に染まった。前足からは鋭するどい爪つめが突つき出し、可か愛わいらしい口元からニョッキリと牙きばが突き出る。


　マロが犬とは思えない身体能力で飛び掛かってくる前に、直樹は縁側に向かうとマロの頭上で牛乳瓶びんを傾かたむけた。


　ガフガフという音を立ててマロが牛乳を飲む。瞳に宿っていた真っ赤な光も薄うすれていく。どうやら満足してくれたようだ。


　呪のろいのかかった牛乳が血液の代わりをしてくれるとはいっても、時々冷ひや汗あせをかきそうになる。


（頭の痛い問題だよな。ホント）


　やれやれとため息を吐はき出す直樹の背中に、直なお太た郎ろうが声をかける。


「それにしてもお前、むさいな」


「え？」


「頭がむさ苦しいって言ってるんだ」


　指し摘てきされた頭に直樹は手を当てた。寝ね癖ぐせ将軍の感かん触しよくが伝わってくる。


　もともと固く腰こしの強い髪かみの毛だ。量も多いからちょっと押さえつけたぐらいじゃどうしようもない。


「なんかここ最近急に伸のびたんだよな。やっぱ毎日牛乳飲んでるせいなんだろうな」


　空っぽの牛乳瓶を見ながらポツリと呟つぶやいた。


「いくら夏休みだからって、そんなむさい頭しててどうする？　マロの散歩中にクラスの女の子とバッタリ出くわしても知らないぞ」


「別にそんなのはかまわないよ」


　憮ぶ然ぜんとしてそう呟く。引ひつ越こし当初は女子達のことを結構意識してた直樹だけれども、全員が吸きゆう血けつ鬼きと分かった今はちょっと違ちがう。


　意識というよりは、警けい戒かいしているといった方が正しいだろう。何せ向こうは捕ほ食しよく者なのだから。


　とまあそんな訳で、自分をよく見せようとも思っていないし、当然髪型を気にする理由もない。


　それでも、頭がむさ苦しいのは確かだった。まだまだ夏は続く。ここらでさっぱりするのも悪くないだろう。


「ＯＫ、分かったよ父さん。床とこ屋や行くからお金頂ちよう戴だい」


「馬ば鹿か、床屋代がもったいないだろう」


　よっこらしょと、直なお太た郎ろうが立ち上がる。


「庭に出なさい。父さんが切ってあげるから」


「えええ～」


　息子むすこの不満の声を聞かず、父親はさっさと準備を始めてしまう。


「えっと、髪かみ切りバサミとバリカンはっと。お、あったあった。散さん髪ぱつ用のエプロンもあったはずだぞ」


　普ふ段だんのっそりしている父親だったけど、思い立った時の行動は素す早ばやかった。庭に椅い子すを出したちまちちょっとした散髪場を作ってしまう。


「ほら、さっさと来い」


（村の床屋探すのも面めん倒どう臭くさいし、うちの家計がとてつもなく厳しいのも確かだしな。ここは父さんに任せてみるか）


　そう思い直なお樹きは頷うなずいた。


「分かったよ」


　つっかけを履はいて庭へと下りる。遊んでくれると思って足にじゃれついてくるマロを適当にあしらってから、父親の用意した椅子に腰こしを下ろした。


　散髪用の前まえ掛かけが首に巻かれる。古いビニールの香かおりが鼻をくすぐった。


「よし、それじゃ始めるぞ。父さんの匠たくみの技わざをとくと味わうんだな」


　父親が髪切りバサミを手にすると、躊ちゆう躇ちよすることなく直樹の髪の毛を嚙かませる。


　ジャギジャギジャギという切れ味の悪い音を立てて、髪の毛が切られた。


　ビニールの前掛けを滑すべり落ちていく自分の髪を見ながら、直樹は言った。


「髪型とかあんましこだわりないけど、おかしなのにはしないでくれよ」


「大だい丈じよう夫ぶだ。任せとけって。ここをこうやってと。おっと、切りすぎたかな？　こっちも同じように切っとけばいいだろう。おや、今度はこっちが短くなってしまったぞ。難しいなあ」


　不安な独ひとり言ごとが届く。


（まあ、まだ夏休みもたっぷり残ってるから多少ヘンテコになっても修正できるとは思うけど……）


　直樹が逃にげ出さなかったのは、そうたかをくくっていたからでもあった。


　だけど、直樹は分かっていなかった。自分の父親の不器用さってのを。


「う～～～～む」


　ハサミを止めた直なお太た郎ろうは、何やら渋しぶい顔して唸うなり始める。


「どーしたの？」


「いや、次はどこを切ったらいいかと悩なやんでな」


　実に頼たよりにならない匠たくみだ。


「鏡見せてよ。自分で指示出すから」


「おう、ちょっと待ってろ」


　バタバタと父親が家に飛び込むと、手鏡を持って戻もどってくる。


「ありがと」


　そう言って受け取った手鏡を覗のぞき込んだ直なお樹きは、喉のどの奥から叫さけんだ。


「何じゃこりゃ～～～～！」


　直太郎の独どく自じのセンスと不器用さを駆く使しして切られた髪かみの毛はとんでもないことになっていた。


　不器用な鳥だって、もう少しマシな巣すを作るだろう。


「いや、ちょっとハサミが言うことを聞かなくてな。ほら、父さんＳＦ作家だから散さん髪ぱつは得意じゃないんだ」


　どーでもいい言い訳なんかを始める直太郎だったけど、言い訳でどうこうできないと察したのだろう。観念したように首を振ふった。


「分かったよ。父さんが悪かった。金渡わたすから床とこ屋やに行って直してもらってこい」








　　　　２




　親子で使ってるママチャリにまたがり、直樹は自宅を後にした。


　頭にはがっちりと野球帽ぼうを装着している。さすがにあの大惨さん事じの頭をさらけ出し自転車を走らせる度胸はない。


「まったく、父さんなんかに任せるんじゃなかったよ」


　ぶつぶつ呟つぶやきながら、田舎いなか道を自転車でかっ飛ばす。林の中を抜ぬけ地じ蔵ぞうの前を通り過ぎさらに坂道を上り下りしていく。


　最初はまばらだった家が、少しづつ数を増やしていた。村の中心部へと向かっているのだ。


　やがて、生活雑貨店や本屋、服屋や布団ふとん屋などが立ち並ぶ通りへとやって来る。


　ここは村の商店街。大たい抵ていの店はこの区画で営業しているのだ。


　床屋もあるんだったらこの辺りだろうと思い自転車を走らせる。だけど、見慣れたあの床屋のクルクル回転する看板が見当たらない。


　しばし自転車でぐるぐる走ってみるけれど、やっぱり床屋はなかった。


「まいったな。ここらに絶対あると思ってたのに」


　直なお樹きが自転車を停とめ途と方ほうにくれている時だった。


「高たか村むらセンパ～～～イ！」


　そんな声が聞こえた。顔を動かすと一人の少女が走ってくるのが見える。頭に大きなリボンをつけた小こ柄がらな少女だ。


　そのすぐ後ろには、涼すずやかな雰ふん囲い気きの別の少女の姿もあった。直樹に向かってゆっくりと歩いてくる。


　リボンの少女の名前は鳩はと羽ばエリ子こ。治ち水すい高校の一年生で直樹の後こう輩はいだ。


　涼やかな雰囲気の少女は、川かわ澄すみ季き代よ実み。直樹のクラスメイトで、演劇部の部長をしている。


　直樹がまだ人間だってことを知っている数少ない村の住人だ。もちろん、二人とも吸きゆう血けつ鬼きに他ほかならない。


「川澄センパイに続いて高村センパイにも会うなんてビックリです」


　直樹の前までやってきたエリ子は、嬉うれしそうにぴょんぴょんと飛び跳はねる。動くリボンが耳みたいで、まるで小動物のようだ。


「エリ子ちゃんとは図書館で会ったの」


　少し遅おくれてやって来た季代実が口を開いた。


　二人がやって来た道の向こうには公民館の建物が見えた。きっとそこの図書館に行っていたのだろう。


「お久しぶり、直樹君。夏休み、満まん喫きつしてる？」


　改めて、季代実はそう尋たずねた。


「まあね、特に予定もなく家でゴロゴロしてるだけだけどね」


　苦笑しながら直樹が答える。


「川澄は？」


「私も似たようなものかな。夏休み中は演劇部も休みだし、図書館で本読んだり散歩したり」


　そこで、季代実は少しだけ目を細め言った。


「そろそろ、直樹君の家にでも行こうかなって思ってたのよ。一週間近く会わないと、直樹君のことが気になって仕方ないから」


「あ、エリもです。高村センパイのこと気になってました。ここんとこ毎晩夢に高村センパイが出てきてるほどなんですよ」


　エリ子までもがそんなことを言ってくれる。


　もちろん、青少年である直樹が嬉しくないはずがない。


（な、何だよ。それってつまり、二人とも僕に気があるってことなのか？）


　ドキドキしてる直樹に、季代実は言った。


「本当、気になって仕方ないのよね。直樹君が何かヘマしてるんじゃないかって」


「ヘマ？」


「そーです。高たか村むらセンパイってうっかり屋さんですから、エリ達が近くにいない夏休み中に人間だってばれちゃうんじゃないかって心配してたんです」


　キョトンとする直なお樹きに、エリ子こが真しん剣けんな瞳ひとみを向けた。


「高村センパイの血は、エリ達が予約してるんですから。それを忘れないでくださいね」


　そこで、うっとりとする。


「ああ、昨日の夢良かったな。高村センパイのおいしい血をエリがたっぷりと味わって」


　にふふふってするエリの口元からは、鋭するどい牙きばがうっすらと見えていた。


（そーだった、こいつらも正しよう真しん正しよう銘めいの吸きゆう血けつ鬼きだったんだ。しかも僕の血を独ひとり占じめしよーとしてるんだっけ）


　夏休みボケのせいで、この事実をうっかり忘れかけていた直樹。


（僕に好意を持ってるとかじゃないんだ。僕の血を吸いたいだけなんだ。それなのにドキドキなんかして、僕ってなんて馬ば鹿かなんだろう）


　何だか情けなくなってくる。


（今後は、些さ細さいなことで期待したりドキドキしたりしないからな！　アーンド！　僕の血は誰だれにも吸わせないからな！）


　直樹は拳こぶしを握にぎり締しめると決意を固める。それから、季き代よ実みとエリ子に顔を向ける。


「ヘマなんかしてないよ。むしろ夏休みであんまり人と会わないからいつもより安全なぐらいだよ。だから、心配して家になんか来なくていいからな」


　自分勝手に勘かん違ちがいしたくせに、少々腹を立てぶっきらぼうにそう言う。


「じゃ、僕急いでるから」


　自転車を走らせようとペダルに足をかけてから、直樹は思い出した。


「そうだ、ちょっと教えて欲しいんだけど、床とこ屋やってどこにあるんだ？」


「床屋？」×２


　季代実とエリ子がダブルでキョトンとした。


「そう、床屋なんだよ。この辺りをグルグル回って探してたんだけど見当たらなくって」


　そこで、直樹は二人の反応に気がつく。


　相当奇き妙みような質問でもしなければこんな立派なキョトン顔にはならないだろう。


（僕、そんなおかしなことは聞いてないよな？　うん、聞いてないはずだぞ）


　自問自答してる直樹に、エリ子が告げる。


「高村センパイ。治ち水すい村のどこを探したって床屋なんかありませんよ」


「床屋がない!?」


　驚おどろいたように目をパチクリさせてから、なるほどと直樹は頷うなずいた。


「分かったぞ、床屋じゃなくて美容室なんだな。意外と洒しや落れてる村なんだな」


　と同時にちょっと不安も覚える。


（まいったな。父さんから床とこ屋や代しかもらってきてないぞ。美容室ってちょっとお高いんじゃないか？）


　そんな直なお樹きに、季き代よ実みは呆あきれたように説明する。


「直樹君、そーじゃないの。この村には床屋も美容室もないの。床屋なんて吸きゆう血けつ鬼きには必要ないものだから」


「そんなことないだろ？　いくら吸血鬼っていったって髪かみの毛伸のびたら切りに」


「伸びないんです」


　直樹の言葉を遮さえぎるようにエリ子こが言った。


「髪の毛は、吸血鬼になった時の長さのままなんです。それ以上は伸びたりしないんです」


　吸血鬼には人間のような肉体的な成長はない。吸血鬼になった時の姿のまま、永遠に生き続ける存在。


　その事実を直樹は思い出す。


「そっか、それじゃ床屋なんか必要ないよな。うっかり短く切りすぎちゃったらずっとそのままでいなくちゃならないんだから」


「それは、ちょっと違ちがうのよ」


　季代実が口を開く。


「まあ、口で言ったって分かりづらいわよね。特別に実演してあげる」


　手にしていたバッグから布製の筆箱を取り出す季代実。筆箱の中に入っていた小さなハサミを手にする。


「よく見ててよ」


　いきなりハサミを自分の髪の毛に当てると、大だい胆たんに切り落とした。


「ああああ！」


　驚おどろきの声を上げる直樹の目の前で、一ひと摑つかみもある髪の毛が地面に落ちていく。


「何てことするんだよ。そんなバッサリいっちゃったらおかしな髪型になるぞ。しかも伸びないならずっとおかしなままで……」


　そこで直樹は言葉を止めた。信じられない光景が目の前にあったからだ。


　バッサリと切ったはずなのに、季代実の髪の毛は元のままだった。一ミリだって短くなっていない。


「どんなトリックなんだ？」


　真顔で尋たずねる直樹に、季代実は首を振ふる。


「トリックなんかじゃないわ。自分でも不思議だけどこうなっちゃうのよ。どうも私達の体は、吸血鬼になった時の姿を維い持じするみたいね」


「こんなだから、床屋さんとか美容院があっても意味ないんですよね。だから、この村にはそのどっちもないんです」


　エリ子こがそう言って締しめくくる。


「でも、よく考えてみたら高たか村むらセンパイには床とこ屋やも必要ですね。私達と違ちがって髪かみの毛が伸のびちゃうんですから」


「みんなに怪あやしまれないように、吸血祭りの時の長さに合わせておかなくちゃ。これから直なお樹き君の家に行って切ってあげるわ」


「あ、面おも白しろそうです。エリも手伝います。高村センパイの家にも行ってみたかったし」


　嬉うれしそうにエリが飛び跳はねる。


「でも良かったわ。直樹君が家でお父さんに切ってもらったりする前で」


「本当です。短くなりすぎてたりしたら大変ですものね。髪の毛の長さが変わるなんて、吸きゆう血けつ鬼きにはありえないことですから」


　二人のそんな会話を、直樹は青ざめた表情で聞いていた。


　だってそうだ。野球帽ぼうの下の直樹の頭は、もはや取り返しのつかないことになってるのだから。


「さ、直樹君、行こ」


　顔を向けた季き代よ実みは、直樹の顔色に気がつく。


「どうしたの？　顔色悪いみたいだけど」


「い、いやや。ななな、何でもないよ」


　呂ろ律れつもうまく回らない。口の中はカラカラに乾かわき嫌いやな汗あせがこめかみをつたって流れ落ちる。


「きょ、今日はちょっと用事があるんだ。そ、それじゃ」


「待って」


　自転車を発進させようとする直樹を、季代実が呼び止める。


　そして、何かを見抜ぬくかのような冷静な視線を向ける。


「もしかして、もう髪の毛切っちゃったってことはないわよね。お父さんにやってもらってたけどあまりにも変になっちゃったから、それを直してもらうために床屋を探してたとか……」


「………」


　化石のように押し黙だまることきっかり三秒。


「じゃ！！！」


　一声叫さけぶと、直樹は立ち上がりペダルに全体重を乗せた。さらに渾こん身しんの力を込めて一気にスピードを上げる。


　だけど、ここで見逃のがしてくれるほど季代実はお人ひと好よしじゃない。


「エリ子ちゃん。お願いね」


「はい、任せといてください」


　エリ子の瞳ひとみが真っ赤に染まった。ニョキッと鋭するどい爪つめが伸び、口からは二本の鋭い牙きばが姿を現す。


　まるで忍にん者じやかサイボーグかのような俊しゆん敏びんさで直なお樹きに追いつくと、自転車の後ろの荷台を片手で摑つかみ軽々と持ち上げる。


　もう直樹がいくら漕こいだところで、後輪は空気をかき混ぜることしかできない。


「頼たのむ！　頼むからここは見逃のがしてくれ～～～！」


　必死に訴うつたえる直樹の隣となりへ、季き代よ実みがやって来る。


「取り返しのつかないことになってなければいいけど」


　そう言うと、直樹の野球帽ぼうに手をかけ上へと持ち上げた。


　もちろんその下から現れるのは、取り返しのつかないことになっている直樹の頭だったりする。


「プッ！！！」


　思わず吹ふき出すエリ子ことは対照的に、季代実は愕がく然ぜんとしていた。しばし言葉を失ってから、取った帽子を直樹にかぶせる。


　辺りを見回し目もく撃げき者がいないのを確かく認にんしてから、季代実はため息交じりに言った。


「直樹君、やっちゃったわね。それも、私が想定してたのをはるか上をいくヘマよ。ううん、ヘマなんて生易しいもんじゃないわ。もはや致ち命めい傷しようだわ」


「仕方なかったんだよ！　みんなの髪の毛がそんなだって知らなかったんだから！」


　直樹が泣きそうな声を張り上げる。


「私達が人間としては成長しないってのは説明してたじゃない。少し考えれば髪の毛のことだって気がついていいはずよ」


「無理だよ！　そこまで頭が回らないよ！」


　直樹は泣きそうな顔で言った。


「なあ、僕はどーすればいいんだ？　どーすれば人間のままでいられるんだ!?」


　どんどん声が大きくなる直樹の口を、季代実が押さえる。


「静かに！　誰だれかに聞かれたら困るわ。とにかく、どこか落ち着いて話ができる場所に行こ」


「この辺りだと、利と根ね崎ざきセンパイの家が近いですよ」


　まだ笑いを殺せてないエリ子が、お腹なかを押さえながら指差す。


「確かにこれは私達だけで抱かかえるには大きな問題だわ。智とも衣いさんにも相談しましょ。直樹君はくれぐれも帽子が脱ぬげないよう注意すること！」


　厳しくそう告げると、季代実が歩き出す。


「それにしても、すごい頭でしたね」


　思い出したのか、エリ子がまたプッて吹き出した。


「利根崎センパイがどんな反応するか楽しみです。きっとエリと同じように吹き出しちゃうんだろうな」
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　六畳じようの部屋だった。ジャージやらスポーツウェアやらが散乱している。


　そんな散らかった部屋の真ん中で、少女は仰あお向むけに寝ね転がり天てん井じようを眺ながめていた。


　背の高い少女だった。スラリとしたスポーツマン体型で、髪かみの毛は短めにカットされている。肌はだはよく日焼けしていて浅黒い。


　ボーイッシュな美少女といった言葉がピッタリと当てはまるだろう。


　彼女の名前は利と根ね崎ざき智とも衣い。治ち水すい高校の二年生で直樹の同級生だ。陸上部に所属し、基本的には毎日校庭を走り回っている。


「あ～～～、ヒマだぜ」


　大きく伸のびをし、智衣は呟つぶやいた。


「今日は陸上部の練習もないし、やることねーんだよな」


　体を動かすこと以外にこれといって趣しゆ味みのない彼女だ。こうやってじっとしているのには慣れていない。


　とはいっても、夏休みの宿題に手をつける気もない。だってまだ夏休みは始まったばかりだ。ポリシーとして宿題には手をつけられない。


「クラスの連中、元気してっかな？」


　陸上部の部員とは二日とあけず顔を合わせているけれども、クラスメイトとは一週間近く会っていない。


「直なお樹きの奴やつ、何してんだろ～な」


　ポツリと呟いた智衣は、何かを思いついたのかガバッと起き上がった。


「よし、決めた。久しぶりに直樹の顔でも見に行ってやるぜ。あいつだって、休みに女の子が遊びに来てくれたら嬉うれしいはずだからな。たとえそれがオレみたいなのだって」


　俄が然ぜん張り切った様子で立ち上がると、部屋の隅すみに置かれていたタンスに歩み寄る。引き出しには乱雑に服が詰つめ込まれていた。


「いつも制服かジャージかスポーツウェアだからな。たまにはもーちょっと違ちがう格好も見せとこ」


　数少ない女の子らしい服を発はつ掘くつしている時だった。ガシャガシャという音が下の方から聞こえてくる。


「おーい、親おや父じ！　おふくろ！　誰だれか来たぜ！」


　声を飛ばすけど、すぐに思い出す。


「いけね、二人とも留守してるんだっけ？」


　今忙いそがしいのにってぼやきながら、智衣は部屋を出た。すぐ目の前にある階段を下りていくと小さな厨ちゆう房ぼうへと出る。厨房の向こうには、椅い子すとテーブルが並べられていた。数は少ないけれども座ざ敷しきの席もある。


　智とも衣いの家は、居い酒ざか屋やをやっているのだ。夜ともなればここは村人達でおおいに賑にぎわうことだろう。吸きゆう血けつ鬼きが居酒屋で盛り上がってる姿なんて想像しにくいかもしれないけれど、この店で出されるのは村の牛乳から造られた酒や同じく牛乳から作られた乳製品のおつまみ。吸血鬼達も、食べて飲んで酔よっ払ぱらうことができるのだ。


　つっかけを履はいた智衣は、店の出入り口へと向かった。すりガラスの向こうに人ひと影かげが見える。


「悪い、店なら夕方からなんだ。出直してくれよ」


　ぶっきらぼうにそう言う。


「あ、智衣か？　僕だけど……」


　その声に、智衣はあって声を上げた。


（何だよ、直なお樹き。お前から来てくれたのかよ）


　妙みようにウキウキした気分で引き戸を開ける。


「おっす、元気か？」


　野球帽ぼうをかぶった直樹が、軽く右手を上げた。


「あ、ああ。元気さ。オレが元気じゃないはずないだろ？」


　嬉うれしさを隠かくしきれない様子で、智衣が言う。


「だけど驚おどろきだぜ。お前の方から遊びに来てくれるなんてな」


　少しだけ照れ臭くさそうに、智衣ははにかんだ。


「実は、オレもちょうどお前の家に行こうとしてたとこなんだ。奇き遇ぐうだな」


　だけど、そこで智衣のはにかみタイムは終しゆう了りようした。


「こんにちは！」


　直樹の後ろから顔を出したエリ子こが、無ぶ遠えん慮りよな声を張り上げる。


「利と根ね崎ざきセンパイ、お久しぶりです。元気してましたか？」


　さらに、季き代よ実みも姿を現す。


「智衣さん、ちょっと相談したいことがあるんだけど、今大だい丈じよう夫ぶ？」


「何だよ、エリ子と季代実も一いつ緒しよなのかよ」


　智衣が顔をしかめる。


「エリ達が一緒だと何かマズいんですか？」


「別にマズかないよ。ちょっとだけぬか喜びしちまったってだけさ。ま、入れよ」


　智衣が店の中に一同を迎むかえ入れる。


「親おや父じもお袋ふくろも自治会の集まりで留守してんだ。だからそこらへんに適当に座ってくれよ」


　そう言うと、厨房の大きな冷蔵庫へと向かう。


「待ってろよ。今、牛乳持ってくるから」


　エリ子こと季き代よ実み、そして直なお樹きは、店のテーブルへとついた。


　まもなく、ジョッキになみなみと注ついだ牛乳を持ち智とも衣いがやって来る。


「暑かったろ？　まあ、飲めよ」


　自分も直樹の前の席に腰こしを下ろすと、牛乳ジョッキを手にする。


「それで、オレに相談ってのは何のことなんだ？」


「それは、僕のことでさ。ちょっとばかし困ったことになってるんだ。その、体のある部分がな」


「体のある部分？」


「そーなんだよ。ちょっと人ひと様さまに見せられない感じになってて」


　実に言いづらそうに、直樹がもごもごと説明する。


（直樹の奴やつ、一体何を言ってるんだ？）


　智衣は首をひねる。


（ここまで言いづらそうな体のある部分っていうと……）


　智衣の頭に瞬しゆん間かん的に浮かんだのは、……あの部分だ。


「な、何だよ。そういうことは男同士で話してくれよな」


　顔を真っ赤にして智衣が言う。


「でも、人様に見せられない感じってのは心配だな。は、腫はれたりしてんのか？」


「いや、腫れてるわけじゃないんだけど」


「そ、そうか。腫れてるわけじゃないのか。じゃ、じゃあどうしたんだ？」


　顔は真っ赤のまま、智衣が尋たずねる。


「何て言うか、ちょっとすごいことになってて。さっき、川かわ澄すみとエリ子ちゃんには見てもらったんだけど」


「な、何だって！　こいつらに見せたのか？」


　智衣が素すっ頓とん狂きような声を張り上げる。


「直樹！　何を考えてんだよ！　よりによってあんなとこを二人に見せるなんて。だったら最初からオレだけに……」


「頭だから」


　唐とう突とつに、季代実が口を挟はさんだ。


「智衣さんが何を誤解してるかはあえて聞かないけど、すごいことになってるのは直樹君の頭だから」


「へっ、頭」


　毒気を抜ぬかれたように、智衣がポカンとする。


「利と根ね崎ざきセンパイ、どこだと思ってたんですか？」


「そうだよ、何をそんなに大騒さわぎして」


　エリ子こと直なお樹きに真顔で尋たずねられ、智とも衣いが言葉を詰つまらせる。


「も、もちろん頭だって分かってるに決まってるじゃねーかよ！」


　文句あるかとでも言いたげに胸を張る。


「第一、直樹、お前の説明はまどろっこしすぎるんだよ。さっさと見せりゃいいんだ」


　智衣は勢いよく右手を振ふり回した。一いつ瞬しゆんにして直樹の帽ぼう子しがひっぺがされる。


「ぶっ！」


　智衣が盛大に牛乳を噴ふき出した。


「直樹！　お前なんだよその頭！」


　おかしいおかしいとテーブルを叩たたいて笑い転げる智衣。


「た、頼たのむから帽子をかぶってくれって！　オレを笑い死にさせるつもりかよ」


　ひーひー言って笑いながら智衣はひっぺがした帽子を突つき出した。


「いや～～～、スゲーもん見せてもらったぜ。一体どうしたらそんなになるんだ？」


「父さんが髪かみの毛切るのに失敗して」


「直樹んとこの親おや父じさんは芸術家だな」


　智衣は手を伸のばすと、直樹の野球帽をひょいと持ち上げる。


　そしてまたひーひー笑い始めた。


「智衣さん。いつまでも笑ってられないのよ」


　季き代よ実みが冷ややかに言う。


「こんな姿の直樹君が村のみんなに見られたら」


「別にいーじゃねーか。みんなおおいに笑ってくれるはずだぜ。直樹、おいしーなって熊くま谷がいあたりが羨うらやましがるんじゃないか？　あいつはどんなにがんばったってそんな髪型にできないんだから。永遠に短いままで」


　そこで、智衣の顔から笑いが消え失うせた。吸きゆう血けつ鬼きというものの特性を思い出したのだ。


「そーだよ！　これってマズいじゃねーかよ！　オレ達の髪の毛は伸びもしなければ短くもできないんだった！　そんな頭を見られた日にゃ少し勘かんのいい奴やつだったら直樹の正体を見破っちまうぜ」


「髪の毛のことを説明してなかった私達にも責任があるけれど」


　季代実がチラッと直樹の頭を見る。


「まさか、こんなにしてくれるなんて」


「エリもびっくりです」


「本当だよな」


　三人が改めて直樹の頭を見る。智衣とエリ子の口元がむずむずと動き始めた。


「ぶはは！」


「あはは！」


　耐たえ切れず、智とも衣いとエリ子こが笑い出す。直なお樹きの頭に敗北してしまったのだ。


　憮ぶ然ぜんとする直樹に、季き代よ実みがやれやれといった様子で言う。


「直樹君、せめて長さをそろえるとかしてその頭を見られるものにしてくれないと話にならないわね」


「だ、だったらオレがやってやるよ」


　必死になって笑いと格かく闘とうしながら智衣が立ち上がる。


「この村に引ひっ越こしてくるまで、親おや父じの頭はお袋ふくろがやってたんだ。その道具が物置にあったはずだからな」


　引っ込んだ智衣は、すぐに古ぼけた菓か子し箱を持ってきた。


「こいつだこいつだ」


　中を開けると、髪かみ切りバサミとバリカンが姿を現す。


「直樹、そこの広いとこに椅い子す持ってきて座れ。切った髪の毛は後で掃はいとけばいいから気にするな」


　座った直樹の後ろに立つと、智衣は髪切りバサミを手にする。


「利と根ね崎ざきセンパイ、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


「大丈夫だって。このオモシロ髪型をうまいこと整えりゃいんだろ？　それぐらい簡単だって」


　智衣は遠えん慮りよすることなく直樹の髪の毛にハサミを入れていく。


「ここを切って長さを整えればっと……あれ？　ちょっと切りすぎたぜ。ならこっちを切ってそろえてっと……あれれ」


　何だか状じよう況きようはさらに悪化しているようだった。


「任せておけません。エリにやらせてください」


　エリ子が智衣の手からハサミを奪うばい取る。


「エリ、刃は物ものの扱あつかいには慣れてるんですよ。料理好きですから。だからきっとうまくできます」


　信しん憑ぴよう性のない自信を胸に、エリ子が直樹の髪の毛を切り始める。


「まずはここをそろえますね。次はここで……あれれ？　ちょっと切りすぎちゃいましたね。だったら次はっと」


　料理の腕うでと散さん髪ぱつの腕は比例しないってことが証明されてしまったようだった。


「バカ、そーじゃないって！　オレにもう一回やらせろって！」


「ダメです！　もうちょっとエリにやらせてください」


　しょーもないケンカを始める二人に、直樹はますます不安になる。


「なあ、川かわ澄すみ。お前やってくれよ。この二人に任せとくとさらにとんでもないことになりそうだから」


　直樹は季代実に助けを求めた。


「分かったわ」


　頷うなずいた季き代よ実みは、箱の中に残っていた電気バリカンに手を伸のばす。店の壁かべについていたコンセントにプラグを差し込んだ。


（おっ、襟えり足あしをバリカンでそろえてくれるのか？　本格的だな）


　期待を込める直なお樹きに、季代実がゆっくりと言った。


「直樹君、最初に謝っておくわ。ごめんなさい」


「へ？」


「今の髪かみの毛の状態じゃ、この髪型しか残ってないのよ」


　季代実はバリカンのスイッチを入れた。ヴィ～～～～～～～ンという振しん動どう音が響ひびく。


「ちょ、ちょっと待て川かわ澄すみ。それって一体!?」


　慌あわてる直樹の頭をガシッと押さえると、季代実はそこにバリカンを這はわせたのだった。





　そ・し・て……





「さすがにさっきよりはマシになりましたけど」


　直樹の頭をまじまじと見つめ、エリ子こがクスリと笑った。


「それでも、ちょっと面おも白しろいですね。高たか村むらセンパイ、何だか小学生みたいです」


　直樹は何も言わず、自分の頭に手を当てた。じょりじょりという感かん触しよくが伝わってくる。


　季代実によって限りなく短い状態でそろえられているのだ。人はこの髪型のことをこう呼ぶだろう。


　ザ・坊ぼう主ず！　って。


「気にするなよ直樹。オレは嫌きらいじゃないぜ」


　智とも衣いがニッカリ微笑ほほえむと直樹の肩かたを叩たたく。


「何か、高校球児みたいで格好いいじゃねーか。これを機会に野球部にでも入ったらどーだ？　あそこだったら坊主の奴やつらが多いし、すぐに溶とけ込めると思うぜ」


「あ、いいんじゃないですか？　もし高村センパイが野球部に入るんなら、エリ、マネージャーやってもいいですよ」


　エリ子がそんなことを言う。


「バカ！　何言ってんだよ。マネージャーはオレがやるよ！」


「陸上部はどうするんですか？　それに利と根ね崎ざきセンパイがマネージャーなんかで満足できるはずがありません」


　しょーもないとこで張り合う二人に、季代実は呆あきれ顔で言った。


「二人とも忘れてるようだけど、直樹君のこの頭を他ほかの人達に見られたらそれでゲームオーバーになるのよ。野球部とか言ってる場合じゃないわ」


　実にごもっともだったから、二人は押し黙だまる。


「それじゃ、冷静に話しましょ。直なお樹き君をこれからどうするのか？」


「どうするって、髪かみの毛が前の長さに戻もどるまで隠かくし続けるしかないだろ？　幸い夏休みも一ひと月つき残ってるからその間には」


　智とも衣いの言葉に、エリ子こが口を挟はさむ。


「いくら何でも、一月で前の長さには戻もどりませんよ。少なくとも四、五ヶ月はかかるんじゃないですか？」


「そっか、髪の毛が伸のびるのってそんな時間がかかるのか。ここ何年も経験してなかったからすっかり忘れてたぜ」


　自分の髪の毛をボリボリと搔かき智衣が笑う。


「となると、高たか村むらセンパイにはずっと帽ぼう子しをかぶっててもらうしかないんじゃないですか？」


「学校でもか？　先生に怒おこられるぜ」


「そこは、うまいこと言い訳をするんです。頭を怪け我がしていてその保護だとか」


　自分で言ってから、エリ子はペロッて舌を見せる。


「いけない、エリ達は怪我してもすぐ治っちゃうんでしたね。これじゃ言い訳になりませんね」


　う～～～むと考え込む。


「なあ、川かわ澄すみ。何かいい方法はないかな？」


「そう……ね。方法がないわけじゃないわ」


　季き代よ実みが落ち着いた口調で言った。


「帽子もかぶらず、そのままの頭で登校するの」


「そんなことしたらさっさと人間だってバレてみんなに嚙かまれるよ！」


　血相を変える直樹に、季代実が首を横に振ふる。


「そんなことにはならないわ。だってこう説明するから。実は自分はずっと坊ぼう主ず頭だったって。格好つけたいからこれまでカツラをかぶってたんだって」


「なるほど、つまり吸血祭りの時から高村センパイは坊主だったってことにするんですね」


　エリ子が明るい声を出した。


「そっか、それなら坊主のままでもおかしくないよな。うん、完かん璧ぺきじゃないか」


　智衣が頷うなずく。


「ただ、この方法だと一つ問題があるわ。直樹君は今後ずっと坊主頭でい続けなければならないってことよ。この村にいる限り永遠に」


「ずっと坊主頭か……」


　直樹が渋しぶい顔をする。


　そりゃ涼すずしいし頭は軽いし、坊主というのもなかなか快適ではある。とはいっても今後ずっととなると話は違ちがう。


　北部よりはマシとはいえ、長野県の冬は寒いはずだ。無防備な坊主頭にはかなりこたえることだろう。それに、一応十六歳の男子だ。ちょっとくらいの洒しや落れっ気けだってある。ずっと坊ぼう主ずの決断は、かなりハードルが高い。


　これも人間だとバレて血を吸われないためというのは分かる。天てん秤びんにかけたらそっちの方が重要だってことも分かる。だけど……。


　うんうん唸うなっている直なお樹きに、季き代よ実みは言った。


「もしずっと坊主でいるのが嫌いやなら、前と同じ髪かみ型のカツラをかぶって生活するしかないわ。髪の毛が伸のびるまでの間ずっと」


「それだ！」


　季代実の提案に直樹は飛びついた。


「是ぜ非ひともそれでお願いします！」


　やれやれと季代実は息を吐はき出した。


「部室にあるカツラ、うまく加工できるか試ためしてみるわ」


「ありがとーございます！」


　両手を合わせ季代実を拝む直樹。


「止やめてよ。そんな頭で拝まれると、自分が仏像にでもなった気がしてくるから」


　コホンと咳せき払ばらいすると、季代実は直樹に念を押すように言った。


「大至急、カツラの方は用意するから、直樹君はその頭、誰だれにも見られないようにするのよ。くれぐれも気をつけてよね。またヘマして見られちゃいましたってのはナシよ」


「大だい丈じよう夫ぶだよ。下手したら自分の血が危ないんだ。今度こそそんなヘマはしないさ」


　直樹がドンと胸を叩たたく。


「本当に大丈夫かしら？」


　少々不安気に、季代実は眉まゆをひそめたのだった。
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　治ち水すい村の田舎いなか道を、直樹の乗った自転車は軽快に走っていた。家へと向かっているのだ。


　頭にはガッチリと野球帽ぼうをかぶっている。丸坊主になったせいで少々ブカブカになってしまったけれど、サイズ調節もしたし風で飛ばされることはないだろう。


「一時はどうなることかと思ったけど、何とかなりそうだな」


　ペダルを踏ふみながら、直樹は呟つぶやいた。


　夏休みが終わるまでには季代実がカツラを用意してくれるだろう。新学期はそれをかぶって学校に行けばいい。それで怪あやしまれないことを思えば、少々蒸むし暑あついのは我が慢まんできる。


　一安心しながらも、直樹は少しだけ反省もしていた。


（川かわ澄すみの言うとおり、ちょっと考えれば髪の毛のことだって怪しく思ったはずだぞ。人間だってことがバレたら即そくアウトって状じよう況きようなんだ。もっともっと慎しん重ちようであるべきだったんだ）


　コクンと、直なお樹きは頷うなずいた。


「よし、この頭を戒いましめとしてこれからはこんなことがないように注意しよう。カツラができるまでは外出を控ひかえてあんまり人に会わないようにしなくちゃな」


　そう決め込み、早く家に帰ろうと自転車を立ち漕こぎし始める。


　生おい茂しげった木々がドーム状になった道へと差しかかる。直樹が天然トンネルと勝手に命名したぐらいの、その部分は昼間でも薄うす暗ぐらい場所だ。


　そこを通り抜ぬけている最中だった。突とつ然ぜん、脇わきの茂みの中から真っ黒な影かげが飛び出してくる。


「うわああ！」


　慌あわててハンドルを切るけれど、おおいにバランスを崩くずされる。自転車もろとも転てん倒とうしてしまった。


「あだだだだだだだだ」


　顔をしかめてから、その真っ黒な影へと目を向けた。


　そこにいたのは、巨きよ大だいなイノシシだった。周りの木々のせいで薄暗くハッキリとは見えないけれども、丸々と太った体と突つき出た鼻は間ま違ちがいない。


　下した顎あごからカーブを描えがいて生えているのは、百ひやく戦せん錬れん磨まを予想させる頑がん丈じようそうな牙きばだ。


「！！！」


　イノシシなんてテレビや図ず鑑かんでしか見たことがない直樹は、突とつ然ぜん登場した生のイノシシに驚おどろき啞あ然ぜんとしてしまう。


　と、イノシシが飛び出してきた茂みから数人の人影が飛び出した。二十歳前後の若者達だ。


「おい、早く囲め！　逃にげられるぞ！」


「おう、任せとけ」


　若者達がイノシシを取り囲む。どうやら素す手でで捕とらえるつもりらしい。


　無む謀ぼうにも思われる挑ちよう戦せんだけれども、ここは血ち吸すい村。村人全員が恐おそろしい吸きゆう血けつ鬼きなのだ。


　若者達の瞳ひとみが真っ赤に染まった。指先からは鋭するどい爪つめが飛び出し、ぬらりと光る牙が口くち端はしから先せん端たんを覗のぞかせる。


　人間離ばなれした脚きやく力りよくで若者達は一いつ斉せいにジャンプすると、イノシシに襲おそい掛かかった。


　吸血鬼の力の前に、さすがの巨大イノシシも手も足も出なかったのだろう。たちまち紐ひもでぐるぐる巻きにされてしまう。


「よし、なかなか元気がいいのを捕つかまえられたな」


「これで青年団の宴えん会かいも盛り上がるだろう」


「牛乳だけじゃ物足りないからな。やっぱり本物の血じゃないと」


　そんな会話が聞こえてくる。


（この人達は、イノシシの血を絞しぼって酒さか盛もりをするつもりなんだな）


　直なお樹きの頭の中に、陰いん惨さんな光景が浮かび上がる。


　薄うす暗ぐらい地下室。逆さに吊つられたイノシシ。その体から流れ出る血を杯さかずきで受け止め、恍こう惚こつとした表情で飲む吸きゆう血けつ鬼き達。


（ひゃ～～～～）


　青ざめる直樹の目の前で、一人の若者がリュックから細長いケースを取り出した。


「よっと」


　ケースの中から姿を現したのは、採血用の巨きよ大だいな注射器だ。


「暴れるなよ。すぐにすむからな」


　注射針が刺さされ、イノシシの血が採取される。


「よーし、そんなもんだろ」


　用はすんだとばかしに、イノシシの紐ひもが解かれる。脅おびえきった声を出してイノシシは一いち目もく散さんに林の中へと逃にげ込んでいった。


「これだけあれば、全員分のブラッディーミルクができるだろ」


「最初は獣けもの臭くささが鼻をついたけど、最近はそれも好きになってるんだよね。飲むたびに吸血鬼になって良かったってしみじみ思うくらいだ」


「みんな集会所で待ってるぞ。急いで戻もどろうぜ」


「ああ、そうだな」


　どうやら直樹が想像しているような陰惨な宴うたげではなさそうだ。


　とりあえずほっと息を吐はき出す直樹に、若者達が顔を向ける。自分の足元に転がっている野球帽ぼうに気がつく。反射的に頭を触さわると、ダイレクトな丸坊ぼう主ずの感かん触しよくだ。


「おーい、君。悪いけどこのことは秘密にしといてくれないかな？　血液の密みつ猟りようは村の条例で禁止されてるんだ。バレたら大目玉を食っちまう。口止め料に、あとで俺達が作ったブラッディーミルクを……」


　若者が話しかけてくるのに返事も返さず、直樹は帽子を摑つかむとそれを深くかぶる。それから、自転車にまたがり力一いつ杯ぱいペダルを踏ふみ込んだ。


「大だい丈じよう夫ぶ！　見えてない！　天然トンネルの中で暗かったじゃないか？　こっちの頭まで見えているはずがないんだ！」


　祈いのるようにそう繰くり返しながら、自転車を爆ばく走そうさせた。








「あいつ、どーしたんだ？　いきなり逃げ出したりして」


　若者の一人が不思議そうに呟つぶやく。


「動物嫌ぎらいだったんじゃないか？」


　別の若者が大して興味なさそうに答えた。


「それよりも早く集会所に戻もどって」


「ちょっと待てよ」


　深刻な顔をして、若者が声を出す。


「今さらなんだが、さっきの丸坊ぼう主ずの奴やつ、誰だれだったんだ？」


　見えてないはずがなかった。村の方針として、昼間起きて夜眠ねむるという生活を送っているものの、本来は夜の世界を生きる吸きゆう血けつ鬼き。むしろ暗くら闇やみの方が目が冴さえるほどなのだ。


「丸坊主なんてたくさんいるだろ？　中学の奴じゃないか？」


「いや、違ちがうぞ。あんな顔見たことない」


「俺はてっきり、あいつだと思ったんだけどな。ほら、この間仲間になった高たか村むらって奴」


「いや、高村は坊主頭なんかじゃない。大おお雑ざつ把ぱに切られたツンツン頭だったじゃないか」


「ちょっと待てよ……それじゃさっきいたのは、俺達の知らない奴だったってことなのか？」


　緊きん張ちようがピシリと音を立てた。


「俺達が知らないってことは、この村の住人じゃない。つまり外から迷い込んだ奴だってことだよな」


「そんな奴に、俺達はあれを見られたってことか」


「吸血鬼の姿をさらけ出し、イノシシを捕つかまえる場面を」


「それだけじゃないぞ。採血や酒さか盛もりのことだって知られたはずだ」


　一同、その顔を青ざめさせる。


「さっきの奴は村に迷い込んだただの人間だったんだ！　俺達の姿や言葉に怖こわくなって逃にげ出したんだ！」


　ただの人間ってとこだけは偶ぐう然ぜんに当たってるけれども、それ以外はとんと的外れな勘かん違いをしてくれる。


「マズい！　マズいぞ！　このままではこの村の秘密が外に知らされてしまう！」


「し、新聞社が来るぞ！　ＴＶレポーターだって……」


　人気者になれるかも？　なんておどける者はいない。


　長い歴史の中で、吸血鬼がどれだけ迫はく害がいされてきたかは、村を旅立った神父がしっかりと伝えている。


　秘密を守ることが生き延びる術すべだということを、村の住人は骨ほね身みに染しみて分かっているのだ。


「に、人間が押し寄せてくるかもしれん」


「しかも、そいつらが前の晩に焼肉を食べてたらどうだ!?　ギョーザを食べてたらどうだ!?」


「おい、勘弁してくれよ。みんなしてニンニク臭くさい息を吐はき出すのかよ」


「そして、こっちが弱ったとこで白しら木きの杭くいで心臓を……」


「ひゃ～～～～～！！！」


　絶望の中、リーダー格らしき若者が意を決した様子で頷うなずいた。


「治ち水すい村存続がかかる大事件だ。俺達だけの手には余る。すぐに役場に知らせよう！」
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　窓から見える空は、心なしか雲が少なくなっているように思えた。


　時計を見ると午後の六時を回っている。太陽も西に傾かたむき夜へと道を歩んでいる。


　よくできたもので、呪のろいによって発生した雲は暗くなるに従って薄うすれていく。夜になれば澄すみ切った星空が見えるだろう。


「やれやれ、どうやら助かったようだぞ」


　野球帽ぼうをかぶった直なお樹きはホッと息を吐はき出した。


　もし坊ぼう主ず頭を見られて人間だってことがバレていたならば、幾いく許ばくもないうちに村人達が押し寄せてきていただろう。そして、直樹は捕つかまりあっという間に嚙かみ付かれて村の住人の仲間入りだ。


　自宅に戻もどってきて一時間近く経過している。やはり坊主頭は見られなかったのだと直樹は判断した。


　実際は少しややこしいことになっているのだけど、そんなことまで直樹には分からない。


「とりあえず、逃にげる必要はなくなったようだぞ」


　部屋の中央には、逃とう亡ぼう用のリュックサックが置かれていた。


「夢中になって詰つめ込んだからな。取り出すのが大変だぞ」


　う～むとやっている直樹に、一階から声が聞こえてくる。


「お～～い、直樹。お客さんだぞ～」


「客だって？」


　直樹は表情を曇くもらせた。


（やっぱりあの時顔を見られてたのでは？　でもって、僕の血を吸いに誰だれかが……）


「上がってもらうからな～」


　父親のそんな声が聞こえてくる。


（マズい！）


　直樹はリュックを背負うと用意していた外そと履ばきを履いた。そのまま窓から逃亡しようとするけれど巨きよ大だいなリュックが引っかかって身動きが取れなくなる。


　さらにがんばっていたけれど、リュックの重みにバランスを崩くずし部屋の中へとゴロンと落下してしまう。


「あた～～～」


　悲鳴を上げる直樹を、呆あきれた顔で覗のぞき込む知り合いの姿があった。


「直樹君、何やってるの？」


　季き代よ実みだった。大きめのバッグを小こ脇わきに抱かかえている。


「何だ、川かわ澄すみだったのか」


　ホッと安あん堵どの息を吐はき出す直なお樹きに、直なお太た郎ろうがニヤニヤしながら言う。


「こんな可か愛わいい女の子が夏休みに訪ねてきてくれるなんて青春真まっ盛さかりだな。我が息子むすこながらうらやましいぞ」


　相手にする気にもなれず、直樹はフンと鼻を鳴らした。


「えっと、飲み物は何がいいかな？　紅茶？　コーヒー」


　ニヤニヤしたまま、直太郎が尋たずねる。


「牛乳でいいよ。冷蔵庫に入ってる瓶びん、二本持ってきてよ」


「バカ、こういう時はもっとお洒しや落れな紅茶なんかを出すものなんだぞ」


　自分を叱しかりつける父親に、直樹は呆あきれながら告げる。


「第一、家には紅茶もコーヒーもないじゃないか。誰だれも飲まないんだから」


「あ、そういえばそうだったな」


　直太郎は頭の後ろに手を回すとバツの悪そうな顔で笑う。


「よし、それじゃあ牛乳を持ってこよう」


　スキップを踏ふまんばかりの足取りで、直太郎は部屋を出ていく。


　しばらくして、ドンガラシャンシャンという盛大な音が響ひびいてきた。


「大だい丈じよう夫ぶ？　何かすごい音がしたけど」


「大丈夫だよ。うかれすぎて足がもつれただけだから」


　直樹の言うとおり、直太郎は大丈夫だった。二本の牛乳瓶と煎せん餅べいの入った鉢はちをお盆ぼんに載のせ、やっぱりかろやかな足取りで戻もどってくる。


　何やらおでこにコブができていたけれども、本人が元気そうだから心配はいらないだろう。


「えっと、川澄さんだったね。こんなとこだけどゆっくりしていってくださいね。あ、暗くなったらちゃんと直樹に送らせますんで心配なく」


「どうもありがとうございます」


　季代実がペコリと頭を下げる。


「いや～、それにしても家に女友達が訪ねてくるなんてなあ。いや～～、うらやましい」


　しきりに繰くり返す直太郎に、直樹はうんざりとした様子で言う。


「父さん、もういいだろ？」


「あ、そうだったな。父さんなんかいたら邪じや魔まだよな」


　ニヤニヤしながら、直太郎は部屋を出ていった。


「直樹、しっかりな」


　意味不明のガッツポーズなんかを置き土産みやげにして。


「ユニークなお父さんね」


「ハッキリ言っていいよ。変人だって」


　軽く苦笑してから、直なお樹きは邪じや魔まなリュックを部屋の脇わきに押しやる。父親の持ってきた牛乳瓶びんに口をつけた。


「それで、どうしたんだ？　こんな時間に来るなんて」


「どうしたんだ？　じゃないわよ。少しでも早く直樹君に渡わたそうと思って来たんじゃない」


　そう言うと、季き代よ実みは小脇に抱かかえてたバッグを開く。


「はい、できたわよ」


　そこから取り出したのは、もさっとした髪かみの毛の塊かたまり。そう、カツラだ。


「あれからすぐに学校の部室に行ったの。それで、直樹君の前の髪型にできそうなカツラを見つけてきたのよ。ほら、さっさとかぶって」


　直樹の頭から野球帽ぼうをひっぺがすと、代わりに持ってきたカツラをかぶせる。さらに季代実は同じくバッグから取り出したハサミを手にした。


「じっとしててよ。前の直樹君の髪型そっくりになるよう調整するんだから」


　直樹は仏像のように大人しくなった。しっかり者の彼女だからきっとうまいことやってくれるだろう。全面的に任せるのに大して不安もない。


　チョキンチョキンと小気味のいい音が続いた後、季代実が息を吐はき出した。


「こんなものね」


　さすがはしっかり者だ。バッグの中には手鏡まで用意されていた。それを直樹の正面に突つき出す。


「わお！」


　思わず感かん嘆たんの息を漏もらす。鏡に映っていたのは、ちょっと長めでボサボサの髪の毛。夏休みに入る前あたりの髪型だったからだ。


「前の髪型そっくりじゃないか。すごいよ川かわ澄すみ、美容師になれるんじゃないか？」


「フフ、ありがと」


　少しだけ嬉うれしそうに季代実が言う。


「しつこいようだけど、直樹君の坊ぼう主ず頭を見られるのは大問題だからね。外出する時はずっとそのカツラをかぶるように。夏休み明け学校に来る時だって忘れないでよ」


「分かってるよ。髪の毛が伸のびるまでずっとかぶってるさ」


　受け取った手鏡の角度を変えたりして、さらに直樹は感心する。


「どこからどう見ても前の髪型だ。これなら誰だれも疑わないだろう。う～む、職人芸だな」


　ひたすら唸うなっている直樹に、季代実がほっとした口調で言う。


「本当は明日でもいいかなって思ったのだけど、直樹君のことだから何だか心配になったのよ。うっかり坊主頭を見られたなんてことになったら取り返しがつかないでしょ」


「……」


　素す敵てきに押し黙だまっている直なお樹きに、季き代よ実みはいぶかし気に目を細める。


「ちょっと待って。まさか、もう見られた後ってことないでしょうね？　智とも衣いさんの家からの帰り道なんかに」


「そ、そんなことないぞ！　ないったらない！」


　直樹は目の前で手をぶるんぶるんと振ふりたくった。


「大だい丈じよう夫ぶだって！　ちょっと危ないかもと思ったけど大丈夫だったんだ！　うん、こうやって僕が人間でいられるのがその証しよう拠こだよ！　安心してくれよ！」


「……帰り道、何かあったみたいね」


　やれやれと首を振ると、季代実が詰つめ寄った。


「全部話して。帰り道で何があったのか」


　季代実の顔がすぐ目の前までくる。整った顔つきで紛まぎれもない美少女だ。相変わらずこういった刺し激げきに弱い直樹の心臓はドキンと跳はね上がってしまう。


（ああ、今はドキドキしてる場合じゃないってのに……）


　イノシシ騒そう動どうのことを話せば、注意が足りないと叱しかられるだろう。かといってこのまま黙だまっていては、顔が赤くなって意識してるのがバレてしまう。それは非常に恥はずかしい。


（やっぱり、窓から逃にげるしかないのかも……）


　直樹が窓に向かってダッシュしようとした時だった。階段の方から父親の声が聞こえてきた。


「おーい、直樹。熊くま谷がい君って子から電話がきてるぞ」


「分かった！　すぐに行くよ！」


　救いの神とばかしに、直樹は立ち上がった。


「ちょっと出てくるよ」


　季代実にそう告げると逃げるように部屋を飛び出した。階段を駆かけ下り、玄げん関かん脇わきに置かれた受話器を手に取る。


「もしもし、高たか村むらだけど」


　受話器の向こうからは、同じクラスの熊谷の声が聞こえてきた。


『おっす、高村か。何か、大至急校庭に集合しろって連れん絡らくが回ってきたんだ。お前、転校してきたばかりで連絡網入ってなかっただろ？　だから俺がかけてやってるんだ。ありがたく思えよな。じゃ、学校で』


　まったく、夏休みだってのに何だよってぶつくさ呟つぶやきながら熊谷が受話器を切る。


「熊谷君、何だって？」


　階段を下りてきた季代実に直樹は説明した。


「何か、大至急校庭に集合しろってさ。連絡網だって言ってたぞ」


「校庭に集合？　何かあったのかしら？」


　季代実が小首を傾かしげる。


「きっと川かわ澄すみの家にも連れん絡らくがくるだろうし、今から行こう」


　玄げん関かんで靴くつを履はこうとする直なお樹きに、季き代よ実みが心配そうに尋たずねる。


「具合が悪いって休んだ方がいいんじゃない？　お父さんのガーリックを間ま違ちがって吸い込んだとか言えばみんな納なつ得とくすると思うし」


「頭のこと心配してるのか？　大だい丈じよう夫ぶだって。うっかり落とすなんてことしないよ」


　自分の頭をポンポンと叩たたく。


「どのみち夏休み明けからは学校に通わなくちゃならないんだ。臆おく病びようにはなっていられないよ」


「ならいいけど、くれぐれも気をつけてよね」


　そう言いながら、季代実も靴を履く。


　と、ひょっこりと居間の方から直なお太た郎ろうが顔を出す。


「お、どこか出かけるのか？」


「何か学校に集まれって連れん絡らくがきたから行くね」


「どうもお邪じや魔ましました」


　季代実が頭を下げる。


「いやいや、こちらこそ遊びに来てくれてありがとう」


　ニコニコ……いやニヤニヤしながら直太郎が目め尻じりを下げる。


「こんな息子むすこだけど、これからもよろしく頼たのむよ。あ、今度は是ぜ非ひ夕飯を食べに来なさい。奮発してスキヤキをご馳ち走そうしよう」


（無理だって。川澄は吸きゆう血けつ鬼きなんだからスキヤキなんて食べないよ）


　心の中で呆あきれながら呟つぶやいてから、直樹はさっさと玄げん関かんを開ける。


「行こ、川澄。遅おくれたら怒おこられるかもしれないし」


「そうね、それじゃ、直樹君のお父さん、失礼します」


　丁てい寧ねいにもう一度頭を下げると、直樹に続いて季代実も玄関を出た。


「直樹にあんな可か愛わいくて礼れい儀ぎ正しい女の子の友達ができるなんてなあ。案外、この村ではウケる顔なのかもしれんな。あいつは」


　転校してきたばかりの頃ころ、息子が陥おちいったのと同じ勘かん違いをしている。


「だとしたら、少し気の毒なことをしてしまったのかもしれないな。俺のせいであんな頭になっちまったんだから。愛想をつかされなきゃいいけど」


　そこで、直太郎は「んっ？」て顔になる。


　彼の記き憶おくが確かならば、床とこ屋やから戻もどってきた直樹の頭は爽さわやかな丸坊ぼう主ずだったはずだ。


　にもかかわらず、今玄関を出ていった直樹の頭は、しっかりとしたボサボサ頭だった気がする。


「う～～～む、不可解だぞ」


　直太郎は腕うでを組んで考え込んだ。


　ＳＦ作家としては、ドッペルゲンガーとかタイムトラベルとか、直なお樹きになりすました宇宙人だとか、そういったことを考えて欲しいところだった。


　だけど、そこはやっぱり頭に『売れない』とつくだけのことはある。


　直なお太た郎ろうはもっともらしく頷うなずくと、さもありげに呟つぶやいた。


「田舎いなかの牛乳の力なのかもしれんな」
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　治ち水すい高校へと続く道を、直樹と季き代よ実みは歩いていた。高校までは歩いて三十分程ほどの道のりだ。


　二人が歩いていると、後ろから聞き慣れた声がする。


　振ふり向くと、智とも衣いとエリ子こが駆かけてくるところだった。


「こいつは驚おどろいたぜ」


　やって来た智衣は、直樹の頭を見て目を大きくした。


「噓うそみたいに元通りになってるじゃないかよ」


「本当です。エリびっくりしちゃいました」


　エリ子も、直樹のカツラに感心したようだ。


「さっき川かわ澄すみが届けてくれたんだ。前の髪かみ型そっくりに切りそろえてくれたし。どう？　これならみんなにバレずにすむかな？」


「よし、オレがチェックしてやる」


　智衣が直樹に手を伸のばし、髪の毛をわしゃわしゃとかき混ぜる。


「うん、思ったよりしっかりしてるし、これなら大だい丈じよう夫ぶだろ。お前がうっかり落としたりしなければな。ま、その時はずっと坊ぼう主ずだったって言い張ればいいだけか。オレはそれでもかまわないんだぜ。高校球児みたいで格好いいし」


「エリは嫌いやですよ。高たか村むらセンパイはこの髪型の方が似合ってますもん。伸のびるまで気をつけてくださいね」


「ああ、分かってるよ。人間だってのがバレて嚙かみ付かれるのも嫌だし、ずっと坊主でいるのも気が進まないからな」


　それから、直樹は思い出したようにエリ子に尋たずねる。


「もしかして、エリ子ちゃんも呼ばれたのか？　校庭に集合しろって」


「はい、そうなんです。さっき走っていく三年生も見かけました。全校生徒に緊きん急きゆう招集がかかったみたいですよ」


「まったく、せっかくの夏休みだってのに勘かん弁べんして欲しいぜ」


　智衣が大おお袈げ裟さに嘆なげいてみせた。


「私は去年の夏休みのことしか知らないけれど、こんな呼び出しはなかったはずだわ。智衣さんやエリ子こちゃんはどう？」


　季き代よ実みの質問に、智とも衣いとエリ子はそろって首を横に振ふった。


「オレがこの村の住人になってから十数年、夏休みに呼び出されるなんてこれが初めてだぜ」


「でも、何だか楽しみですよね」


　楽しそうにエリ子が微笑ほほえんだ。


「みんなとも会えるし、早く行きましょうよ」


「そーだな。全校生徒が呼び出されたってなると、生徒会が仕切ってるかもしれないしな。遅おくれて紅べに華かに小言を言われるのはまっぴらごめんだぜ」


　少し足を早めて高校を目指す。やがて現れた坂道を上りきると、そこには四階建ての校舎があった。


　治ち水すい高校だ。広い校庭にはすでにたくさんの生徒達が集まっている。


「あ、みなさん。お久しぶりです～」


　のんびりとした声と共に、少し垂たれ目めの少女が歩み寄ってくる。大きな眼鏡がよく似合っている。ちなみに、胸もかなりの大きさだった。


　沢さわ田だ綾あや菜な、それが彼女の名前だ。治水高校の三年生で生徒会の書記でもある。彼女もまた、直なお樹きの秘密を知る者だ。


「沢田センパイ、お久しぶりです」


　軽く頭を下げてから、直樹は尋たずねる。


「何かあったんですか？」


「それが、わたしにも分からないんです」


　申し訳なさそうに、綾菜は首を振ふった。


「何か、役場の方から緊きん急きゆうの連れん絡らくがきたって。あ、会長が発表するそうですからすぐに分かりますよ。それじゃ」


　あたふたと綾菜が去っていく。


「役場からの緊急の連絡って言ってましたね」


「さっぱり分からんな」


　と、マイク越ごしのトゲトゲしい声が校庭に響ひびいた。


「生徒の皆みなさん、お集まりください」


　校庭の演台に立っているのは、背の高い美少女だ。ボリュームのあるふわふわの髪かみの毛と、鋭するどい目つきが実に印象的だった。


　神楽かぐら紅華。治水高校の生徒会長であり、直樹の現在の状じよう況きようを作り出した首しゆ謀ぼう者でもある。もちろん、直樹の血を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっていることは言うまでもない。


「夏休みが始まって早々に集まっていただいたのは他ほかでもありませんわ。実は緊急事態が起こりましたの」


　紅べに華かはこれでもかってくらい危機感を込めて言った。


「この治ち水すい村に、村外の人間が迷い込んでいますの！」


　生徒達からざわめきが起こる。


「そんなに大騒さわぎすることなのか？」


　呟つぶやく直なお樹きに、季き代よ実みが小声で説明する。


「あんまり歓かん迎げいはされないわ。だって村の秘密が知られたら大変だもの。だけど、滅めつ多たにこんなことないのよ。それに、こんなに大騒ぎしてるってことはどうもそれだけじゃないわ」


　季代実の推すい測そくは正しかった。紅華はさらに危機感を込めて言い放った。


「しかも、村の青年団の人達がうっかりその人間に見せてしまったそうですわ。吸きゆう血けつ鬼きの姿を！」


　生徒達のざわめきは、どよめきへと変化した。


「こいつはえらいことになっちまったぜ」


　智とも衣いが渋しぶい顔をする。


「もしそいつが外でこの村の秘密をしゃべり回ったら大問題だ」


「でも、誰だれも信じないんじゃないか？　僕だって実際に体験してなかったら鼻で笑ってるとこだったぞ」


　直樹の言葉に、エリ子こが強く首を振ふる。


「みんな信じなくても注目は集まってしまいます。もしかしたら遊び半分に見に来る人だっているかもしれません。その中の一人が前の日に焼肉なんか食べてたら……ギョーザなんか食べてたら……」


　あまりの恐おそろしさにそれ以上は語れなくなったのだろう。エリ子が青ざめたままブルブルと震ふるえる。


「とんでもない秘密を抱かかえているこの村としては、外から注目される事態は何としてでも避さけたいところね」


　冷静な口調で、季代実が呟く。


「村の出入り口はすでに封ふう鎖さされています。青年団だけでは人数が足りないため、役場からわたくし達に協力要よう請せいがきましたわ。何としてでも見つけ出し、捕ほ獲かくするようにと」


「会長！　吸っちゃってもいいんですか？」


　一人の生徒が手を上げ質問する。


「手をつけずに役場に連れてくるよう言われています。だけど、秘密を知られてしまったからにはどのみち仲間にするしかありません」


　コホンと咳せき払ばらいをすると、紅華は高らかに宣言した。


「治水高校生徒会長として許可します！　吸ってかまいませんわ！」


「やったわ！」


「そうこなくっちゃだぜ！」


《ざわめき→どよめき》と続いたそれは、最後には歓かん声せいへと変化した。


　呪のろわれた牛乳を飲んではいるけれども、あくまでそれは代用品だ。吸きゆう血けつ鬼きの本能として、常に血に対しての渇かわきは抱いだいている。


　それを満たせると聞き、生徒達のボルテージは一気に上がる。


「目もく撃げき者が描かいた似顔絵をコピーしてありますわ。各自それを受け取り探たん索さくに向かうように！　この村の秘密はわたくし達で守りますのよ！」


　紙の束を持った生徒会役員へと生徒達が群がる。似顔絵の描かれた紙を手に、生徒達は飛び出していった。


　これからどんどん夜になっていく。彼らの本ほん領りよう発揮といったとこだろう。


「うまく行けば血が吸えます！」


　興奮したエリ子こが瞳ひとみを真っ赤に染めた。


「利と根ね崎ざきセンパイ！　早く似顔絵もらってきましょうよ！」


　顔を向けるけど、智とも衣いはあまり気乗りがしない様子で首を横に振ふった。


「いや、オレは……いいよ」


「どうしたんですか？　利根崎センパイらしくないですよ。血を吸いたくないんですか？」


「そりゃーまあ、血は吸いたいさ。オレだっていっぱしの吸血鬼だからな。だけど……」


　チラッと直なお樹きに顔を向ける。


「直樹、お前はいい気分じゃないだろ？　オレが人間を追いかけ回すなんて」


　確かに、いい気分じゃなかった。現在も人間である直樹としては、迷い込んでしまったという不幸な人間にどうしても同情してしまう。


「それに、オレが嚙かみ付いて仲間にする最初の人間は、直樹、お前にしたいんだよ」


　何やら智衣が小声で恐おそろしいことを囁ささやいたけど、それについては聞かなかったことにした。断固として。


「そーですよね。高たか村むらセンパイはついこの間追いかけ回されたばかりですもんね。あんまりいい気はしませんよね。分かりました。そういうことならエリも我が慢まんします。一番最初に見つける自信もありませんし」


　エリ子が大きく頷うなずく。


「私も行かないわ。そこまでして血を吸いたいとは思わないし、直樹君の気持ちも分かるしね」


　季き代よ実みも、静かにそう言う。


「みんな……ありがと」


　三人のちょっとした優やさしさに触ふれて、直樹は少しだけ感動する。


　と、その時だ。何やら居心地ごこちの悪い視線を感じた。そしてそれは気のせいじゃなかった。首を動かすと、直樹の顔をしげしげと見つめている少年の姿があった。


　クラスメイトの熊くま谷がいだ。何やら手にした紙と直なお樹きの顔を見比べ首をひねっている。


「熊谷、僕に何か用か？」


「いや、つまんないこと聞くんだけどよ。高たか村むらって兄弟っていたりするのか？」


「兄弟？　いや、僕はずっと一人っ子だけど」


「そっか、そーだよな。ワリー、妙みようなこと聞いちまって」


　熊谷が軽い笑いを響ひびかせながら一応謝る。


「いや、何かちょっとお前に似てるような気がしたんだよ。気のせいだな。うんうん」


　勝手に納なつ得とくすると、熊谷は手にしていたチラシを直樹へと押しつけた。


「これ、まだもらってないだろ？　やるよ。俺はもう覚えたからこんなの必要ないぜ。さ、この村に迷い込んだって人間を探しに行こっと」


　熊谷の瞳ひとみが真っ赤に染まり、口からは牙きばが姿を現す。普ふ段だんからは想像もつかないような俊しゆん敏びんさで走り去っていく。


「何なんだよ。訳の分からないこと言いやがって」


　ぶつぶつと呟つぶやきながら、直樹は手にした紙に目を落とした。


「あっ！！！」


　驚きよう愕がくの表情で直樹は凍こおりついた。


「迷い込んだって奴やつの似顔絵だろ？　どんな奴なんだ」


「見せてください」


　紙を覗のぞき込んだ智とも衣いとエリ子こも、驚おどろきで息を飲む。


　最後に似顔絵に目を向けた季き代よ実みが、信じられないって口調で呟いた。


「これってもしかして……」


　描かかれていたのは坊ぼう主ず頭の少年の顔だった。熊谷の言うとおり、目のあたりが直樹によく似ている。


「いや、智衣の家から帰る途と中ちゆう、イノシシを追いかけてる村の人達と出くわしたんだ。その時、運悪く野球帽ぼうが落っこちちゃって。ちょっと見られたかも？　って思ってたんだけど」


　しどろもどろに直樹が説明する。


「やっぱり、これって僕のことなのかな？」


「まあ、そうだろーな」


　悩なやむことなく、智衣が頷うなずいた。


「青年団の連中がイノシシ捕つかまえてこっそり採血してるって聞いたことあるし、お前はうっかりそいつを目もく撃げきしちまったんだろ。紅べに華かの話とも一いつ致ちするよ」


「それで誤解されちゃったんですね。丸坊主頭の知らない人が迷い込んでるって」


　気の毒そうに、エリ子が言った。


「直樹君のことだから、また何かやってしまうんじゃないかって思って、それで急いでカツラを用意して届けたのに」


　疲つかれきった表情で、季き代よ実みは頭を振ふった。


「まさか、帰り道に早さつ速そくやってくれちゃってるなんて。私の考えが甘かったわ。あのまま智とも衣いさんの家で預かっておいてもらうべきだったわね」


「まあ、オレとしては大歓かん迎げいだったがな」


　そんなことを呟つぶやいた智衣は、慌あわてて両手を振ふった。


「いや、別に変な意味じゃないぞ。お前がいてくれたら将しよう棋ぎでも指して退たい屈くつしのぎができるからな。本当にそれだけの理由であって……」


　智衣があたふたと言い訳をしている時だ。


「皆みなさんいつまで油を売ってますの？」


　そう言いながらやって来たのは、紅べに華かだった。隣となりには綾あや菜なの姿もある。


「似顔絵を見たら、すぐに探しに行ってください。これは村の命運を決めるような大変な事態なのですわ」


　だけど、誰だれも走り出さなかった。そんな必要がないのだ。みんなが探している不運な人間は、目の前で落ち込んでいるのだから。


「おい、どうする？　黙だまってるか？」


　智衣が小声で季代実に尋たずねる。


「会長や沢さわ田だ先せん輩ぱいには本当のことを伝えておくべきだと思うわ。これからのこと相談しなきゃならないし」


「エリもそう思う」


　三人は頷うなずき合うと、直なお樹きへと顔を向けた。


「そういうことだから直樹、男らしくスパッと見せてやれよ」


「直樹君、こうなったら仕方ないわ。覚かく悟ごを決めて」


「高たか村むらセンパイ！　エリ、応おう援えんしてます！」


「うう、分かったよ」


　観念したとばかしに、直樹は頷いた。


「ちょっと、何をコソコソ話してますの？」


　いぶかし気に目を細める紅華に、直樹はおずおずと話しかける。


「あの、会長。沢田センパイ。ちょっと僕に付き合ってくれませんか？　すぐにすむんで。そこの体育用具倉庫の裏なら誰にも見られないだろうから、そこで」


「一体何なんですの？」


「あの、ちょっと人ひと様さまには見せられないものを見せたいんで」


　直樹の説明に、綾菜が顔を真っ赤にする。


「そんな、高村さん。わたし、困っちゃいます」


　綾あや菜なが何を勘かん違ちがいしているかは追つい及きゆうせず、直なお樹きは言った。


「お願いします！　今回の騒そう動どうにも関係があることなんです！」


　いつになく真しん剣けんな直樹の瞳ひとみに、紅べに華かは渋しぶ々しぶといった様子で頷うなずいた。


「分かりましたわ。本当にすぐにすみますのね」


「はい、ホント一いつ瞬しゆんなんで。沢さわ田だセンパイもいいですか？」


「はい、わ、わたしがんばります！」


　まだ何かを勘違いしたまま、綾菜が強く頷く。


　二人を連れて、直樹は体育用具倉庫の裏へと向かった。


「えええええええええええええええええええええええええええええ！！！」


「えええええええええええええええええええええええええええええ！！！」


　数刻後、紅華と綾菜の驚おどろきの声が響ひびき渡わたったのだった。








　　　　７




　戻もどってこない三人を心配して、智とも衣いとエリ子こ、そして季き代よ実みが体育用具倉庫の裏へと向かう。そこには、カツラを装着した直樹と、呆ぼう然ぜんとしている紅華と綾菜の姿があった。


「紅華、綾菜、どうだ？　状じよう況きようは理解したか？」


　智衣の質問に、二人はこっくりと頷いた。


「わたくし、我が目を疑いましたわ。まさか高たか村むらクンの頭があんなになってたなんて」


　直樹の頭に目を向ける。その眼光はカツラを貫つらぬきその下の坊ぼう主ず頭を睨にらみつけているようだ。


「でも、頭で良かったです」


　安心したように胸をなで下ろしてから、綾菜は直樹の坊主頭に目を向ける。


「わたしは嫌きらいじゃないですよ。何か元気な男の子みたいで好きです。髪かみの毛が伸のびる前に触さわらせてもらってもいいですか？」


「はい、別にかまいませんけど」


　恥はずかしそうに頷く直樹。


「おい、ちょっと待てよ。だったらオレにだって触らせてくれよ」


「ズルいです。エリもまだ触ってないんですから」


　妙みような争いが始まりそうになる中、紅華がキッと目を吊つり上げた。瞳が真っ赤に染まる。次の瞬しゆん間かん、拳こぶしを体育用具倉庫の壁かべに叩たたきつけた。


　ドガンという音と共にコンクリートの壁にヒビが入る。砕くだかれた壁の破片がポロポロと落っこちた。言うまでもなく怒おこっているようだ。しかもゲキドと称しようされるほどに。


「何を能天気なことを言ってますの！　これはとんでもない事態なのですわよ！！！」


　嚙かみ付かんばかりの勢いで紅華が叫さけぶ。


「いもしない村外の人間を探して、村中が大騒さわぎになってるんですわ！　これからどうなると思いますの!?」


「どうなるって、探したって誰だれも見つからないんだからそのうちみんな諦あきらめていつもどおりになるんじゃないか？」


　智とも衣いの言葉に、紅べに華かは首を横に振ふった。


「甘すぎますわ。これはそんな簡単な事態ではありませんのよ。村外の人間に吸きゆう血けつ鬼きの姿を目もく撃げきされたとなったら、草の根分けてでも探し出さないわけにはいきませんの。謎なぞの坊ぼう主ず少年を見つけ出すまで、この騒そう動どうは治まりませんわ」


　さらに紅華は深刻気に続ける。


「探しても見つからないとなったら、村民の危機感はさらに煽あおられることでしょうね。捜そう索さく範はん囲いをどんどんと広げ、ついには近きん隣りんの町や村をも探し回ることになりますわ。興奮し本能が目覚めた村民が人間を襲おそうなんてことになるかも……」


「おいおい、さすがにそりゃ考えすぎなんじゃないのか？」


　笑い飛ばす智衣だけど、綾あや菜なが悲しそうに首を振ふる。


「実は、そんなことが本当にあったんです。利と根ね崎ざきさんがまだ村に来る前なんですけどね。結局、未み遂すいに終わったし、探していた人間も村の外れの小屋に隠かくれているのが見つかって一件落着したんですけど」


　さすがの智衣も、笑い飛ばせなくなり口をつぐむ。


「事は治ち水すい村に暮らすわたくし達吸血鬼の存続にかかわるほどの非常事態。この件に関しては、まあ大だい丈じよう夫ぶだろう？　とか、見間ま違ちがいだったのか？　なんて形で納なつ得とくさせられることはありませんわ。坊主頭の少年を見つけ吸血鬼にする以外に、騒動が治まる道はありません！！！」


　力強くそう断言すると、紅華は直樹の腕うでを摑つかむ。


「高たか村むらクン、これから村役場に行きますわよ。すべてを説明するために」


「えええ、だけどそれじゃ僕が人間だってことがバレて……」


「仕方ありませんわ！　こうなってしまってはもう協定だの何だのと言っている場合ではありませんもの！　男でしたらちゃんと責任を取るべきですわ！」


　ぴしゃりと叱しかりつけてから、紅華は唇くちびるの端はしにニヤリとした笑えみを貼はり付けた。


「大だい丈じよう夫ぶ。その時はわたくしが嚙かみ付いてあげますもの。なるべく痛くないように」


「ちょっと待て！」


「待ってください！」


　智衣とエリ子こが紅華と直樹の間に強引に割り込む。


「責任取れとか言って、自分が直樹の血を独ひとり占じめしたいだけじゃないかよ！」


「そうです！　それって横暴ってやつですよ！」


　エリ子も口を尖とがらせる。


「何を言ってますの!?　わたくしはただこの騒そう動どうをどうにかしたいだけですわ。ただどうせ血を吸われるならこのわたくしに吸われた方が高たか村むらクンも幸せだと考えたまでです」


　毅き然ぜんとした態度で紅べに華かが言う。


「それが横暴だって言ってんだよ！　直なお樹きはオレに血を吸われるのが一番なんだ！」


「違ちがいます！　高村センパイの血を吸うのはエリなんです！」


「あの～～～～」


　おずおずと、綾あや菜なが右手を上げる。


「それでしたら、わたしも立候補していいですか？　だって、坊ぼう主ず頭の高村さん、可か愛わいいんですもの」


　何だか妙みような争いが勃ぼつ発ぱつしてしまう。


（前にもこんなことがあったような。デジャブじゃないよな）


　そんなことを考えてから、直樹は諦あきらめたように大きく息を吐はき出した。


「分かったよ。覚かく悟ごを決めるよ」


　紅華、智とも衣い、エリ子こ、綾菜の四人が瞳を輝かがやかせた。


「それでこそ高村クンですわ！」


「ああ、お前のこと見直したぜ」


「高村センパイ、格好いいです」


「高村さん、わたし、感動しました」


　それから、四人は飢うえた猛もう獣じゆうのような笑えみを浮かべながら直樹に詰つめ寄った。


「それで、誰だれに決めましたの？　もちろんわたくしですわね？」


「直樹、オレだよな!?　頼むからオレって言ってくれよ!?」


「高村センパイ、エリに決めてくれたら、毎日おいしい牛乳メニューを作ってあげますよ」


「高村さん、全部とは言いません。だけど少しだけわたしにももらえませんか？」


「みんな、少しは落ち着いて！」


　ギラギラする四人を季き代よ実みがたしなめる。


「直樹君が覚かく悟ごを決めたのは、吸きゆう血けつ鬼きになる覚悟じゃないわ。これからずっと坊主頭でいる覚悟。そうでしょ？」


「ああ、そのとおりだよ」


　苦虫を嚙かみ潰つぶした顔つきで、直樹は頷うなずいた。


「長い髪かみの毛に未練がないわけじゃないけれど、ここまで村が大騒さわぎになってたら覚悟を決めないわけにもいかないよ」


　拳こぶしを握にぎり締しめ、直樹は宣言した。


「僕は、このカツラを脱ぬぎ捨てるぞ！　丸坊主だってことをカミングアウトするんだ！」


　大した宣言じゃないけれど、迫はく力りよくに押されて智衣、綾菜、エリ子の三人がパチパチと拍はく手しゆする。


「血を吸えないのは残念だけど、オレはその決意を応おう援えんするぞ。何度も言うようだが、オレは嫌きらいじゃないからな。お前の坊ぼう主ず頭」


「わたしも好きですよ。高たか村むらさん、頭の形がいいからよく似合ってます」


「エリは、長い方が好きだけど、高村センパイがそこまで決意したんならもう何も言いません」


「ありがとうみんな。本当にありがとう」


　何だかよく分からない感動の中、非情にも紅べに華かが言い放った。


「残念だけど、それは通用しませんわよ」


「どうしてだよ。直なお樹きはこの村に来た時からずっと坊主だったってことにすれば問題ないだろ？　格好つけのためにカツラをかぶってただけだって」


「高村クン、吸血祭りの日、村の人達にも追いかけ回されもみくちゃにされましたわね。髪かみの毛を引っ張られたりはしませんでしたの？」


「あっ」


　季き代よ実みが、しまったという顔をする。


「無我夢中でよく覚えてなかったけど、引っ張られたりしたかな？」


「でしょ？　それで実はカツラでしたなんて言っても、疑う人は少なくありませんわ」


「でも、そんな髪の毛引っ張ったのなんて数人だろうし、みんながみんな知ってるわけじゃ」


　そう反論する直樹だけど、さらに紅華が追い討うちをかける。


「さらに決定的な出来事がありましたわ。前、わたくしが二年の教室の前を歩いていた時、高村クンが廊ろう下かで友達に自じ慢まんしてましたわね。自分のつむじが三つあることを」


「確かに、そんなこともあったけど……」


「みんな珍めずらしがって高村クンの髪の毛を搔かき分けつむじを確かく認にんしてましたわね。そんなことをしておいて、実はカツラだったなんて通用すると思いますの」


　どうやら、かなり分ぶが悪そうだった。


「直樹君、そんなことをしてたの？」


「さすがにそれはちょっと誤ご魔ま化かしきれないぜ、直樹」


　季代実と智衣までもが、呆あきれたように直樹を見る。


「だって、仕方なかったんだよ。つむじが多いと頭がいいとか言ってたから、ついつい自じ慢まんしたくなって」


「とにかく、高村クンがずっと坊主頭だったって言い訳を通すのは困難ですわ。この騒そう動どうを治めるには、高村クンが自分の正体を正直に白状するより他ほかありません。だから！」


　紅華がペロリと唇くちびるを嘗なめた。


「わたくしに血を吸わせなさい！」


「いいや、直樹！　オレだよな！　な!?」


「高たか村むらセンパイ！　エリに血をください！」


「高村さん、わたしにも是ぜ非ひ」


　飢うえた猛もう獣じゆうが復活してしまった。今にも襲おそい掛かからんばかりの勢いで詰つめ寄られる。


　この村での生活にはだいぶ慣れてきていた。目の前の女の子達のことも決して嫌きらいではない。生物学的には相手は直なお樹きの捕ほ食しよく者にあたるのだけれども、それでも何だかんだで友情も感じている。


　あまり大きな声では言えないけれど、ちょっぴり意識してしまうことだってある。


　だからといって、この場で吸きゆう血けつ鬼きになる決意をするのはさすがに無理だった。


　多少身近な存在にはなったものの、まだまだ直樹にとっては吸血鬼は恐おそろしいモンスター。それに自分がなり、この村で永遠を生きる覚かく悟ごなんてできない。


　ここは全力で拒きよ否ひしたいところだったけど、そうもいかないのが『責任』って言葉だ。


　現在、治ち水すい村に起こっている騒そう動どうの原因は紛まぎれもなく直樹。もしこのまま紅べに華かの言うとおり近きん隣りんの町や村をも巻き込むことになったら、取り返しはつかないだろう。


（そこらへんに別次元への入り口でも転がってたら、迷わず飛び込むのになあ。もしくは次元のひずみの影えい響きようか何かでタイムスリップ現象が起こり坊ぼう主ず頭を目もく撃げきされる前に戻もどるとか……いや、いっそ父さんに髪かみの毛を切られる前に……）


　実にＳＦ小説家の息子むすこらしい現実逃とう避ひを頭に思い浮かべたりしてた時だった。


「あ、会長。こんなとこにいたんですね」


　生徒の一人が、体育倉庫裏へとやって来る。生徒会の役員なのだろう。


「てっきり、会長も張り切って探しに出てると思ってました」


「もちろん探しに行きますわよ。どこの誰だれなのか分からない坊主の少年をね」


　皮肉っぽくそう言う。しかも横目で直樹を睨にらみつけるもんだからたまらない。


「そのことで報告しようと会長を探してたんです」


　生徒は、残念そうなため息交じりに言った。


「実は、もう見つかっちゃったそうです」


「そう、見つかったの……何ですって！！！」


　紅華が驚おどろきの声を上げた。紅華だけじゃない。智とも衣いにエリ子こ、綾あや菜なに季き代よ実み、直樹までもが目を大きくする。


「村の外れをフラフラ歩いていたところを、青年団の人が見つけたそうなんです」


「それ、本当ですの？　本当に見つかったんですの？」


「はい、見つかったそうです。似顔絵のとおりの坊主頭で、正しよう真しん正しよう銘めいの人間だそうです」


　生徒は、間ま違ちがいないとばかしに深く頷うなずいてみせた。


「誰が嚙かみ付くかは明日決めるそうです。それまでは役場の会議室に閉じ込めておくとか。学校のみんなに知らせて、その後は自由解散でいいですよね？」


「えっ、ええ。それでかまいませんわ」


　少々ぎこちなく紅べに華かが返事をするけれど、生徒は気にしない様子だった。


「それでは、失礼します」


　軽く頭を下げると、体育用具倉庫裏から去っていく。


　困こん惑わくが渦うず巻まく中、代表して智とも衣いが口を開いた。


「これは一体どういうことなんだ？　みんなが探してる坊ぼう主ず頭の少年はここにいるんだぜ」


「簡単なことですわ。たまたま、偶ぐう然ぜんにも、本当に村外から迷い込んだ人間がいたんですわ」


　紅華が静かに目を細める。


「これは、あなたにとってはラッキーなことですわよ。高たか村むらクン」


「え？」


「分かりません？　その少年が高村クンの身代わりになってくれたってことですわ」


（そっか、誰だれも謎なぞの坊主少年が二人もいるとは思わないから、その捕つかまった少年が僕の失敗もひっかぶってくれるってことなのか）


　ギリギリのところでどうやら助かったようだった。


　だけど、手放しには喜べない。


「でも、会長。それじゃ、僕の代わりにその子が吸きゆう血けつ鬼きにされるってことですよね。さすがにそれはちょっと、気の毒すぎるっていうか、僕が悪者すぎるっていうか」


　とつとつと良心を吐はき出す直なお樹きに、紅華はフンと鼻を鳴らす。


「その少年が村に迷い込んでいたことは間ま違ちがいない事実ですわ。村の秘密にも気づいてる可能性もあります。高村クンの身代わりにならなくても、嚙かみ付かれることになってましたわ」


「そうだぜ、直樹。気にするなって」


「そうですよ。別に取って食べようって言ってるわけじゃないんです。ただちょっと嚙み付いて吸血鬼にしちゃおうって言ってるだけなんですから。高村センパイが気に病やむことありませんって」


　智とも衣いとエリ子こが口をそろえて言った。


「気休めになるか分からないんですけど」


　綾あや菜ながそう前置きしてから説明する。


「ちゃんと、その男の子の家族もいずれ村に連れてきて仲間になってもらうと思います。さっき話してた、前に村に迷い込んだ人もそうでした。今は家族で楽しく暮らしていますよ」


「それとも、高村クンは正直に名乗り出てみんなに襲おそわれる道を選びますの？　その場合、明日の朝を待たずして高村クンは吸血鬼ですわよ」


　意地悪そうに紅華に言われ、直樹はブルンブルンと首を横に振ふる。


「それなら話は決まりですわ。謎の坊主頭の少年は、今役場に捕とらえられている一人だけで、高村クンは何の関係もなし！　いいですわね!?」


　無言で直なお樹きは頷うなずいた。


「それじゃ、各自家に戻もどるように。解散ですわ！」


　そう言って、紅べに華かは締しめくくる。


　もう一人の坊ぼう主ず少年の登場のおかげで、直樹は救われた。その少年もこの村に足を踏ふみ入れてしまったのが運の尽つき。どのみち嚙かみ付かれて吸きゆう血けつ鬼きにさせられることには変わらない。


　智とも衣いやエリ子この言うとおり、さほど気に病やむことはないのかもしれないけれど、やっぱり直樹の心は晴れなかった。


　家路につく直樹の心は、昼間の治ち水すい村の空のように、どんよりと曇くもっていた。
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　村にかけられた雲の呪のろいが作用しているのは昼間のみ。夜ともなれば雲は跡あと形かたもなく消しよう滅めつしている。その反動のせいか、雲一つない澄すみ切った星空を見ることができる。


　自室にて、ゴロンと畳たたみの上に仰あお向むけに寝ね転がった直樹は、網あみ戸ど越ごしにそんな星空を眺ながめていた。


　家に帰ってきてから一時間程ほどが経過しただろうか？


　澄み切った夜空とは対照的に、直樹の心はまだ曇ったままだった。


　もちろん気になっているのは、捕とらえられたという丸坊主の少年のことに他ほかならない。


（いいんだよ。そりゃ、吸血鬼にされる時はちょっと痛いだろうし怖こわいだろうけど、なってしまえばそれまでのものだし。それに、家族だって村の住人になるんだ。寂さびしいことなんかないんだ）


　そう頭の中で繰くり返すけれど、やっぱりモヤモヤは晴れてくれない。


　それもそうだろう。吸血鬼になることをかたくなに拒こばんでいる直樹が、『なってしまえばそれまでのもの』なんて本気で思えるはずがないのだ。


（会長も言ってたじゃないか。村に迷い込んだのは間ま違ちがいないんだから、秘密にだって気づいた可能性がある。僕の身代わりじゃなくたって嚙まれてただろうって）


　だけど、そこで一つの仮説を浮かべる。


（でももし、まだ村の秘密に気がついてなかったとしたら？　そしたら吸血鬼にされる理由がないんじゃないか？）


　自分のせいで、一人の不運な少年が吸血鬼にされてしまう。


　そう考えると、いてもたってもいられなくなってしまう。


「あ～～～、もう！！！」


　直樹は勢いをつけて起き上がった。


「やっぱりこのままじゃいられないよ」


　静かな決意を瞳ひとみに湛たたえ、直なお樹きは部屋を後にした。居間でテレビを見ている父親に、友達の家に出かけると告げると家の外へと出る。


　玄げん関かん脇わきに停とめてあった自転車にまたがった。足でダイナモ電でん灯とうのスイッチを入れると、勢いよく漕こぎ出す。


　家の前の坂を少し下りた時だった。


「こんばんは、直樹君」


　いきなり耳元でそう囁ささやかれたものだから、直樹はびっくりして自転車のバランスを崩くずしてしまう。何とかハンドルを小刻みに動かし転てん倒とうを免まぬかれると、肩かた越ごしに振ふり返り声の持ち主に目を向けた。


「川かわ澄すみ、脅おどかすなよ」


　夜の闇やみの中に季き代よ実みが立っていた。


「ごめんなさい。直樹君が自転車で出てくるのが見えたから、ちょっと驚おどろかしたくなっちゃって」


　茶目っ気のある表情で季代実が舌を出す。


「僕に何か用事なのか？　悪いけど、ちょっと出かけるところなんだ。明日にしてくれよ」


　再び自転車で走り出そうとする直樹だったけど、一いつ瞬しゆんで季代実が目の前に現れる。吸きゆう血けつ鬼きじゃなきゃできない芸当だろう。


「直樹君、役場に行くんでしょ？　捕つかまってる少年を助け出すために」


　穏おだやかに、だけど鋭するどく季代実は言った。


「えっ!?　どうしてそれを……」


　驚く直樹に、季代実が説明する。


「校庭での直樹君の様子を見てたら分かるわ。ああ、これは納なつ得とくしてないんだろうなって。もしかしたら、無む謀ぼうなことするんじゃないかって心配になって、それで様子を見に来たの」


　見事に言い当てられた直樹はしばし言葉を失ってしまう。


　それから、搾しぼり出すような声で言った。


「もしそいつが、この村の秘密に気がついてなかったとしたら、僕のせいで嚙かみ付かれるってことになっちまうじゃないか。さすがにそんなの、申し訳なくて耐たえられないよ」


「でも、うまく助け出したとして、その後、会長が言ってたみたいになったらどうするの？　村中が大騒さわぎして探し回る中、興奮し本能が目覚めた村民が近きん隣りんの町や村の人間を襲おそうなんてことになったら」


「分かってるよ。もしも、もしもそんな風になりそうだったら」


　ゴクリと唾つばを飲み込み、直樹は覚かく悟ごを口にした。


「僕が、すべてを話してみんなに嚙まれることにするよ。だから、今は僕の身代わりになってるそいつを助け出したいんだ！　だから頼たのむ！　川かわ澄すみ！　今だけは見逃のがしてくれ！」


　懇こん願がんするように季き代よ実みを見つめる。


「フフフ」


　季代実は、静かに笑うと首を横に振ふった。


「大だい丈じよう夫ぶ。止めたりなんかしないから。むしろその逆よ。私は、直なお樹き君に力を貸しに来たの」


「え？」


　季代実の意外な言葉に、直樹はキョトンとしてしまう。


「私も、その捕つかまった男の子のこと気の毒だと思ってたしね。吸きゆう血けつ鬼きになってこの村で暮らすのも決して不幸とは思わないけど、今回は少し強引のような気がしたの」


「手伝って……くれるのか？」


「そのつもりよ。だけど……」


　少しだけ真しん剣けんな顔つきで、季代実は言った。


「その男の子に会って話を聞いて、もしこの村の秘密を知ってしまっていたなら、軽はずみなことはできないわ。この村のルールに任せる。それは直樹君にも分かって欲しいの」


「……分かったよ。治水村存続にかかわることだもんな」


　コックリと頷うなずく。


「それと、おそらくその可能性が高いってことも分かっていて欲しいの。吸血鬼の力を使って、男の子を捕まえたかもしれないから」


「ああ、分かったよ」


　直樹が了りよう承しようするのを確かく認にんしてから、季代実は微笑ほほえんだ。


「それじゃ、役場へ行きましょ」
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　治ち水すい村の道には、ほとんどと言っていいほどに街がい灯とうがない。まあ、村人の誰だれ一人として必要としていないものなのだから、それも仕方のないことなんだろうけど。


　澄すみ切った夜空のおかげで月の光が優やさしく降り注いでいた。おかげで暗くら闇やみの中立たち往おう生じようすることはなかった。


　季代実が一いつ緒しよということで、控ひかえめに自転車を漕こいでいた直樹だったけど、すぐにそんな必要がないことを思い出す。


　季代実だってこの村の住人、れっきとした吸血鬼。そして、夜はそんな吸血鬼が一番力を発揮できる時間なのだから。


　やがて直樹は、役場のすぐ近くの駐ちゆう輪りん場じようへと到とう着ちやくする。普ふ段だんならこの時間は人もおらず真っ暗なはずだけれども、今晩に限っては灯あかりがついていた。


「着いたぞ」


　荒あらい息を吐はき出し、直なお樹きは呟つぶやいた。休むことなく全力でペダルを踏ふんできたせいだ。


　自転車の隣となりを走ってきた季き代よ実みはというと、こちらは息切れ一つしていない。


（毎度のことながら、吸きゆう血けつ鬼きってすごいよなあ）


　改めて感心してから、直樹はパチリと頰ほおを叩たたいた。


「よし、行こう」


「ちょっと待って」


　正面入り口へ向かおうとする直樹を季代実が呼び止める。


「どうやって、その男の子と会うつもりなの？」


「どうやってって、どこにいるかを役場の人に教えてもらって……」


　季代実はやれやれと息を吐き出した。


「やっぱり、何も考えてなかったのね」


　それから、スタスタと歩き出す。直樹が向かおうとしていたのと同じ、正面入り口へだ。


「何だよ。川かわ澄すみだって正面から入るつもりじゃないかよ」


「いいからついてきて。それと、私の言うことに適当に合わせてね」


　何だかよく分からないけれど、直樹は黙だまって季代実の後をついていく。


　二人が正面入り口から役場の中へ入った途と端たん、さっそく役場の職員らしき男が立ちはだかった。


「こらこら、今は立ち入り禁止だぞ。もう夜も遅おそいんだ。遊んでないで早く家に帰りなさい」


　とても吸血鬼の村とは思えない言葉だ。


「すみません、実は、捕つかまった人間に会わせてもらいたくて来たんです」


「何だ、お前達もか」


　役場職員が、少し怖こわい顔になった。


「狙ねらいは血だろ？　分かってるんだぞこっちは。さっきからずっとお前達みたいなのがひっきりなしに来てたからな」


　どうやら、少年の血を目当てにたくさんの村人達が押し寄せてきていたらしい。


　改めて村人達の血に対する貪どん欲よくさを感じて、直樹は背筋をぞぞぞとさせる。


「明日、村長も交えた会議で誰だれが血を吸うかは決める。ほら、さっさと帰るんだ」


　追い出されそうになる中、季代実が声を張り上げる。


「違ちがいます。そんな理由で来たんじゃありません。私達は、会長に頼たのまれたんです。神楽かぐら紅べに華かさんに」


「えっ、神楽さんのお嬢じようさんに？」


　役場職員の態度が少し変わった。


「その人が吸血鬼になる前に、最後に好きな物を食べさせてあげたいって。だから、食べ物の好みを聞いてきて欲しいって」


「なるほど、確かに仲間になったら普ふ通つうの食べ物は食べられなくなるからなあ」


　役場職員も納なつ得とくする。


「それと、早く村に打ち解けてもらうように歓かん迎げいのイベントを治ち水すい高校生徒会が主体となって開きたいから、さりげなく趣しゆ味みなんかも聞いてくるよう頼たのまれました。プレゼント選びの参考にするので。そうだったわね、直なお樹き君」


「え、ああ、そうなんですよ。会長も人使いが荒あらくて困っちゃいますよ」


　多少あたふたしながらも、何とか話を合わせる。


「さすがは神楽かぐらさんのお嬢じようさんだ。そこまで考えるとは」


　感心したように唸うなってから、役場職員は二人の顔をじろじろと見つめる。


「まあ、君達なら大だい丈じよう夫ぶだろう。吸きゆう血けつ鬼きになって日が浅いからそんなにがっつく心配もないし。特別に会わせよう」


「よっしゃ！」


　小さくガッツポーズを決める直樹に、季き代よ実みは調子に乗るなと睨にらみつけた。


「こっちだ、ついてきなさい」


　歩き出す役場職員の後を、二人はついていく。階段を上り三階へと向かう。声をかけてくる他ほかの職員達にも手短に説明しながら。


　三階の一番奥の扉とびらの前へとやって来る。扉には外からがっちりと南なん京きん錠じようがかけられていた。


「それじゃ、俺はここで待ってるからな。なるべく手短に頼むよ」


　南京錠を開けると、役場職員がそう言う。


「はい、ありがとうございます」


　頭を下げると、季代実と直樹は部屋の中へと足を踏ふみ入れた。


　そこは、広々とした会議室だった。机と椅い子すが並べられている。一番奥の机に突つっ伏ぷして眠ねむる一人の少年の姿があった。夏らしいＴシャツに短パン。そして頭は丸まる坊ぼう主ずだ。


　年は直樹よりは若いだろう。中学一、二年、もしかしたら小学生かもしれない。


　空になった牛乳瓶びんと、クリームパンの包みが置かれていた。役場で用意したものだろう。


「直樹君、分かってるわよね」


「ああ、分かってるよ。この村の秘密を知っちゃってたら諦あきらめるんだな」


　頷うなずいてから、直樹は少年の肩かたに手を置いた。


「ちょっと、君、いいかな？」


「ん？」


　少年が顔を上げる。寝ね起おきってのをさっぴいたとしても何とものんびりとした顔つきだ。


「休んでるとこ悪いんだけど、ちょっと話を聞きたいんだ」


　単刀直入に、直樹は尋たずねた。


「この村で、何を見た？」


「え？」


「この村で何を見たんだ？」


「そんな風に質問されても答えに困るわ」


　季き代よ実みが助たすけ舟ぶねを出す。


「あなたが、この村にどうして来たのか？　それから村に来てから今までのことを説明して欲しいの」


「う、うん」


　寝ね起おきでまだ判然としない様子ながらも、少年が説明を始める。


「ぼ、僕、家族でキャンプに来たんだ。でも、水を汲くみに行ったら道に迷っちゃって。ずっとずっと歩いてたんだ。そしたらやっと人の住んでそうなとこに出て。それで、最初に見かけた人に助けを求めたらここに連れてきてもらえたんだ」


　寝ぼけているのをさっぴいてもどうにものんびりとした口調だ。


「ちょっと待ってくれよ。それじゃ、君は捕つかまったわけじゃないんだな？」


「捕まる？　どうして？」


　少年がキョトンとした顔で見つめる。


「おかしなものを見たりとか、聞いたりとかはしてない？」


　少年は首を横に振ふる。


「別に何も。あ、なんか役場の人達が、村の秘密がどーとか明日がどーとか言ってたけど、眠ねむくてよく聞いてなかったんだ」


　のんびり屋なだけじゃなく、目の前の少年はとんでもない天然だったのだ。この恐おそろしい状じよう況きようの中、何が起こっているのかちっとも把は握あくしていない。


　直なお樹きと季代実にとっては、これは僥ぎよう倖こう以外の何ものでもなかった。


　二人は顔を見合わせた。少年に話を聞かれないよう少し離はなれると、ごにょごにょと話を始める。


「これは、合格じゃないか？」


「そうね、信じられないけど合格だわ。あの子の鈍どん感かんさが奇き跡せきを生んだのね」


　季代実が頷うなずく。


「よし、それなら早さつ速そく助け出そう！」


　意気揚よう々ようとして言ったものの、直樹はそこで押し黙だまってしまう。


　勢いだけで飛び出してきてしまったもんだから、助け出す方法なんて考えてもなかったのだ。


「そうだ、川かわ澄すみならあの子担かついで窓から逃にげられるんじゃないか？」


　カーテンのかかった窓を指差す。


「あの子に目め隠かくしして何も分からないようにすれば、秘密もバレずに」


「それも考えたわ。だけど、あの子がいなくなっていることに役場の人が気がついたら、たちまち村中に包囲網もうが張られてしまうのよ。そうなったらもう村を出るなんて不可能よ」


「う～～～む」


　直なお樹きは腕うでを組んで考え込んだ。


「つまり、あの子を村の外に出すまで、いなくなったことを知られないようにしなきゃいけないんだな」


　さらに考えるけれど、気のきいたアイデアは浮かばない。


「あ～～、何かないのか？」


　ふがいない自分の頭脳にいらだち、カツラをガリガリと搔かきむしった直後だった。


「！！！　それだわ！」


　季き代よ実みが瞳ひとみを輝かがやかせた。


「直樹君が頭にかぶってるそれを使えば、あの子を安全に助け出すことができるわ！」


「へ？」


　さっぱり訳が分からないといった様子で、直樹は目をパチクリとさせた。








「思ったより長いじゃないか」


　扉とびらの前で待っている役場職員が、心配そうに呟つぶやいた。


「もしや、二人とも本能が目覚めて嚙かみ付いてしまっているのでは？」


　そんなことになっていたら、二人が少年と会うのを許した自分の責任となってしまう。


　急いで様子を見ようとする役場職員だったけど、その必要はなかった。扉は内側がわから開かれる。


　中からは、季代実と、何な故ぜかうつむき気味の直樹が出てきた。


　クンクンと鼻を鳴らし血の匂においがないのを確かく認にんしてから、部屋を覗のぞき込む。机に突つっ伏ぷして、坊ぼう主ず頭の少年は眠ねむっていた。


　ホッと安心する役場職員は、再び扉に南なん京きん錠じようをかける。


「本当にありがとうございました。おかげで会長に叱しかられずにすみます」


「いや、ご苦労だったね。出口まで送るよ」


　そのまま出口ヘ向かい、外に出ていく二人を見送ってから、役場職員は小首を傾かしげた。


「男の方、何か小こ柄がらになったような感じがしたけど……気のせいだよな」
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　それは、気のせいじゃなかった。


　南なん京きん錠じようのかけられた会議室。机に突つっ伏ぷして眠ねむっていた坊ぼう主ず少年がむっくりと起き上がる。


「ふう、うまくいったぞ」


　それは、先さき程ほどまでの少年じゃなかった。頭だけは丸坊主だけれども、顔はまるで違ちがう。


　そう、直なお樹きなのだ。


　服を取り替かえた後、カツラを脱ぬぎ少年にかぶせることで二人は入れ替わったのだった。


　直樹は、先程の季き代よ実みの言葉を思い出した。








「だから直樹君があの子になるの」


　迷いのない口調で、季代実は説明した。


「服を取り替えてカツラを渡わたせば、何とかなるでしょ？」


「つまり、僕が捕つかまった坊主少年としてここに残るってことなのか？」


「そうよ。あの子は直樹君としてここを出るの。そうすれば大騒さわぎにはならないわ。ここを出たら、私はあの子を自転車に乗せて大急ぎで隣となりの町を目指す。そこの警察にあの子を渡せば、脱だつ出しゆつは成功よ」


「僕はどうするんだ？」


「大だい丈じよう夫ぶ。戻ってきたら、窓から助けに来るから。その後は多少大騒ぎになっても問題ないわ。もうあの子を脱出させた後なんだから、出入り口を封ふう鎖さされても痛くも痒かゆくもないし」


　季代実の作戦は理解した。現状じよう況きようではそれしかないってことも。


　だけど、一つ不安な部分もある。


「服を着替えてカツラをかぶせただけで、騙だまされてくれるだろうか？　顔だって違うのに」


　この不安に、季代実は笑いながら言った。


「直樹君が突っ伏して眠ってれば分かりゃしないわ。坊主頭だけ見せとけばそれが一番の証明になるでしょ」








　季代実の言うとおり、役場の職員は机に突っ伏して寝ねたふりをしている直樹を見て見事に騙されてくれたようだ。


「後はここで大人しく川かわ澄すみが助けに来るのを待つだけか」


　パイプ椅い子すに背中を預け、のんびりと天てん井じようを見上げる。


　まだ完かん了りようしていないとはいえ、脱出大作戦がうまく進んでいる安心もあっただろう。


　直樹の目つきが、トロンとしてきた。


（少しぐらい居眠りしてたって問題ないよな）


　一応、途と中ちゆうで覗のぞかれることも考えて、先程と同じく、顔を隠かくすように机に突っ伏した。


　まもなく、睡すい魔まがこみ上げてくる。


　心労もあってか、直なお樹きはたちまち眠ねむりの世界へと旅立った。





　………





　どれぐらい、時がたっただろうか？　気持ち良さそうに眠る直樹の耳に、その音は聞こえてきた。


　コンコンコン。


　小気味のいいノックの音だ。


「ん？」


　むっくりと顔を上げる。気のせいかなと思いきや、また音は聞こえてきた。カーテン越ごしの窓からだ。


（川かわ澄すみが助けに来てくれたんだな。思ったより僕、長く眠ってたようだぞ）


　直樹はパチリと自分の頰ほおを叩たたいて眠気を吹ふっ飛ばすと、立ち上がり窓際ぎわへ向かう。


「待ってたぞ、川澄」


　そう言いながら、カーテンを開く直樹。


　だけど、窓ガラスの向こうにいたのは、季き代よ実みじゃなかった。


　クラスメイトの熊くま谷がいだったのだ。


　普ふ段だんはお調子者でヘラヘラと笑っている彼だったけど、ガラス越しに見せる姿はまるで別人だった。


　瞳ひとみは真っ赤に染まり、口からは鋭するどい牙きばが生えている。吸血鬼の姿は隠かくすことなくさらけ出している。


　そんな熊谷が、ヤモリのように窓ガラスに張り付いているのだった。


「見～～～つ～～～け～～～た～～～」


　笑えみを浮かべた熊谷は、さらに窓ガラスを叩き続ける。やがてガラスにヒビが入り、粉々に砕くだけ散った。


　これが古典の怪かい奇き小説物なんかだったら、直樹が許可しなければ入ってこられないところなんだろうけど、この村の吸きゆう血けつ鬼きにそんなルールなんてない。


　熊谷は遠えん慮りよなしに会議室の中へと入ってくる。


「その坊ぼう主ず頭は間ま違ちがいない。お前がうっかり村に迷い込んだ人間だな」


　ピンク色の舌で、舌なめずりなんかをする。


「みんなには明日叱しかられるだろうけど、オイラ我が慢まんできないんだ。だからお前の血を、吸ってやる！」


　熊谷が勢い良く直樹に飛び掛かってくる。


「うわっと！」


　体をひねり間かん一いつ髪ぱつで避さけた直なお樹き。だけどそうそういつまでも逃にげきれるものじゃない。扉とびらには外側がわから鍵かぎがかかっているし、窓から逃げ出そうにもここは三階だ。


「止やめてくれ熊くま谷がい！　僕だよ僕！　直樹！　高たか村むら直樹だよ！」


　直樹は叫さけんだ。


「詳くわしい事情は今度必ず話すから、大人しく帰ってくれ！」


「高村だって？」


　いぶかし気に片かた眉まゆを吊つり上げた熊谷は、すぐに大笑いを始める。


「何言ってんだよ？　確かに似てるようだけど、高村はそんな坊ぼう主ず頭なんかじゃない。もっとボサボサの髪かみの毛なんだぜ」


「だから、それはバリカンで」


「いいことを教えてやる。吸きゆう血けつ鬼きは髪の毛切ったってすぐに元の長さに戻もどっちまうんだよ。さあ、大人しく血を吸わせろよ！」


「違ちがうんだって、これまで秘密にしてたけど、秘密にしてたけど……」


　こうなったら本当のことを話すしかない。自分が人間だってことを。その上で、嚙かまずにいてくれるよう懇こん願がんする。もはや方法はそれしかない。


　吸血鬼とはいっても、男子の中では一番仲良くしてる熊谷だ。ゲームだって何本も貸しているし、ここは友情にかけるしかなかった。


「僕は、本当はまだにんげ……」


　そこまで言いかけた時だった。


「熊谷！　やっぱりここだったのかよ！」


　ヤモリ２号が窓から現れる。同じく直樹のクラスメイトだ。


　さらに、ヤモリはその数を増していく。女子生徒も加わり、十三名のクラスメイトが会議室に忍しのび込んできた。


「お前が役場に忍び込んで人間を襲おそうつもりだって聞いたからな。うちのクラスの恥はじだと思って止めに来たんだ」


「そうよ、そんなことしたら叱しかられるだけじゃすまないわ！」


「さあ、一いつ緒しよに帰るぞ！　今ならまだ間に合うから」


（ああ、助かったぞ）


　ほっと安あん堵どの息を吐はき出す直樹だったけど、喜ぶのは早すぎた。


「お前らはそれでいいのか!?」


　熱い口調で、熊谷が語り出す。


「せっかくの夏休みに突とつ然ぜん呼び出されこき使われた挙あげ句く、もう用はすんだから解散してよしだなんて、俺達を何だと思ってるんだ！」


　言ってることはすごく自分勝手だけれども、妙みように説得力のある口調だ。


「もしこの人間の血を吸うとしたら、一番貧びん乏ぼうくじを引いた俺達に権限があるんじゃないか!?」


　そして、クラスメイト達も所しよ詮せんは血に飢うえた吸きゆう血けつ鬼きだった。


「なるほど、確かにそのとおりかもしれないぞ」


「正直、気分が高ぶってどうしようもなかったんだ」


「私もよ！」


　クラスメイト一同、瞳ひとみが真っ赤に染まった。牙きばと爪つめももちろん姿を現す。


　一いつ斉せいに、直なお樹きに顔を向ける。


「みんなで仲良く…ね[image: ]」


　ニヤニヤと嫌いやな笑えみを浮かべながら、クラスメイト達がにじり寄ってくる。


　ここで自分が高たか村むら直樹だってことを説明したとしても行き着く先は同じだろう。


　まだ人間だってことを知ったクラスメイト達は、容よう赦しやなく襲おそい掛かかってくるはずだ。


　絶体絶命ってやつだった。


　と、その時だった。ガチャガチャと錠じよう前まえを開ける音が響ひびき、扉とびらが開かれる。数人の役場の職員がなだれ込んできた。


　すっかり本能を剝むき出しにしている熊くま谷がい達を見て、職員達は目を吊つり上げる。


「何か騒さわがしいと思ったらお前達！　血を求めて来たんだな!?　こんなことをしてどうなるか分かってるのか!?」


「うるさい！　俺達の煮にえたぎるこの気持ちはもう止められないぜ！」


　職員達も瞳を真っ赤に染め上げた。牙と爪を出し、吸血鬼の力を全開にして熊谷達に対たい抗こうする。


　目の前で繰くり広げられる恐おそろしい戦いの中、直樹は悟さとった。


（今しかない！）って。


　開け放たれた扉から、直樹は全速力で飛び出したのだった。
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　役場の駐ちゆう輪りん場じようにあった自転車に直樹は飛び乗った。自分の自転車は季き代よ実みが使ってしまったため誰だれの物かは分からないけど、今はそんなことを気にしている場合ではない。


　全力でペダルを踏ふむ。何とか誰にも見られないよう自宅へ戻もどりたいところだったけど、どうもそうはいかなかった。


　突とつ然ぜん、役場の方向から耳もつんざけとばかしの音が響ひびいてくる。非常事態を告げるサイレンの音だ。


　その非常事態がどんな非常事態なのか？　直樹は落ち着いて考えるまでもない。


　サイレンの音を聞いて、家々から村人達が出てくる。目の前を自転車で駆かけ抜ぬけていく直なお樹きをしっかりと目もく撃げきする。


「なあ、今のって誰だれだ!?」


「この間の祭りの時仲間になった新入りじゃないのか？」


「何言ってるんだよ？　新入りはもっと髪かみの毛がボサボサしてたろ？　あんな坊ぼう主ず頭じゃない」


「となるとあれか、迷い込んで役場に捕つかまったっていう人間」


「役場から逃にげ出したってことか」


　村人達が、ニヘラ～と嫌いやな笑えみを浮かべる。ニュッと鋭するどい牙きばが姿を現した。


「この村の秘密を守るためにも、何としてでも捕まえなきゃな」


「はずみに嚙かみ付いてしまったって、怒おこられはしないだろう」


「そうだそうだ！」


　自分勝手にそう判断した村人達が嬉き々きとして直樹を追いかけ始めた。


　こういった嬉うれしい知らせはあっと言う間に広まるのだろう。主要な道には村人が立ちはだかり牙をガチガチと鳴らし待ち構える始末だ。


「うひゃああ！」


　前方の村人に気がつき、直樹は慌あわててハンドルを切る。急な坂道を駆け下り、悪あく路ろを駆け抜ける。


「林に入ったぞ！」


「追いかけろ！　早い者勝ちだ！」


　村人達の声が聞こえてくる。これではまるであの吸血祭りの再現だ。


　さらに、不幸は続いた。暗くて地面がよく見えなかったせいで、太い木の根に気がつかなかったのだ。


　自転車の前輪が根をしっかりと嚙んでしまう。その反動でバランスを崩くずし直樹は転てん倒とうした。


「あだだ！」


　だけど痛がってもいられない。急いで立ち上がり自転車を起こす直樹だったけど、待っていたのは絶望だった。


　自転車のチェーンは見事に千切れてしまっていた。これではもうどうしようもない。


　村人達の声が近づいてくる。その数をかなり増しているようだ。


「ここまで……だな」


　直樹は人間としての最後を予感した。


　吸きゆう血けつ鬼きになるのは嫌いやだった。まだまだ人間のままでいたかった。それでも、元を正せば自分の失敗から生まれたこの事態。


　無実の坊主少年が助かっただけでも、少しだけ救われた気分だった。


（あ～あ、こんなことになるんだったら、さっさと誰かに嚙まれときゃ良かったかもな～）


　そんなことを、直なお樹きは考える。


（会長とか、沢さわ田だセンパイとか、エリ子こちゃんとか、智とも衣いでもいいし……）


　そこで、一人の少女の顔を思い浮かべる。


（そーだな、今回のことでは一番苦労してもらってるし。やっぱり川かわ澄すみがいいかもしれないな）


　と、その時だった。茂しげみを突つっ切り飛び出してくる自転車が一台。乗っているのは、見慣れたあの娘こだった。


「川澄!?」


「直樹君!?」


　驚おどいたのは向こうも同じだったようだ。自転車を停とめて目をぱちくりとさせる。


「川澄、どうしてこんなとこに？　あの子はどうしたんだ？」


「もう隣となり町の派出所に届けてきたわ。ここは近道なのよ。これから直樹君を助けに行こうとしてたんだけど……」


　辺りから聞こえてくる村人達の声に、季き代よ実みはやれやれと首を振ふる。


「直樹君、追いかけられてるのね。役場から逃にげ出した坊ぼう主ず頭の少年として」


「仕方なかったんだよ。熊くま谷がい達が窓から飛び込んできて大騒さわぎになったんだ。逃げなきゃあの場でミイラにされてたよ」


　それから、直樹は一いち抹まつの希望を胸に季代実に尋たずねた。


「なあ、僕を連れてここから逃げ出せるか？」


　季代実は静かに瞳ひとみを閉じる。吸きゆう血けつ鬼きの聴ちよう力りよくを駆く使しして村人達の人数やいる方向を調べたのだ。


「難しいわ。この林はもう囲まれてるもの」


「そっか、まあ、そうだろうな。サイレンが鳴って村中の吸血鬼がぞろぞろ出てきてるんだもんな」


　半ば覚かく悟ごは決めていた直樹は、力なく笑った。


　そして、季代実に顔を向けると静かにその言葉を口にする。


「なあ、川澄。ここで僕を嚙かんでくれよ」


「えっ！」


　季代実が驚おどろきの声を上げる。


「直樹君を、私が嚙む？」


「ああ、どうせ吸血鬼になるんだったら、色々と迷めい惑わくをかけた君に嚙まれる方がいい。それに、五人のうちの誰だれかに嚙まれるって約束だったしな。君に決めたよ。だから、ガブッとやってくれ」


「……」


　季代実は自転車を降りると直樹の前へと立った。その瞳をまっすぐに見つめ、静かに尋ねる。


「本当に……いいのね？」


「ああ、いいよ」


　直なお樹きはギュッと瞳ひとみを閉じ、その時が来るのを待つ。


　季き代よ実みのほっそりとした手が直樹の首筋に当てられる。彼女の吐と息いきを直樹は首筋に感じた。


（いよいよか！）


　だけど、牙きばの感かん触しよくは訪おとずれない。


「あれ？」


　恐おそる恐る瞳を開けると、直樹の首に手をかけたまま止まっている季代実の姿があった。


「どうしたんだ？　さっさと嚙かめって。村の人達が来たらもう終わりなんだから」


「分かってる。分かってるわよ。だけど……ね」


　そこで、季代実はハッとする。何かを思いついたようだ。


「直樹君、どうせなら最後にあがいてみましょ」


　そう言うと、いきなり直樹のＴシャツに手をかける。吸きゆう血けつ鬼きの力を使い、ビリビリに引き裂さいた。さらにズボンにまで手をかける。


「わ、わ、わ、何するんだよ！」


　トランクス一枚になって大騒さわぎする直樹。


「いいから、じっとしてて！」


　少々顔を赤らめてそう叫さけんだ季代実は、自転車の前のカゴに突つっ込んであったモジャモジャとした物を摑つかむ。


　そして、電光石火の早はや業わざでそれを直樹の頭にかぶせた。


　ほぼその直後だった。茂しげみをかき分け、目を真っ赤にした吸血鬼達が姿を現す。


　役場から追いかけてきたのだろう。熊くま谷がいやクラスメイト達の姿もあった。


（ここまでか！）


　全身を緊きん張ちようさせる直樹だったけど、二人を見た熊谷は驚おどろいたように言った。


「川かわ澄すみに高たか村むらじゃないかよ！」


「えっ!?」


　そこで直樹は気がついた。先さき程ほど、季代実が頭にかぶせたのは、自分のカツラだったってことに。


　服を破いたのは、坊ぼう主ず少年の服装を見られるのを避さけるためだったのだ。


「なあ、ここに人間が逃にげてきただろ？　丸坊主の奴やつだよ」


　転がっているチェーンの壊こわれた自転車に気がつく。


「ここで自転車を乗り捨てたんだな。なあ、どこに行った？」


「分からないわ。分かってたらとっくの昔に追いかけてるもの」


　季代実が鮮あざやかに受け答える。


「そーだよな。ま、この辺りは完全に包囲されてるから逃にげられっこない。絶対に見つけて嚙かみ付いてやるぜ」


　テンション高く探たん索さくに向かおうとする熊くま谷がいだったけど、何かを思い出したように振ふり向く。


「ところで高たか村むら、お前どうしてそんな格好してるんだ？」


「そ、それは……」


　口ごもる直なお樹き。


（ここを切り抜ぬけられれば、助かるかもしれん！）


　自分の演技力にすべてがかかっているのだと、直樹は身がまえる。


　頭の中で必死に吸きゆう血けつ鬼きになった自分を想像した。夜の闇やみを飛び人間を襲おそいその血をすする恐おそろしい吸血鬼。


　ゴクリと喉のどを鳴らしてから、直樹は精せい一いつ杯ぱいに言い放った。


「血が吸えると思ったら、興奮して服なんか脱ぬいじまったぜ！　あ～～～、血が吸いたいぜ！」


　大根も鼻で笑うような大根っぷりに、隣となりにいた季き代よ実みががっくしと頭を垂たれたのだった。
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「33点。それもだいぶオマケしてね」


　冷ややかに、そして容よう赦しやなく季代実は言った。


　ちなみにこの点数の正体は、直樹の演技力に対する評価だったりする。


「よくもまああれで誤ご魔ま化かせたもんだと思うわ。相手が熊谷君じゃなかったら怪あやしまれて終わりだったと思うわよ」


「分かってるさ。もう言わないでくれよ」


　隣を歩きながら、渋しぶい顔の直樹が唇くちびるを尖とがらせる。


　治ち水すい村の山道だ。時刻はお昼を回ったばかりで、空は曇くもりなりにも精一杯明るくなっている。


　直樹はＴシャツと短パンというラフな格好だ。じっとりとした暑さに額には汗あせが滲にじんでいた。


　あの騒そう動どうから、すでに数日が経過している。もちろんカツラは手放せないけれども、恐れていたような大騒さわぎにはなっていない。


　いや、大騒ぎにはなっているのだけど、直樹らが予想していなかった方向に事は進んでいるのだった。


「だけど、正直私もあんな形で落ち着くなんて思ってもなかったわ」


「僕だってそうだよ」


　直樹はこっくりと頷うなずくと、数日前の夜の光景を思い浮かべた。








「いたか？」


「いいや、どこにも！」


「もっとよく探せ！」


　村人達が血ち眼まなこになって林の中を捜そう索さくする。坊ぼう主ず少年の正体は直なお樹きなんだからもちろん見つかるはずもない。


「おかしいぞ、こんなにも探してるのに見つからないなんて」


「この林の周りはしっかりと固めてる。ここから逃にげられるはずはない！」


「まるで、忽こつ然ぜんと消えてしまったとしか思えない」


　困こん惑わくが渦うず巻まく中、熊くま谷がいが呟つぶやいた。


「消えるなんて、まるでおヽ化ヽけヽか幽ヽ霊ヽみたいじゃないか」


　騒そう然ぜんとしていた村人達が、途と端たんに静かになった。








「思えば夏っていう季節が良かったと思うわ。何て言っても、お化けとか幽ゆう霊れいとかの旬しゆんだから」


　そう、村人達は、忽然と消えた坊主少年を、幽霊とかお化けといった類たぐいのものと誤解してくれたのだ。


　今では、真夏の怪かい談だんとして村中で語られている。近く、あの林でお祓はらいがあるとのことだった。


「何だかんだでみんな迷信深いところあるみたいなの。まあ、ある意味、一昔前の人達だらけだから当然のことなのかもしれないわね」


　納なつ得とくする季き代よ実みだけど、直樹は素す直なおに頷うなずく気にはなれない。


　吸きゆう血けつ鬼きが幽霊やお化けを怖こわがるっていう図式が、どうにもしっくりとこないのだった。


（ものすごくおおざっぱに分類すれば吸血鬼だって幽霊やお化けの仲間みたいなもんだし。何を怖がる必要があるんだろう）


　だけど、こうとも考えられる。


（みんな、自分達が吸血鬼っていう非常識な存在なんだから、疑うことなく幽霊やお化けってのを信じられるのかもしれないぞ）


　まあ理由は何であれ、無実の少年を救えさらに直樹も助かったのは事実だ。恐おそれていたような事態にもならなさそうだし、めでたしめでたしと言ってもよいだろう。


「そう言えば、ちゃんとお礼を言ってなかったよな」


　足を止めると、直樹は季代実に顔を向ける。


「川かわ澄すみのおかげで、無実の少年を助け出せたし、僕も嚙かまれずにすんだ。助かったよ。ありがとう」


「何？　改まって。こっちが戸と惑まどうじゃない」


　口ではそう言いながらも、少し嬉うれしそうに季き代よ実みが笑う。


「それに、最後のは正直私もうまくいく自信はなかったのよ。ダメだった時はそれまでねってぐらいで試ためしてみたの。だから、そんなに感謝されると困るわ」


「あ、あの時のことなんだけどな」


　直なお樹きはちょっと気にかかっていたことを思い出し、季代実に尋たずねる。


「どうして嚙かみ付かなかったんだ？」


「え？」


「ほら、一度は嚙み付こうとしたのに、途と中ちゆうで止やめたじゃないか。あれってどうしてなんだ？　血なんか吸いたくないと思ったのか？　ほら、川かわ澄すみはなって一年目の新米吸きゆう血けつ鬼きだから」


　直樹の質問に、季代実は憤ふん慨がいしたように言う。


「いくら新米だっていっても、血を吸いたいって本能はちゃんと持ってるのよ」


「それじゃどうして嚙み付かなかったんだ？　僕がＯＫって言ってたんだから、後でみんなに非難されることもなかったと思うぞ」


「確かにそうだけど……」


　少しだけ言葉を濁にごしてから、季代実は言った。


「何だか、そんな気になれなかったの。だって、あの状じよう況きようは、村人に吸われるぐらいなら私に！　って感じだったでしょ。もしあの場にいたのが、私じゃなく、智とも衣いさんやエリ子こちゃん、沢さわ田だ先せん輩ぱいや会長だったとしたって、直樹君は同じことを言ってたでしょ？」


「まあ、確かにそうかもしれないけど……」


「だったら、やっぱり私は血を吸えないわ。直樹君を本当の意味でその気にさせたわけじゃないんだもの。ルール違い反はんよ」


　季代実が微笑ほほえんだ。


「いつか、直樹君が心から吸血鬼になってもいいと思って、嚙まれるなら他ほかの誰だれでもなく私がいいって言うなら、その時は遠えん慮りよなく嚙んであげるわ」


「何だよ、嚙んであげるって。こっちが嚙ませてやるってのが正解なんだぞ」


　直樹はフンと鼻で笑う。


「ま、そんな時は永遠にこないと思うけどな」


「気長に待つわ。この村は時間だけはたっぷりあるんだから」


　それから、季代実は止まっていた歩みを取り戻もどす。


「少し急ぐわよ。会長やみんなが待ってるはずだから」


「そうそう、それだよ」


　慌あわてて季代実の後を追いかけ、直樹は質問をぶつける。


「いきなり来いだなんて、一体何の用なんだ？　川澄、本当に聞いてないのか？」


「詳くわしくは聞いてないわ。ただ、この前のことで直樹君に話があるんじゃない。さすがに秘密にしておけなくて、みんなには話したから」


「そう……か」


　直なお樹きは渋しぶい顔になった。


（何とか丸く収まりそうだけど、勝手な行動をして大騒そう動どうにしちまったのは確かだしな。こっぴどく叱しかられるかもしれん。いや、叱られるに決まっている！）


　こっそり逃にげ出そうと思ったけれども、時すでに遅おそし、目的地に到とう着ちやくしてしまう。


　そこは、山の中にある川原だった。治ち水すい村を流れる天てん流りゆう川だ。この間この川に落ちて死ぬような目にあったけど、その一角の流れはゆるやかだった。川原も広く、川遊びなんかもできそうだった。


　そこに、紅べに華か、綾あや菜な、智とも衣い、エリ子この姿があった。


「遅おそかったですわね。高たか村むらクン」


　一段高い石の上に乗った紅華が、腕うでを組み直樹を見下ろしている。それだけで、直樹は全身が縮こまる気分だ。


「川かわ澄すみさんから話は聞きましたわ。とんでもないことをしてくれたそうですわね！」


　ピシャリと叩たたきつけるように紅華が言う。


「驚おどろきました。役場に捕とらえられていた男の子と高村さんが入れ替かわっていたなんて。でも、ちょっと高村さん、無む謀ぼうすぎると思います」


　綾菜も、彼女には珍めずらしく怒おこったような顔をしている。


「一歩間ま違ちがったら高村センパイが嚙かまれちゃってたんですよ」


「そうだぜ、直樹。お前分かってるのか？」


　エリ子、智衣までもが直樹を睨にらみつけた。


　何だか、全員そろっておかんむりな様子だ。その理由は、容易に想像がつく。


（みんな、僕の血を求めてるんだもんな。この中の誰だれかが吸うって協定があるから、僕は人間のままでいられるんだ。赤の他人に奪うばわれたらそりゃ怒るよな）


　直樹はしおらしく頭を下げた。


「すまん！」


　直樹は深々と頭を下げた。


「村人に捕つかまったりして血を吸われたら、これまで人間のままでいさせた意味がなくなるもんな。怒って当然だよな」


　直樹の言葉に、智衣が軽く舌を鳴らす。


「バカ、違ちがうよ！　そんな理由でオレ達は怒ってるんじゃないよ！」


「エリ達が怒ってるのは、高村センパイが相談してくれなかったことです！」


「相談？」


　キョトンとする直樹に、紅華が言う。


「男の子が逃にげたことで村が大騒さわぎになり、近きん隣りんの町や村にも被ひ害がいが出そうになったら、すべてを話してみんなに嚙かまれる。そんな覚かく悟ごをしてたそうですわね」


　そこで、紅べに華かは軽く笑った。


「わたくし、高たか村むらクンのその覚悟はなかなかだと思いましたのよ。だからこそ、頼たよって欲しかったですわ」


「会長……」


　直なお樹きは、ほんの少し感動した。


「確かに高村さんの血を他ほかの人達に奪うばわれるのは嫌いやですけど、それ以前に高村さんの身が心配なんです。村中の人に襲おそわれたら、全身の血を吸い尽つくされてしまいます。その場合は、吸きゆう血けつ鬼きになるのにひどく苦しい思いをしなくちゃならないんです」


　綾あや菜なが丁てい寧ねいに説明する。


「だから、無む謀ぼうなことはしないでくださいね。高村さんにそんな思いをして欲しくないから」


「沢さわ田だセンパイ……」


　さらに、直樹は感動した。


「それに、エリ達は高村センパイのこと、エサとしてしか見てないわけじゃないんですよ！」


「そうだぜ。確かにオレ達は吸血鬼でお前はまだ人間だけど、大切な友達、いや仲間だと思ってるんだ。もしかしたら、それ以上にも……」


　最後の方は消え入りそうな声で、智とも衣いが言う。


「うう、みんなありがとう。本当にありがとう」


　直樹は涙なみだと鼻水のオンパレードで感動した。


（ああ、みんなこんな暖かい言葉をかけてくれるってのに、僕は何て的外れなことを考えたんだろ。自分が恥はずかしい！）


「さてと、とりあえず言いたいことは言いましたから、本題に入りますわ」


　紅華がコホンと咳せき払ばらいをし仕切り直したもんだから、直樹は感動と反省を中断した。


「本題？」


「この一連の騒そう動どうの発ほつ端たんは、吸血鬼について無知な高村クンが坊ぼう主ず頭になんかしてしまったことですわ」


　坊主頭になったのは、智衣やエリ子こにも責任があるんじゃないかと思ったけど、それは黙だまっておいた。余計なことを言って怒いかりを買いたくはない。


「そして、今現在も高村クンは、坊主頭っていう爆ばく弾だんを抱かかえている。カツラで隠かくしているとはいえ、いつうっかり誰だれかに目もく撃げきされるか分かりません。これではわたくし達も安心できませんわ。高村クンには、一刻も早く元の長さまで髪かみの毛を伸のばしてもらわないと」


「でも、髪の毛伸ばせって言われても、努力でどうなる問題じゃ」


　無茶を言われ苦笑する直樹に、紅華は得意気な笑えみを浮かべる。


「だからこそ、ここに呼んだんですわ！」


　紅べに華かがいきなり自分の服に手をかけた。躊ちゆう躇ちよすることなくどんどん脱ぬぎ捨てていく。


「わっ！　会長、何てことを！」


　顔を真っ赤にして両手を振ふり回す直なお樹きの前で、紅華は水着姿となっていた。真っ赤なビキニの水着は実によく似合っている。


「さ、みなさんも早く準備なさって」


　紅華に促うながされ、エリ子こ、智とも衣い、綾あや菜なが服に手をかける。


「お気に入りの着てきたんですよ♪」


　エリ子は、オレンジの花はな柄がらの水着だった。腰こしについたヒラヒラとしたフリルが可か愛わいらしい。


「水着なんて、すごく久しぶりです。あの、変じゃありませんか？」


　綾菜の水着姿は、それはまあ大変なことになっていた。はちきれんばかりの胸が純白の布地に包まれている。
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「オレ、水泳も得意なんだぜ」


　智衣はというと、実に彼女らしい競泳水着。


　そのスレンダーな体型から、かなりのタイムを弾はじき出しそうだ。付け加えるならば、よく日焼けした肌はだが妙みようになまめかしい。


「み、みんなして何を……」


　顔を真っ赤にしてあわあわする直なお樹きに、紅べに華かが得意気に説明した。


「Ｈな男性は髪かみの毛が伸のびるのが速いと聞きましたわ。ですから、高たか村むらクンをドキドキさせれば、少しは効果があると思いましたの」


　続いて、恥はずかしそうに綾あや菜なが口を開く。


「すごく恥ずかしいんですけど、これも高村さんの髪の毛のためです。好きなだけ見てかまいませんよ」


「エリはやっぱり、高村センパイは髪の毛が長い方が似合ってると思います。だからがんばってドキドキしてくださいね」


　ニコニコしながら、エリ子こがフリルをちょっと持ち上げて見せたりする。


「ま～～、効果はあんまし期待してねーけど、お前と川遊びするのも悪くないと思ってな。ほら、せっかくの夏休みなんだし」


　智とも衣いがニッカリと笑った。


（こいつはとんでもない展開になったぞ……）


　直樹は内心で呟つぶやいた。


　もちろん、努力なんかしなくたってドキドキのしっぱなしだ。これ以上ドキドキしたら死んじゃうんじゃないかってくらいのビートを心臓は奏かなでてくれている。


　さすがに、彼女達と一いつ緒しよに川遊びをこなす耐たい久きゆう力は直樹にはなかった。


「ぼ、僕！　水着持ってないから！　またの機会に！」


　そう叫さけび走り出す直樹の前に立ちはだかったのは、スクール水着姿の季き代よ実みだった。


「大だい丈じよう夫ぶよ。ちゃんと直樹君用の水着も持ってきてるから」


　ビニール袋ぶくろを持ち上げ左右に振ふって見せる。


「そこの岩いわ陰かげなら着替がえられるでしょ？」


「いや、だけど、それはちょっとその……」


　直樹はというともう限界寸前だった。周りの音が聞こえなくなるくらい心臓はドキドキし、目の前が真っ赤になるくらい頭は灼しやく熱ねつしている。


　そして、とうとう限界は訪おとずれた。


「僕は……僕は……」


　バビュッて感じに直樹の両方の鼻から血が噴ふき出した。


「うわっと」


　慌あわてて鼻を押さえるけれど、ドクドクと血は流れ出る。


「だ、誰だれか、ティッシュを」


「拭ふき取るなんてもったいないですわ」


　紅華が、妙みようにツヤっぽい声で言った。


「そうです。血液は貴重なんです」


　綾あや菜なも、うっとりとした視線を血に染まった直なお樹きの鼻や手に向けている。


「ああ、高たか村むらセンパイ。エリ、ちょっと我が慢まんできなくなってきちゃった」


　エリ子こがズズッとヨダレをすすった。


「直樹、ちょっとだけ嘗なめさせてくれないか？　オレとお前の仲じゃないか。大だい丈じよう夫ぶ、勢い余ってお前の鼻を嚙かんだりはしないから」


　智とも衣いの吐と息いきが荒あらくなる。


「ちょ、ちょっとみんな落ち着いてくれよ」


　冷静になった直樹が懇こん願がんするけど、みんなスイッチが入ってしまったようだ。瞳ひとみは真っ赤に染まり指の先から鋭するどい爪つめ、そして口元には尖とがった牙きばが姿を現す。


　じりじりと四人が直樹に歩み寄ってくる。


「川かわ澄すみ、助けてくれ！」


　季き代よ実みに助けを求める直樹だったけど、


「直樹君、何度も言うようだけど、他ほかの人より弱いってだけで私にだって本能はあるのよ」


　瞳が真っ赤に染まった。


「せっかくだから、私も一嘗めさせてもらおうかな？」


　それが、本心なのか直樹をからかっただけなのかは判別不可能だった。判別している暇ひまさえなかったのだ。


「高村クン！」


「高村さん！」


「高村センパイ！」


「直樹！」


　紅べに華か、綾菜、エリ子、智衣の四人が直樹に襲おそい掛かかってくる。


「絶対嫌いやだ！　鼻血一滴てきたりとも嘗めさせないからな！」


　水着姿の美女達に追いかけられ、逃にげ惑まどう高村直樹。


　そんな光景を見下ろす血ち吸すい村の空は、今日もやっぱり曇くもっていた。
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　時は八月の後半、夏休みも残りあとわずかといった頃ころ。


　直なお樹きは自宅の縁えん側がわにて、トランクスにシャツ一枚という出いで立たちでいた。


　時刻は午後の五時を少し回った頃だけど、まだ外は明るかった。


「いや～～～～、やっぱり夏はこーでなくっちゃな」


　冷蔵庫でよく冷やしたスイカをしゃりしゃりと食べ、満足気な声を上げる直樹。


　基本的に吸きゆう血けつ鬼きだらけの村で、人間の食べ物なんてそんなに用意されてない治ち水すい村。だけど、トマトとスイカだけは何な故ぜか豊富に作られている。絞しぼり汁じるを牛乳に混ぜて擬ぎ似じブラッディーミルクにして飲む人が少なくないらしい。


　そんな訳で、ここんとこ毎日のようにスイカを買ってきてはこうやって縁側で食べるのが直樹のマイブームだったのだ。


（断言したっていい！　今の僕は世界で一番カブトムシの気持ちがよく分かる人間だぞ！）


　そんな大して意味のない宣言をしながら、一心不乱にスイカを頰ほおばる直樹。と、自分に注がれる熱い視線に気がつく。


　見ると、マロが目を赤くしてスイカを見つめていた。


「バウ！　バウバウ！」


　吸血犬としてはこの赤色は十二分に気を引かれるものなのだろう。


「ほらよ」


　スイカを千切って投げてやると、マロは喜んでそれを食べる。しゃりしゃりと音を立てて頰ばる。


　思ってたような味じゃなかったから不満だったのだろう。すっかり興味をなくして犬小屋へと戻もどっていった。


「もう何度もスイカの味を試ためしてるってのに、学習能力ないのか？」


　呆あきれたように息を吐はき出してから、残っていたスイカを頰ばった時だった。


　プ～～～～ン。


　耳元で、そんなか細い音が聞こえてくる。こんな音を立てられるのはあいつしかいない。


　そう、ザ・モスキート（蚊か）だ。


「出てきやがったな」


　直樹は顔をしかめた。


　ここ、治ち水すい村は掛かけ値ねなしの田舎いなかだ。だもんで、ヤブだって一いつ杯ぱいある。


　言うまでもなく、蚊だってわんさかいるのだ。


　近くに蚊の生息しているようなヤブが少ない直樹の家でも、こうやって縁側を開けておくと侵しん入にゆうしてくる奴やつらも少なくない。


「蚊か取とり線せん香こうきかないのか？」


　脇わきに置かれている蚊取り線香の容器を覗のぞき込むと、すでに燃え尽つきてしまっていた。新しいのを用意しなければならないようだ。


　それにしても、プーンプーンと実にうっとうしい音を立ててくれている。


　この村に来て何度も餌え食じきになっている直なお樹きとしては、ここらでリベンジしたいところだった。


「僕を怒おこらせるとどうなるかを教えてやるからな」


　飛んでいる蚊に狙ねらいを定めると、力一いつ杯ぱい手を叩たたきつける。ゆっくりと開くと、見事に仕留められた蚊の姿があった。


「よし」


　勝利の声を上げる直樹だけど、さらに音は続く。どうやらさらにもう数匹ひき、部屋に迷い込んできたようだ。


「え～～～い、こしゃくな。全員まとめて相手してやるぜ！」


　俄が然ぜん張り切った直樹は、立ち上がり部屋で大立ち回りを演じ始めた。


「でや！　でや！　でやああ！」


　合計四匹の蚊を撃げき退たいし、額の汗あせを拭ぬぐう。


「ふう、こんなもんだぜ」


　満足気な息を吐はき出した直後だった。


「元気そうね。直樹君」


　そんな声をかけられ、直樹は反射的に顔を動かした。


　いつの間にか裏庭に立つ季き代よ実みの姿があった。夏らしいワンピースに、手にはバッグを持っている。


「川かわ澄すみ……」


　そこで、直樹は自分の格好に気がつく。シャツにトランクスっていうデンジャラスな格好だ。


「うわあああ！」


　慌あわてて引っ込むと、脱ぬぎ捨ててあった半ズボンをはき再びやって来る。


「何だよ。玄げん関かんから来てくれればいいのに」


「来たわ。でもいくら呼んでも直樹君出てこないじゃない。だから裏庭に回ってきたのよ」


　蚊と格かく闘とうしていて、季代実の声に気がつかなかったようだ。


「もう縁えん側がわからでいいや。上がれよ。冷たい牛乳でも出すから。あ、スイカも食べたかったら食べていいし」


　冷蔵庫へ向かうと、よく冷えた牛乳瓶びんを取り出し戻もどってくる。


「どーぞ」


「ありがとう、いただくわ」


　縁えん側がわから上がってきた季き代よ実みは、直なお樹きから受け取った牛乳をおいしそうに飲んだ。


　それから、軽く辺りを見渡わたし直樹に尋たずねる。


「直樹君、お父さんは？　散歩にでも出かけてるの？」


「いや、父さんは昨日から留守なんだよ。東京に呼び出されたんだ。まあ、カンヅメになるためなんだけどね。果たして夏休みが終わる前に戻もどってくるかどーか」


「ふうん、ＳＦ小説家って大変なのね」


「おいおい、そんなことを言ったら、世間一般のマトモなＳＦ小説家達が気を悪くするぞ」


　苦笑いを浮かべながら直樹が言う。


「カンヅメっていったって、どこぞの大作家みたいな高級ホテルってわけじゃないんだ。出版社の倉庫に押し込まれて原げん稿こうが書き終わるまで出してもらえないっていう地じ獄ごくの軟なん禁きん生活なんだよ。それでも行かなきゃ仕事を干ほされちゃうから泣きながら旅立ってったよ。そんなに嫌いやならちゃんと締しめ切きりを守ってりゃいいのに」


　それから、直樹は残ってたスイカをかぶりつきながら尋ねる。


「で、何か僕に用事なのか？」


「用事って程ほどの用事でもないわ。ただ、直樹君の頭の様子を見に来ただけ」


　そう言うと、季代実は直樹に手を伸のばした。頭に巻かれていた手ぬぐいを一気にひっぺがす。


「ああああ」


　直樹の素す頭あたまが、白日のもとにさらされた。


　もはや、季代実に刈かられたままの青々とした坊ぼう主ず頭なんかじゃない。髪の毛も三センチ程伸び、ちょっとしたスポーツ刈りといえなくもない状態だ。


　普ふ通つうの人間の髪の毛が伸びる速さの平均が月一センチというから、それに比べるととんでもない速さだ。


「思ったより伸びてるわね」


　感心したように季代実が息を吐はき出す。


「私、まだまだ坊主のままだと思ってたわ」


「まあね」


　自分の頭を触さわり、直樹が頷うなずく。


「自分でも驚おどろいてるんだ。この髪の毛の伸びの速さには。やっぽり毎日牛乳を飲んでるのがきいてるのかな？」


「もしかしたら、アレがきいたのかもしれないわよ」


　季代実が、からかうようにして言った。


「川原の、アレがね」


　このアレが、どんなアレなのかは考えるまでもなかった。


　紅べに華かの発案で、みんなして水着になって直樹をドキドキさせようとしたアレだ。


　美少女ぞろいの水着姿を思い出すと、直なお樹きは何だか顔がポッポと火ほ照てってきてしまう。


　出した鼻血を求めて追い回されたことをさっぴいても、青少年にとってはとてつもなくピンクな出来事だったのだ。


「もし私だけでも良かったら、もう一度やってあげてもいいのよ。今度はあんなスクール水着じゃなくもう少しお洒しや落れな水着を着たっていいし」


「か、川かわ澄すみ！」


　季き代よ実みのとんでもない発言に、直樹は顔を真っ赤にする。


「そ、その、気持ちは嬉うれしいけど、このペースで伸のびれば冬頃ごろには元の長さに戻もどるし……わざわざ川澄にそんなことまでしてもらわなくても」


　しどろもどろになる直樹に、季代実はクスリと笑った。


「冗じよう談だんよ、直樹君。さすがにあの程度の刺し激げきで髪かみの毛が伸びるのが速くなるなんてないと思うわ。治ち水すい村の牛乳。それが原因だと思うの」


　季代実が説明する。


「知ってのとおり、この村の牛乳は、吸きゆう血けつ鬼きが血の代わりに飲むことのできる特別な牛乳よ。そんなのを普ふ通つうの人間である直樹君が飲み続けてるんだから、髪の毛の伸びが速くなるくらいの副作用があっても当然だと思うわ」


　確かに季代実の言うとおりだ。だけど、少し不安も残る。


（どうか、それ以上の副作用がありませんように！！！）


　直樹が必死になって神に祈いのっている時だった。プ～～～ンという音がまた耳元で響ひびいた。


「おっと、また入られちまったようだな。川澄、悪いけど網あみ戸どにしてくれないか？」


　季代実にそう頼たのんでから、直樹は年代モノの戸と棚だなの一番下を開け手を突つっ込む。引っ張り出した蚊か取とり線せん香こうの缶かんの蓋ふたを開け中を覗のぞき込んだ直樹は、思わず声を上げた。


「おいおい、空っぽじゃないかよ」


　缶の中は見事に空っぽだった。涼すずし気な香かおりのする緑の渦うず巻まきが一つも残っていない。


（まだまだ夏は続くし、網戸にしたって建てつけが悪いから一匹ぴきや二匹は入ってきちまうぞ。蚊取り線香なしでは、夏を生き延びることは不可能だ）


　そんな大おお袈げ裟さなことを考える。


「網戸にしたけど、どうしたの？」


　尋たずねる季代実に、直樹は申し訳なさそうに言った。


「悪い、川澄。僕、ちょっと出かけるよ。すぐ戻ってくるから、ここで待っててくれてもいいぞ」


「そうね、もう少しだけお邪じや魔ましてるのも悪くないわね。でも、どこに行くの？」


「商店街の雑貨店だよ。蚊取り線香なくなったから、ちょっと買いに行ってくるんだ」


　畳たたみの上に転がしてあったカツラを拾うとそれを頭にかぶる。大分伸びてきたとはいえ、まだまだ元の髪かみの毛には程ほど遠い。忘れちゃならない重要アイテムだ。


　玄げん関かんに出て靴くつを履はく直なお樹き。その後ろから、季き代よ実みはサラリと言った。


「元気よく飛び出そうとしてるところ悪いんだけど、行っても無む駄だよ」


　靴を片方履いた状態で、直樹は肩かた越ごしに振ふり向いた。


「無駄ってどういうことだよ？　売り切れてるってことなのか？」


「売り切れてるんじゃないの。最初から売ってないの」


　確信を込めて、季代実は続けた。


「この村には、蚊か取とり線せん香こうを売ってる店は一軒けんもないのよ」


　しばしポカンとしてから、直樹ははっはと笑う。


「冗じよう談だん言うなよ。こんなにも蚊がいるのに、蚊取り線香がいらないなんておかしいよ。それじゃみんな蚊に刺さされ放題じゃないか」


「刺されないのよ、私達は」


　季代実が説明する。


「蚊も、私達の血が普ふ通つうじゃないって分かってるんでしょうね？　私達には近寄ってもこないのよ。だから、この村では蚊取り線香を売ってないの。もちろん、痒かゆみ止どめや虫避よけスプレーやクリームなんかもないわ」


　衝しよう撃げきの事実に、直樹は口をパクパクさせる。


　吸きゆう血けつ鬼きは蚊に好かれないっていう新たな知識を得られたのはいいことだけど、絶望的な事実が目の前に突つきつけられる。


「何てことだ。それじゃ僕は残りの夏、蚊の脅きよう威いに脅おびえながら暮らさなきゃならないじゃないか」


　がっくしと膝ひざをつく。


「どんなに暑くても窓すら開けられない。うっかり嚙かまれても、痒み止めが尽つきたらもうどうしようもない。ずっと痒さを我が慢まんし続けなければならないんだ。なんて夏を過ごさなくちゃならないんだ」


　大おお袈げ裟さに嘆なげき悲しむ直樹に、季代実は呆あきれたように息を吐はき出す。


　それから、こう言った。


「だったら、村の外に買いに行けばいいじゃない」


「えっ？」


　直樹が意外そうに季代実の顔を見る。


「村の外になんか、出てもいいのか？」


「出ていいに決まってるでしょ」


「いや、てっきり僕はこんな境きよう遇ぐうだから、村の外に出ようとしたら会長あたりに連れん絡らくがいってそれで……」


　村を出た途と端たん、風のように襲おそい掛かかってくる紅べに華かの姿を思い浮かべ、直なお樹きは背筋をブルッと震ふるわせる。


「別に大だい丈じよう夫ぶよ。今さら直樹君が村を逃にげ出すなんて思ってないしね」


　それはそれで少し癪しやくだったけど、とりあえず黙だまっている。


「それに、この村の住人だってたまには外に出ることがあるのよ。隣となり町まで行かなきゃコンビニや大きな本屋なんかないし」


　季き代よ実みは居間を覗のぞくと、壁かべにかかっていた時計を見る。


「五時半か。ならもう大丈夫そうね」


　コクンと頷うなずくと、季代実は直樹へと言った。


「直樹君、今から隣町へ行きましょ」


「えっ、今から？　もう夕方だぞ？」


「今からじゃなきゃ無理なのよ。さ、バス停まで案内するわ」








　　　　２




　季代実に案内されたバス停は、直樹の家からたっぷり二十分は歩いた場所だった。


　『治ち水すい村入り口』と書かれたポールが立てられただけの簡単なバス停だ。舗ほ装そうはされていないけれども、地面が広く固められロータリーのようになっている。きっとバスはここでＵターンをしていくのだろう。


　どうせならもっと村の中にバス停を作ればと思った直樹だったけど、それができない理由も想像できる。


　治ち水すい村は大きな秘密を孕はらんだ村だ。だからこそ、村の奥深くまでバスに入ってこられたくないのだろう。


　バスの時刻表を見る。一日に通るバスは五本。朝に一本、昼に一本、残り三本は夕方以降というアンバランスさだ。


「昼間のバス、えらい少ないんだなあ」


　そんな直樹に、当たり前だとばかしに季代実が言う。


「当然でしょ。昼間にバスに乗ったって、どこにも行けないんだから。バスに乗って少し進んだら、もう雲はなくなるのよ」


　季代実の指差した方向を見る。なるほど、どんより雲の向こうに夕焼けが見えた。


「あの雲の途と切ぎれ目のことを、村では境界線って呼んでるの。私も含ふくめた村の住人が昼間に行動できるのはあそこまでなの。よっぽどの曇くもりかどしゃぶりの日じゃないと、昼間のバスなんて利用する人はいないわ。基本的に、村の住人が町へ出かけるのは日が暮れてから。これぐらいでギリギリでしょうね」


　そうこうしているうちに、古びたバスが到とう着ちやくする。ここまで乗ってくる酔すい狂きような人間はいないのだろう。バスの中は空っぽだった。


　開いた前の入り口から乗り込む季き代よ実みと直なお樹きの姿に、年配の運転手が人懐なつっこい笑え顔がおを向けてきた。


「君達、治ち水すい村の人だね。この時間にバスに乗るなんて珍めずらしいね。何でか分からないけど、この村の人は夏場はもっと遅おそくの時間でないとバスを利用しないからなあ」


　それは夏で日が長いからなんですとは言えないから、適当に笑って誤ご魔ま化かすことしかできない。


　二人が座席に着くのを待ってから、バスは発進した。くねくねと曲がりくねった山道を突つき進んでいく。


「バスで片道三十分くらいかな？　山道が続くから少し大変だけどね」


　言い終わらないうちから、二人の体は左右に振ふられる。


「ただ町へ行くだけなら夜に私が自転車を漕こいだ方が速いんだけど、それってあんまりいいことじゃないのよ。できるだけ人間らしく振る舞まえってのが村の掟おきてだし」


　季代実は、少しだけ笑ってこう言った。


「それに、せっかく直樹君が一いつ緒しよだから、普ふ通つうの人間同士みたいに出かけたかったの。私にとっては、夏休みのいい思い出になるわ」


　そんな嬉うれしい言葉を、残念ながら直樹は満足に聞けていなかった。


　山道で左右にあっちこっち振られたせいで、早さつ速そく乗り物酔よいモードに突とつ入にゆうしてしまったのだ。


　古いバス独どく特とくの香かおりも、後押しをしてしまっている。


（うっぷ、気持ち悪い……）


　隣となり町へと進むバスに乗りながら、直樹は激しく後こう悔かいをした。


（こんなことなら、スイカあんなに食べなきゃ良かったぞ）





　そして……三十分後





「ちょっと直樹君、大だい丈じよう夫ぶ？」


　到着した隣町のバス停付近のベンチで、ぐったりとする直樹の姿があった。


　言うまでもなく、乗り物酔いにＫＯされてしまったのだ。


　それでも、直樹自体は達成感で一いつ杯ぱいだった。


（吐はかなかったぞ、僕は吐かなかったからな！）


　ギリギリのところで、勝利を勝ち取ったのだった。


「ゆっくり休めばいいわ。最終のバスは十時だから時間は十分あるから」


　季代実が直樹の隣に腰こしを下ろす。


「そういえば、直なお樹き君はここに来るのは初めてなのよね」


　無言のまま、直樹は頷うなずいた。


　治ち水すい村へは、父親の運転するオンボロカーでやって来た。ここを通り過ぎたのかもしれないけれど、記き憶おくはない。


（理り不ふ尽じんな引ひつ越こしが納なつ得とくできなくて、車の中でずっとふてくされてたからなあ。窓の外なんかよく見てなかったし）


　ここ、飯いい畑はた市は、決して大都会というわけじゃない。それでも、ＪＲも通っていて、電車を乗り継ついでいけば東京へも行けるようだ。


　バスが到とう着ちやくした飯畑駅付近には、デパートや商店街もあり、村で手に入らない物もここでなら買えることだろう。


「難点は、早いところは八時で店が閉まっちゃうってことよ。暗くなってからでないと来られない治水村の住人にとってはまさしく時間との戦いなのよ」


　季き代よ実みが笑いながら言う。


「で、どう？　少しは気分良くなった？」


　直樹はプルプルと首を横に振ふった。かなりパワフルに揺ゆられたせいで乗り物酔よいはしつこくこびりついている。


「悪い、あそこの自動販売機でお茶買ってきてくれないか？」


「分かったわ」


　広場の向こう側がわに見える自動販売機へ向かって、季代実が歩いていく。


　ぼんやりとベンチから見える町の風景を眺ながめながら、帰りを待つ。


（村に住んでまだ三ヶ月もたってないってのに、すっかり僕の頭は村基準になったようだな。これぐらいの町でも何だか大都会のように思えるんだから）


　続いてこんなことも考える。


（この町の人だって、まさか山を挟はさんだ隣となりに吸きゆう血けつ鬼きの村があるなんて予想だにしないだろうなあ。ましてや、その吸血鬼達がバスに乗って買い物に来てるなんて）


　そう思うと、何だか自分だけが秘密を知っているようで、少しいい気分になる。


　軽くフフンと鼻で笑った時だった。直樹の耳にその声は聞こえてきた。


「なあなあ、いいじゃないかよ」


「そうだぜ、オレ達と遊ぼうよ」


　んっ？　と思って見ると、自販機前で数人の男達が集まっているのが見えた。あんまりガラの良さそうじゃない方々だ。


　そして、困ったことにからまれているのはお茶のペットボトルを手にした季代実だったりする。


　冷静な顔つきで断っているようだけど、若者達は話を聞かない様子で声を荒あらげている。


「あいつらもバカだな～～～」


　のんびりとそう呟つぶやく。


「相手は恐おそろしい吸きゆう血けつ鬼きだってのに、ナンパなんかしやがって」


　いくら新米吸血鬼といったって、その秘められた能力には尋じん常じようじゃないものがある。


　季き代よ実みがその気になれば、若者達を線路の向こう側がわへ放ほうり投げることだってしてしまうだろう。


　吸血鬼と人間。それは、捕ほ食しよく生物と被ひ捕食生物の関係。


　彼らの行こう為いは、言わば、バッタがカマキリに求愛しているようなものなのだ。


　放っておこうとも思ったけれども、直なお樹きは考え直す。


　慎しん重ちような彼女が吸血鬼の力を簡単にさらすとは思えない。それに、何だか気分も良くなかった。


『ややこしい関係性はあるけれど、いろいろ世話にもなってるし、大切な友達……かな』（やや照れ気味に）


　そんな季代実が、大量の吸血鬼に追いかけられるって経験もしていないような若者にナンパされてるのが、どうにも我が慢まんならなかったのだ。


　まだまだ気持ちが悪かったけれど、よろよろと立ち上がり季代実のもとへと向かう。


「な、いいじゃないかよ。オレ達、もっと遊べる場所知ってるんだよ。一いつ緒しよに行こーぜ」


「君みたいな可か愛わいい娘こ、これまで見たことないよ。この町の娘？　違ちがうよね」


　相変わらず季代実をナンパしてる男達の中に突とつ入にゆうすると、季代実の腕うでをギュッと握にぎった。


『川かわ澄すみ、行くぞ！　早く買い物して帰ろう。あんまり遅おそくなると家の人が心配するだろ』


　男らしい毅き然ぜんとした態度でそう告げ、季代実を引っ張っていく。若者達は啞あ然ぜんとして何も言えなくなる。


　はずだった。


　少なくとも、直樹のシミュレーションでは成功していた。


　だけど、現実はシミュレーションどおりにはいかなかった。


『川澄、行くぞ！』


　という最初の部分を言い終わらないうちに、喉のど元もとまで酸すっぱい物が込み上げてくる。


「うっぷ！！！」


　慌あわてて季代実の腕を離はなすと、近くの植え込みに駆かけ込んだ。


「おげ～～～～～」


　敗北の瞬しゆん間かんだった。


　しばし啞然としていた若者達が、馬ば鹿かにしたように笑い出す。


「何だよあいつ」


「情けね～の」


「あんな奴やつ放っといて行こーぜ」


　若者の一人が季き代よ実みの肩かたに手を触ふれようとするけれど、季代実はそれをバチンと弾はじく。それも、吸きゆう血けつ鬼きの力を少しだけ使って。


「もう一度だけ言うわ。さっさとどこかに行って。さもないと……」


　季代実の瞳ひとみが真っ赤に染まった。


　若者達の背筋に戦せん慄りつが走る。本能的に悟さとったのだ。目の前の美少女が、何か底知れない力を秘めていることを。


「い、行こーぜ」


「あ、ああ。よく見ると大したことないぜ」


　精せい一いつ杯ぱいの負け惜おしみを言うと、若者達は逃にげるようにその場を後にした。


「大だい丈じよう夫ぶ？　直なお樹き君」


　植え込みから出てくる直樹にペットボトルのお茶を渡わたす。


「あ、ああ、大丈夫だよ」


　受け取ったお茶で口をゆすいでから、直樹は尋たずねた。


「あいつらは？」


「逃にげていったわ。私が少しだけ目を赤くして見せたら」


　季代実の言葉に、直樹が驚おどろく。


「おいおい、大丈夫なのか？　そんなことして。吸血鬼だってことがバレたら」


「大丈夫よ。あれぐらいでバレたりはしないわ。それに、ちょっと頭にくるじゃない。直樹君の悪口を言われるなんて」


　季代実はニヤリと微笑ほほえむ。


「私達の大切な食料である直樹君を」


　ひえ～～～って顔をする直樹に、季代実は吹ふき出した。


「冗じよう談だんよ。冗談。さ、買い物に行こ。少し歩くと大きな薬局があるの。そこなら直樹君が欲しがってる物がそろうはずだわ」
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　午後の九時頃ごろ、直樹と季代実は治ち水すい村の道を歩いていた。


　バスがバス停に着いたのは少し前なのだけど、やっぱりここでも乗り物酔よいに陥おちいっていたためバス停付近で休んでいたのだった。


　幸い、今回は敗北することなく、何とか立ち直りこうやって家路についている。


「いや～～、買った買った」


　ご機き嫌げんな直樹の両手には大きなビニール袋ぶくろが二つぶら下がっていた。


　中身は言うまでもない。蚊か取とり線せん香こうをはじめとする夏の防虫グッズだ。


　万が一刺さされてしまった時のための、痒かゆみ止どめだってしっかりと買い溜だめしている。


「だけど直なお樹き君。そんなに買う必要があったの？」


　はちきれんばかりの袋ふくろを見て、季き代よ実みが尋たずねる。


「もう八月も後半だというのに、ちょっと多すぎるんじゃないの？」


「いいんだよ。この村に売ってないって分かった以上、たっぷり買い溜めしとかなくちゃいけないんだから。これで残りの夏休みを快適に過ごすことができるよ」


「まあ、蚊か取とり線せん香こうの焚たきすぎで煙けむりに巻かれないようにしてよね」


　そこで、季代実は足を止めた。


　治ち水すい村には珍めずらしい、街がい灯とうの下だった。そこは十字路の分かれ道になっている。


「それじゃ、私の家はこっちだから。直樹君、ちゃんと家まで帰れる？　暗くて心配なら送っていってもいいけど」


「大だい丈じよう夫ぶだよ。心配するなって」


　自信たっぷりに直樹は言い放った。


「今日は本当、サンキューな。おかげで助かったよ。二学期もよろしく」


「こちらこそ、よろしくね」


　軽く手を振ふり、季代実が去っていく。やがて季代実の姿は闇やみの中へと消えていった。


「行っちまったか～」


　ポツリと呟つぶやいてから、直樹は途と端たんに難しい顔になる。


「さて、無事に家に帰れるか心配だぞ」


　ここから直樹の家に向かう途中には、竹林の中を通っていく道が存在する。


　高く聳そびえ立つ竹に月明かりが遮さえぎられ、トンネルなんじゃないかってほどに暗いのだ。


　だったら素す直なおに季代実に訳を話しついてきてもらえば良かったのかもしれないけれど、それはできない。


　吸きゆう血けつ鬼きってことをさっぴけば（とてもさっぴける程ほどのことではないけれど）季代実は同級生の女子。こっちが送るんならともかく送ってもらうなんて恥はずかしくて仕方ないのだ。


「まあ、行くだけ行ってみるか。僕だってもう三ヶ月近くこの村に暮らしてるんだ。夜よ目めがきくぐらいには進歩したかもしれん」


　そんな淡あわい期待を抱いだき歩き始める直樹だったけど、さすがにそんなうまい話はなかった。


　竹林に突とつ入にゆうした途端、もはや何も見えなくなってしまう。


　この竹林さえ突つっ切ってしまえば、残りの道は月明かりで何とかなるだろう。


　そろりそろりと足を進める直樹は、何かにつまづき転んだ。持っていたビニール袋が破れ中身の散乱する音が聞こえる。


「ああああ」


　散乱した商品を拾い集めようとするが、こうも真っ暗じゃ何も見えやしない。


　しばし努力してから、直なお樹きは諦あきらめの息を吐はき出した。


「仕方ない。一度家に戻もどってから、懐かい中ちゆう電でん灯とう持ってくるか」


　やれやれとため息を吐き出す直樹。と、その耳がちゃりちゃりという自転車の音を捉とらえる。向かい側がわから自転車が迫せまっているようだ。


　ライトをつけていないため自転車の姿は見えないけれど、それに乗っている村人の赤く輝かがやく瞳ひとみだけはクッキリと闇やみに浮かび上がっている。


（いかん！）


　直樹の体に緊きん張ちようが走った。ここであたふたしていたら、夜よ目めがきかないことがバレてしまう。怪あやしまれないためにも切り抜ぬけなければならない。


　努めて平然とした顔つきで直樹は立ち上がった。


「いや～～～、荷物ばら撒まいちゃってどこに落ちてるのかもよく見えてるけど、面めん倒どう臭くさいから拾うのは明日にしようかな～。いや、ホント、見えてはいるんだけどね～」


　実にわざとらしくそんなセリフを口にしてから、直樹は歩き出す。


　その一歩目が、筒つつ状の何かを踏ふみつけた。


　それが蚊か取とり線せん香こうの入った缶かんだと分かった時には、バランスを崩くずして直樹は転んでいた。


「見えてはいたんだぞ。だけどちょっと乗って遊んでみたくなったんだ」


　苦しい言い訳を始める直樹だけど、ふと頭が軽くなっているのに気がつく。


「まさか……」


　そのまさかだった。触さわった頭の感かん触しよくは、ボサボサのカツラじゃない。地毛だ。


（夏休み明けを待たずして、やってしまうなんて……）


　激しく絶望する直樹の頭上から、その言葉がかけられる。


「さっきから何やってんだ？　直樹。一人コントの練習か!?」


　聞き覚えのある女性の声だった。それに、女の子で直樹のことを呼び捨てにするのは彼女しかいない。


「何だよ、智とも衣いかよ」


　安心して、直樹はその場にへたり込んでしまう。


「村人かと思って、必死に夜目がきくフリをしてたんだぞ」


「そんなへっぴり腰ごしじゃすぐバレちまうぜ」


　暗闇の中、自転車から降りてスタンドを立てる音がする。


「待ってろ。荷物拾ってから竹林抜けたとこまで連れてってやるから」








　竹林を抜けた場所へと、直樹は連れてきてもらう。ここまでくれば月明かりがあるから何も見えず困ることはない。


「ほらよ」


　散乱した商品をまとめたビニール袋ぶくろを、智とも衣いが直なお樹きに突つき出した。


「サンキュー、感謝するよ智衣」


　直樹はお礼を言うと、ビニール袋を受け取った。


「それと、こいつも忘れるなよ」


　カツラを直樹の頭にかぶせようとする智衣だけど、ふとその手を止める。


「それにしても……」


　無ぶ遠えん慮りよに右手を伸のばすと、直樹の頭をくしゃくしゃとかき混ぜた。


「伸びたな～。思ったより速いじゃないか」


　改めてカツラをかぶせながら、智衣は感心したように言う。


　それから、少しだけ恥はずかしそうに鼻を搔かいた。


「もし、紅べに華かの発案したアレがきいたってなら、オレだけでもまた協力してやるぜ。前の競泳水着で物足りなかったら、綾あや菜なあたりから別の水着を借りたりして……よ」


「おいおい、智衣までそんな冗じよう談だんは止やめてくれよ」


　一度、季き代よ実みにからかわれてるから、今回は軽く笑い飛ばせた。


「……冗談じゃねーんだけどな」


　ボソリと呟つぶやいてから、智衣は気を取り直して言った。


「まあいいや、それより直樹。どーしたんだよ？　こんな遅おそくに出歩いたりして。オレと違ちがって親おや父じに配達を頼たのまれることもないだろ？」


「ああ、実はついさっき戻もどってきたとこなんだ。隣となり町に買い物に行ってたんだよ」


　手にしたビニール袋を持ち上げて見せる。


「ほら、この村の人達って蚊かに刺さされないから、蚊取り線せん香こうや虫除よけスプレーなんか村では売ってないっていうじゃないか。だから、川かわ澄すみと一いつ緒しよに」


「ちょっと待てよ」


　智衣がそこで口を挟はさむ。


「それじゃ何か？　季代実とデートしたってことなのか？」


「そんなんじゃないよ。ただ隣町へ行って薬局やらデパートやらに寄ったってだけ」


　笑いながら直樹が答える。


「あのバスには本当にまいったけど、おかげで残りの夏を快適に過ごせそうだよ。あ、智衣配達の途と中ちゆうなんだよな。邪じや魔ましちゃ悪いから僕は行くよ。本当にサンキューな、助かったよ」


「そ、そうか。気をつけろよ」


「ああ、じゃあな」


　ビニール袋をぶら下げた手を持ち上げ、軽く左右に揺ゆらしてみせた。バイバイのつもりだ。


　去っていく直樹を見送りながら、智衣は不ふ機き嫌げんそうに呟いた。


「二人で町へ行って買い物する。それをデートって呼ばずに何て呼ぶんだよ」


　フンと鼻を鳴らす。


「オレだって、夏の思い出をもう一つくらい作りたいぜ」


　星空を見上げ、智とも衣いは呟つぶやいたのだった。
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　直なお樹きが目を覚ますと、目の前は真っ白だった。


（ん、何だこれは？）


　よく見ると、白いモヤのようなものに部屋全体が覆おおい尽つくされている。どうやら煙けむりが部屋一いつ杯ぱいに充じゆう満まんしているようだ。


「火事か!?」


　ガバッて起き上がり慌あわてて逃にげ出そうとするけれど、すぐに煙の独特な匂においに気がつく。


「あ、そっか。昨日の夜、蚊か取とり線せん香こういくつも焚たいて寝ねたんだっけ？」


　たくさんの防虫グッズを見ていたら、何だか贅ぜい沢たくしてみたくなったのだ。


　眠ねむる前に、かれこれ五つばかしに火をつけておいたことを直樹は思い出す。


「贅沢もいいけど、ほどほどにしなきゃ僕がいぶされて燻くん製せいになっちまう」


　ぶつぶつ呟きながら立ち上がり、部屋を後にする。ドアを開けっ放しにしておいたから風が通って煙はすぐになくなるだろう。


　居間の時計を見ると昼過ぎだ。途と端たんに空腹を覚える。


　冷蔵庫から牛乳を取り出す。賞味期限が少し過ぎて固くなった食パンとジャムを摑つかむと、居間のちゃぶ台へとつく。


　ジャムをたっぷりと載のせた食パンを直樹が食べようとした時だ。


　ガシャンガシャンガシャン。


　激しく玄げん関かんを叩たたく音が聞こえてくる。


「はいは～い」


　立ち上がり玄関へと向かう。鍵かぎを開けると、智衣が飛び込んできた。


「智衣じゃないか！　どーしたんだよそんな急いで」


「直樹！　すぐに出かける準備をしろ！」


　智衣が急せかすように言う。


「出かける準備？」


「ああ、そうだ。急いでくれよ」


　智衣の様子に、直樹はただならぬものを感じる。


（智衣がこんなにも慌あわててるなんて、何か非常事態にあったのかもしれないぞ。僕の正体が村中に知られてしまって、急いで逃にげなくちゃならない状じよう況きようだとか……）


「わ、分かった。ちょっと待っててくれ！　すぐに準備するから！」


　大おお慌あわてで二階へ駆かけ上がると、急いで着き替がえをすませる。リュックに手近な荷物を詰つめ込むと、よいしょと背負って階段を駆け下りる。


　直なお樹きの大荷物を見た智とも衣いは、不思議そうに尋たずねた。


「おいおい、直樹。そんな大荷物抱かかえてどこに行くつもりなんだよ」


「どこにって、村から逃げるんじゃないのか？　僕の正体が知られたから」


「そんなんじゃねーよ」


　直樹の勘かん違ちがいを笑ってから、智衣は照れ気味に言った。


「お前と一いつ緒しよに、町に遊びに行こうと思ってさ」


「へっ？」


　しばしポカンとしてから、直樹は荷物を背負ったままその場にへたり込んだ。


「驚おどろかせるなよ。あんなに慌ててるから何事かと思ったよ」


「これが慌てずにいられるかよ！　お前、天気予報見たのか？」


　今起きたばかりでテレビもつけてないのだ。そんなもの見てるはずがない。


　首を横に振ふる直樹に、智衣は興奮した口調で言った。


「今日は、長なが野の県の南なん信しん一帯は曇くもりなんだよ！　にもかかわらず降水確率は10パーセントだ！　すごいだろ!?」


　何がどうすごいのか、直樹はさっぱり分からない。


「だから、空は曇ってるけど雨は降らないっていう理想的な天候なんだよ。これなら、町へ遊びに行っても自由に動き回れるんだぜ」


　なるほどと直樹は納なつ得とくする。


　とはいっても、買いたい物は昨日全部買ってきてしまっている。あのバスに揺ゆられるのは、しばらくは遠えん慮りよしたいところだ。


「悪いけど、また今度……」


「何だよ、季き代よ実みとは行けてオレとは行けないってのかよ」


　智衣は不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。


「せっかく、夏の思い出をもう一つぐらい作っとこうと思ったのによ」


　大きく息を吐はき出す姿が、いつもの彼女からは考えられないくらい悲しそうだ。


　本人は自覚していないけれど、かなりお人ひと好よしな部類に分類される直樹としては、何だか申し訳なく思えてくる。


「そーいえば、昨日は遅おそかったからな。ゆっくり見て回ることもできなかったし。昼間から町へ遊びに行ければ楽しいかも……」


「そうこなくっちゃだぜ」


　智とも衣いが破顔して喜ぶ。


「さ、行こーぜ。季き代よ実みは案内しなかったようなとこ、オレが連れてってやるからよ」
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　昨日と同じようにバス停からバスに乗る。運転手に、『この時間にここから人が乗るなんて本当に珍めずらしいな』と囁ささやかれながら、座席に腰こしを下ろす。


　そこから始まる地じ獄ごくの三十分を耐たえきり、直なお樹きは昨日訪おとずれた飯いい畑はた駅へと到とう着ちやくした。


　人出は昨日よりもずっと多い。曇くもっているとはいえ、昼間と夕方の違ちがいのようだ。


　しばし酔よいを醒さましてから、直樹は智衣の案内に従って町を回る。


　スポーツ用品店、ボーリング場、バッティングセンター、釣つり堀ぼり、実に智衣らしいコースだった。


「どうだ？　直樹、楽しんでるか？」


　大通りを歩きながら、智衣が尋たずねてくる。


「ああ、楽しんでるよ。やっぱり昼間来た方がいろいろと見るところがあるんだな」


「オレが慌あわててお前を呼びに行った訳が分かっただろ？　感謝しろよな」


　恩着せがましく言うけれど、その顔はとても嬉うれしそうだった。


「さ、直樹。次はどこに行く」


「そーだな。昨日は行けなかったから、ゲーム屋にでも行きたいんだけど、その前にちょっと……」


　直樹は自分のお腹なかをさすった。


「何も食べずに出てきたから、腹が減って」


「あ、そりゃ悪かったな。そこらのラーメン屋にでも入るか？」


「いや、いいよ。智衣は食べたくないだろ？　コンビニでパンでも買ってきて齧かじるさ」


　早さつ速そく目についたコンビニへ、直樹は突とつ入にゆうした。


　安くて腹が膨ふくれそうな大型のパンを買い、外へと出てくる。


「お待た、智衣」


　そこで、直樹はどこかで聞いたような声を聞いた。


「なあなあ、いいじゃないかよ」


「そうだぜ、オレ達と遊ぼうよ」


　もしかしてと思ったら、そのもしかしてだった。昨日と同じ若者達が智衣のことを取り囲んでいる。


（ひょっとして、マズいんじゃないか？）


　直樹は思った。


　智とも衣いのことを心配したんじゃない。どちらかといえば若者達のことを心配したのだ。


（智衣の性格だから、あんまりしつこくされたらぶち切れて……嚙かみ付いたりするんじゃないか）


　もそもそパンを齧かじってる場合じゃなかった。


　若者達の中へと飛び込むと、智衣の腕うでを摑つかむ。


「走るぞ！　智衣！」


「あ、ああ」


　驚おどろいた様子ながらも、走り出す直なお樹きに智衣も合わせて足を動かす。


「お前は昨日のゲロ男！」


「おい、待てよ！」


　若者達が追いかけてくる声が聞こえるけど、直樹は振ふり向くことなく走り続けた。


　もともと、吸血祭りで村人達の追つい跡せきを逃のがれたくらいに足は速い。智衣も昼間で本調子でないとはいえ、人間離ばなれした脚きやく力りよくを持っている。


　近くにあった大きな公園に逃にげ込み中央付近まで来た頃ころには、もう追いかけてくる声も聞こえなくなっていた。


「ふう、助かった」


　安あん堵どの息を吐はき出す直樹に、智衣が恥はずかしそうに、だけど嬉うれしそうに言った。


「な、何だよ。あんな奴やつ、オレは別に平気だったんだぜ。でも、嬉しかった。ありがとよ」


「いや、僕が心配したのはあっちの方なんだ。怒おこった智衣が嚙み付くんじゃないかって」


　直樹の言葉に、智衣は不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らす。


「バカ言うなよ。オレが嚙み付いたら最後、あいつらを村の住人にしなきゃなんないんだぜ。こっちからごめんだよ。嚙み付くなら、やっぱり村の住人になって欲しい奴じゃないと」


　直樹をじっと見つめる。


「例えば、お前とかな」


「えっ！」


　思いがけない話の流れに、直樹は体をビクンとさせる。


　それから、ヘラヘラッて笑った。


「じょ、冗じよう談だんは村にいる時だけにしてくれよ」


「冗談なんかじゃないぜ。オレは、本気なんだ」


　熱っぽく、智衣は言った。


「お前の血が吸いたいからこんなことを言ってるんじゃないぜ。オレは、お前に本当の意味で村の住人になって欲しいと思ってるんだ。村の住人になって、ずっと一いつ緒しよにいて欲しいってな」


　智衣の言葉を、残念ながら直樹はあまり聞いていなかった。


　あることに気がつき、空を見上げてたからだ。


「はは、オレにもこんな女の子らしいとこあったんだな。恥はずかしくて体が燃えちまいそうだぜ。でも、ちゃんとここで言わなきゃな」


　勇気を振ふり絞しぼり、智とも衣いは口を開いた。


「直なお樹き、オレは、オレはお前のこと……」


「智衣！！！」


　血相を変えた直樹が大声を上げた。


「空を見ろ！」


「何だよ、今から大切なことを」


「いいから、空を見ろって！　お前、ヤバいんじゃないか!?」


　直樹に強く言われ、智衣は空を見上げる。


　そして、驚きよう愕がくの表情で呟つぶやいた。


「マジ……かよ」


　空を覆おおっていたどんより雲が、すっかり薄うすくなっていた。太陽の光がうっすらと差し込んできている。


　体が燃えそうなくらい熱いのは、何も恥はずかしいってだけの理由じゃなかった。


　吸きゆう血けつ鬼きにとって大敵である太陽の光の影えい響きようだったのだ。


　しかも、上空でかなり強い風が吹ふいているのだろう。みるみるうちに雲が吹き飛ばされている。このままではまもなく青空が広がることだろう。


「何でだよ！　今日は一日中曇くもりってはずじゃないか！」


　天気予報に文句を言う智衣だけど、だからって再び曇ってくれるはずがない。


「智衣！　とりあえずその植え込みの中だ！　そこに隠かくれるんだ！」


「あ、ああ」


　植え込みに飛び込み日の光を避さけようとする。だけど、それだけでは日の光を完全に遮さえぎるのは不可能のようだ。


「ええい！」


　直樹は着ていたＴシャツを脱ぬぐと、智衣が身を潜ひそめる植え込みの上にかぶせた。さらに不十分だとズボンも脱ぎ捨てかぶせる。


　その直後、完全に姿を現した太陽から、まぶしい光が地面に降り注いだ。


「智衣、大だい丈じよう夫ぶか？」


「な、何とか大丈夫だぜ」


　体を小さくし、智衣が答える。


「だけど、あんまり長くは持ちそうもないな。肌はだが火傷やけどしたみたいにチリチリ痛いぜ」


　およそ日焼けに負けそうもない浅黒い肌だけど、そんなのは関係ないらしい。


「待ってろ。僕が太陽の光防げそうなもん調達してくるから」


　植え込みにかぶせたズボンのポケットから、財さい布ふを抜ぬき取る。


「だからそれまで、そこで大人しく待ってるんだぞ！」


　そう叫さけぶと、直なお樹きは走り出した。


「またトランクス一枚かよ。坊ぼう主ず頭で逃にげてた時といい、この夏はこの格好に縁えんがあるのかもな」


　そうぼやきながら公園を飛び出した直樹は、先程の若者達と遭そう遇ぐうする。


「あ、お前は！」


「さっきはよくもやってくれたよな」


　あんまり健全じゃない視線を投げかけてくれている。


「うっさい！　そこをどけ！　お前らにかまってる暇ひまはないんだ！」


　切せつ羽ぱ詰つまった声で直樹は叫さけぶ。


「急がないと、灰になっちゃうだろーが！！！」


　若者達に、直樹は全力で突とつ進しんした。
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　バスが『治ち水すい村入り口』に到とう着ちやくした。


　降りる智とも衣いを、運転手が改めてしげしげと見つめていた。


　それも仕方のないことだった。智衣の格好が、この季節としては非常に珍めずらしい格好だったのだから。


　分厚いジャージを着込み、頭にはニット帽ぼうを深くかぶっている。大きなサングラスをがちょんと装着し、口元にはマスクだ。さらに、手には手て袋ぶくろときている。


　真夏にこんな格好をしてるのは、我が慢まん大会に出場する人か銀行強ごう盗とうか、はたまた吸きゆう血けつ鬼きぐらいしかいないだろう。


　もちろん、正解は三番目なのだけれど。


　バスが走り去っていくのを確かく認にんしてから、智衣は帽子に手をかけ脱ぬぐ。マスクを剝はぎ取り、サングラスも外し、袖そでもまくった。


「ふ～～～、息が詰つまったぜ」


　首を持ち上げると、呪のろいの雲を眺ながめた。


「オレ、今日ほどうちの村の雲をありがたいと思ったことはないぜ」


「やれやれ、何とか帰ってこれたな」


　青ざめた表情で直樹が呟つぶやく。


　ちなみにどーして青ざめてるかっていえば、バスに酔よったからに違ちがいない。


　もうトランクス一枚って格好じゃない。智衣の日避よけにと脱いだシャツとズボンも返してもらっている。


　立ちはだかる若者達とすったもんだはあったものの、何とか手近のデパートに突とつ入にゆう。ジャージやら帽ぼう子しやらサングラスやらマスクやら日焼けクリームやら手て袋ぶくろやらを購こう入にゆうし公園へとダッシュ。


　それらを智とも衣いに与あたえ、何とか彼女を日光から守ることに成功したのだった。


　バス停付近にしゃがみ込み、ぐったりとする直なお樹きに、智衣は申し訳なさそうに言った。


「直樹、悪かったな。あんな格好で町を走らせ恥はずかしい思いさせちまったし、それに、怪け我がまで」


　直樹の顔では青アザや擦すり傷きずなんかが自己主張していた。若者達にやられた傷だ。


「ああ、傷なら心配するなって。夏休み中には目立たなくなるだろ。トランクス一枚で走ったのはまあちょっとばかし恥ずかしかったけど、知り合いに見られたわけじゃないし平気だよ」


　直樹は軽く笑ってみせた。


「それより、智衣が無事で良かったよ。あの時は本当に焦あせったもんな。このまま灰になっちゃうんじゃないかってヒヤヒヤしたんだぞ」


「直樹……」


　ジーンって感じに感動する智衣。


「天気が良くなって中断したけど、お前に案内してもらって楽しかったぞ。また行こうな」


　そこで、直樹は付け加える。


「まあ、いくら天気予報で曇くもりっていってても、昼間っから出かけるのは避さけた方がいいかもしれないけど」


「そーだな。ったく、何が一日中曇りだよ。おかげで灰になるとこだったんだぜ」


　冗じよう談だんぽく、智衣が怒おこってみせる。


「よし、帰るか。悪いけど直樹、オレん家ちに寄ってってくれよな。このジャージなんかの金、手持ちじゃ足りないから」


「ああ、別に急がなくていいんだぞ。夏休み明けとかでも」


「いーや、こういったことはキッチリしときたいんだ。行こうぜ」


　歩き出す智衣だけど、まだ乗り物酔よいがしぶとく居座っている様子の直樹に気がつく。


「まだ気持ち悪いのか？」


「ああ、帰りは向こうで酔い止め買って乗ろうと思ってたのに、すっかり忘れてたんだ」


　苦笑いを浮かべる直樹。


「僕のことは心配しなくていいから、先に行ってていいぞ。お金のこときっちりしたいなら後で智衣の家に寄るから」


「バカ、そんなことできるかよ」


　そう言うと、智衣は直樹をひょいと持ち上げた。軽々と自分の背中に背負う。


「よし、それじゃ行こうぜ」


「わっ、何するんだよ！」


　厚手のジャージを着てるとはいえ、智とも衣いの体としっかりと密着してしまっている。直なお樹きは激しくドキドキした。


「まだ店を開くまでには時間があるし、家に寄ってけよ。うちのメニューで良けりゃ何でもご馳ち走そうするぜ。直樹、お前はオレの命の恩人なんだから遠えん慮りよはいらないんだぜ」


　歩き出す智衣だったけど、不意に足を止め怪け訝げんそうな顔つきになる。


「どうしたんだ？」


「いや、何か腕うでんとこがムズムズ」


　自分の腕を見た智衣は、感心したように声を上げた。


「おい、直樹、見ろよこれ。珍めずらしいこともあるもんだぜ」


　智衣の背中から身を乗り出し覗のぞき込む。


　ジャージの袖そでをまくった智衣の腕に、何やらゴマ粒つぶのようなものが張り付いていた。


　よく見ると、それは一匹ぴきの蚊かだった。しかもかなりの大粒だ。ヤブ蚊と呼ばれる奴やつで、嚙かまれると大きく腫はれすこぶる痒かゆい。


「オレ達の血には見向きもしないはずなのにな。オレが直樹を背負ってたからうっかり直樹だと思って刺さしちまったんだろ」


　そう言うと、智衣はペチンと叩たたいた。腕に張り付いた蚊を指先で軽く弾はじく。


「痒み止め、いるか？　僕、持ってきてるぞ」


「いや、どんな怪我してもすぐに治るオレ達の体だからな。放ほうっとけばいいだろ」


　刺された箇か所しよを軽く一ひと舐なめしてから、智衣は改めて歩き出した。


「なあ、智衣」


　直樹は、智衣の耳元で囁ささやいた。


「誰だれか人が来たら、下ろしてくれよな」


　男のプライドとして、女の子におんぶされるってのがどうにも恥はずかしい直樹だった。








　二人が去ってからどれぐらいたっただろうか？


　地面の上で、ピクピクと動く何かがあった。


　智衣に叩き潰つぶされたはずの、ヤブ蚊だった。


　本来なら、あれだけペチンと叩かれたら最後、ジ・エンドであるはずなのに。


　まるで不死鳥のごとく、そのヤブ蚊は起き上がり、空中へと飛び上がった。


　ヤブ蚊の瞳ひとみが赤く輝かがやいているのに、気がつく人物はいなかった。
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　夜になった治ち水すい村。役場通りに店をかまえる『居い酒ざか屋やとね』は、今晩も盛せい況きようだった。


　たまたま近所の同じような店がそろって夏休みをとっていることもあり、ひっきりなしに客が押し寄せてくる。大車輪の忙いそがしさだ。


　そんな店の中、可か愛わいらしい声が響ひびく。


「はい、チーズの串くし焼やきにマカロニグラタン、トマトのミルク煮にです。おまちどうさまでした」


　にこやかな笑え顔がおでテーブルに料理を運んでいるのは、居酒屋のエプロンをつけたエリ子こだ。実に楽しそうにくるくると動いている。


「悪いな、エリ子。急に手伝いに来てくれなんて頼たのんで」


　同じくエプロンをつけた智とも衣いが、空いたテーブルを片付けながらエリ子に言った。


「ここらの店が軒のき並なみ夏休みをとっちまってえらいことになっちまったんだ。おまけに、お袋ふくろは最近始めたフラメンコの練習だとかで留守してるし。オレと親おや父じだけじゃ店を回せなかったぜ」


「いいんですよ、利と根ね崎ざきセンパイ。エリ、ここでバイトさせてもらうの大好きですから。大きくなったら小さなレストランを開くのが夢ですし、いい勉強になります」


　そこで、エリ子はあって声を上げた。


「よく考えたら、エリは大きくなりませんね」


　ちょっと寂さびしそうになるエリ子だけれども、さすがは明るさでは村一番ともいわれるエリ子。すぐに復活する。


「おじさん、できた料理を運びましょうか？」


「ああ、すまないね。ありがとう」


　智衣の父親が出した皿を、エリ子は受け取り店の奥のテーブルへと運んでいく。


「いやあ、毎度のことながら大したもんだなあ、エリ子ちゃん」


　父親が感心したように呟つぶやく。


「明るいし元気もいいし、何より機転もきくし。お前なんかよりずっと役に立つ」


「だったらオレにもバイト料払はらえよ。そしたらエリ子ぐらい愛想を振ふりまいてやるよ」


「お前の愛想ぐらいじゃバイト料は払えんぞ」


「それが実の娘むすめに言うことなのかよ。やってられねえぜ」


　ふてくされた智衣が、カウンターの席に腰こしを下ろし仕事ボイコットを決め込んだ時だ。


　ガラガラと音を立てて店の入り口が開かれる。


「いらっしゃいませ♪　あ、神楽かぐらセンパイ！」


　エリ子の華はなやいだ声に、智衣は驚おどろいて顔を向ける。


　そこに立っていたのは紛まぎれもない、紅べに華かだったのだ。


「あら、エリ子こちゃん。こんなところで何してますの？」


「急に助すけっ人とを頼たのまれたんです。どうです？　似合ってますか？」


　クルンと回ってみせる。


「そうね、よく似合ってますわ。少なくとも智とも衣いさんよりは」


「悪かったな、似合わなくて」


　智衣がい～～～ってしてみせた。


「それで、紅華。お前何しに来たんだ？」


「何しに来たんだ？　はないですわよ。久しぶりにここのチーズの串くし焼やきが食べたくて足を運んできましたのに」


　紅華の答えに、父親が顔をくしゃくしゃにして喜ぶ。


「それはありがとうございます。ほら、智衣。そこをどいて座ってもらいなさい」


「へいへいっと」


　智衣は椅い子すから立ち上がった。


「紅華、言っとくが酒は出せねえからな。いくらお前さんが何十年も生きてるっていっても、この村では永遠に十七歳だ。酒なんか出したらこっちが怒おこられちまう」


「そんなこと分かってますわよ。冷たい牛乳をお願いしますわ。あ、グラスで」


　グラスで運ばれてくる牛乳を紅華はおいしそうに口にする。


「暑い夏には生き返りますわね」


「串焼き食ったらさっさと帰れよな。こっちは忙いそがしいんだから」


　ふてくされるのを止やめて仕事に戻もどろうとした智衣を、紅華が呼び止める。


「ところで、智衣さん。最近高たか村むらクンに会いました？　その、例の部分のことを聞きたいんですけど」


「例の部分？」


　はて？　と小首を傾かしげてから、智衣は気がつく。


「ああ、直樹のあたま……」


　そこで、慌あわてて自分の口を押さえた。直樹の頭についてはトップシークレットだ。下手をしたらあの悲劇が繰くり返されてしまう。


　店内の客はすべからく酔よっ払ぱらってるし、智衣の父親も料理にてんてこまいだ。ここで堂々と口にしたって問題はないだろうけど、それでも用心に越こしたことはない。


「まあまあ、いい感じに育ってたぜ。元通りってわけにはいかないけど、かなり速いペースじゃないのか？」


「それは良かったですね」


　注文の声が一段落したのか、エリ子が会話に加わってくる。


「エリもちょっと心配してたんです。様子でも見に行こうかなって」


「やっぱり、わたくしの発案したアレがきいたのですわね」


　フッフッフと勝ち誇ほこった笑えみを浮かべる紅べに華か。ちなみにアレってのは、全員で水着を着て直なお樹きをドキドキさせようっていうあのイベントのことだ。


「まあ、もちろんその中でもわたくしの水着姿が一番威い力りよく満点でしたでしょうけど」


「そんなことないです。エリだって負けてませんでしたよ！」


　エリ子こが口を尖とがらせる。


「そりゃ、エリは神楽かぐらセンパイや沢さわ田だセンパイに比べると大人っぽくないですけど、それでもエリみたいなのが好きって人も多いんです。高たか村むらセンパイだってそうかもしれません」


　実に下らない言い争いだけど、智とも衣いは黙だまってられなかった。


　直樹を一番ドキドキさせたのが、自分じゃないと我が慢まんできないような、そんな気持ちを抱いだいたのだ。


「おい二人とも。勝手なこと言ってんじゃないぞ。直樹は大人っぽいのもお子様っぽいのも趣しゆ味みじゃないんだ。オレみたいな同年代のがタイプなんだよ」


　しょーもない睨にらみ合いは永遠に続くかに思われたけど……。


「はいよ、チーズの串くし焼やきだ！　神楽さん食べてくんな」


　皿が突つき出される。


「おーい、こっちの皿下げてくれよ」


「注文したいんだけどいいか？」


　途と端たんに店が慌あわただしく動き始めたもんだから、睨み合いは終しゆう了りようした。


「こっちは忙いそがしいんだ。つまんないケンカ売るんじゃねーよ」


　智衣が皿を片付けに向かう。エリ子も注文を取りに店内を走り回った。


「そうですわね。わたくしもつまらない言い争いをしてるほどヒマではありませんでしたわ」


　智衣の父親にいただきますと告げると、紅華がチーズの串焼きを食べ始める。


「やっぱりおいしいですわね。わざわざここまで来た甲か斐いがありましたわ」


　串焼きを上品に食べつつ、何気なく智衣やエリ子の働きっぷりを眺ながめていた紅華はふと何かに気がついた。


「ほらよ」


　空いた皿を持ってカウンターへと戻もどってくる智衣に、紅華は尋たずねる。


「智衣さん、腕うで、どうかしましたの？」


「えっ？　オレの腕がどうかしたのか？」


「さっきから、何度か搔かいていますわよ」


「ああ、ここか」


　智衣が軽く笑った。


「別に痒かゆいってわけじゃないんだぜ。ただ、人間だった頃ころの習慣っていうか何かでな。ついつい、ポリポリやっちまうんだ」


　少し目を細め、智とも衣いは昔を懐なつかしんだ。


「オレがまだ人間だった頃、よく部活中に刺さされたもんだったぜ。痒み止めの薬を塗ぬったりもしたけど、気がつくと搔かいちまってるんだよな。今日刺された時、何だかそのことを思い出しちまってよ。それで、無意識のうちにポリポリと」


「ちょ、ちょっと待ってください！」


　紅べに華かが深刻な顔して立ち上がる。


「まさか智衣さん、蚊かに刺されたなんて言うんじゃないですわよね？」


「いや、そのまさかなんだけど……」


　紅華の深刻っぷりにキョトンとしながら智衣が答える。


「何か、問題でもあるのか？」


「問題どころじゃありません！　大問題ですわ！　よりにもよって智衣さんが蚊に刺されただなんて！　これはひょっとしたらとんでもないことになっているかもしれませんわ！」


　こうしちゃいられないと紅華は立ち上がった。


「すぐに高たか村むらクンの家に向かいますわよ！　智衣さん！　エリ子こちゃん！　ついてきて！」


　すごい勢いで、紅華が店を飛び出していく。


「神楽かぐらセンパイ、どうしちゃったんでしょうか？」


　エリ子が可か愛わいらしく小首を傾かしげる。


「利と根ね崎ざきセンパイが蚊に刺されたことと、高村センパイに何か関係があるのかな？」


「さあ、さっぱり分からんが、直なお樹きに関係あるらしいな。だとしたら、無視はできないぜ」


　エプロンを脱ぬぎ捨てると、智衣も店を後にする。


「あああ、待ってください～～～。エリも気になります！」


　エリ子も慌あわててその後を追いかけた。


「おーい、注文まだか？」


「皿、こっちも片付けて欲しいんだけど」


「酒、もっと持ってきてくれよ！」


「すみません、取り皿新しいのもらえますか～？」


　客達の声が飛び交かう店内で、智衣の父親はポツリと呟つぶやいた。


「まいったなこりゃ」
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　一方その頃、直樹が何をしてたかというと。


「いや～～、やっぱり夏はこーじゃなくっちゃな」


　夏の夜ライフを、しっかりと満まん喫きつしていた。


　所は一階の居間、網あみ戸どにして空気がこもらないようにしている。トランクス一枚にシャツという出いで立たちで扇せん風ぷう機の風を浴びていた。


　しゃりしゃりとスイカを食べながら、のんびりとテレビを眺ながめる。夏の夜としては最高の過ごし方だ。


　もちろん、蚊か対策だって怠おこたっていない。網戸の前には三つも蚊取り線せん香こうが並べられて煙けむりの結界を張っている。電源つきのマットタイプの防虫装置まで二つも設置され、スイッチが入れられていた。


　さらに、ちゃぶ台の上には虫除よけスプレーを常備。最終兵器として殺虫剤ざいまで置かれていた。


　もはや怖こわいものなしだった。


「そーいや、智とも衣いの奴やつ。公園で何を言おうとしてたんだろ～な？」


　今日の出来事を思い出す。


　空に注目しててよく聞いてはいないけれど、彼女が何かを言おうとしていたのは覚えている。


「まあ、僕をその気にさせようと説得してただけなんだろうけど」


　その気ってのは、他ほかならぬ吸きゆう血けつ鬼きになる決意ってことだ。誰だれかに嚙かまれる覚かく悟ごってことだ。


（智衣はいい友達だし、いろいろと親切にしてくれる。だけど、まだやっぱり吸血鬼になんかなりたくないぞ）


　一応約束をしているとはいえ、みんながどこまで我が慢まんしてくれているか分からないという不安はあった。


　とくに、どこぞの紅べに華かさんとかだ。いずれ我慢しきれなくなって廊ろう下かですれ違ちがいざまに襲おそい掛かかってくるかもしれない。


「ニンニク、持ち歩いといた方がいいのかな」


　そんなことを直なお樹きが呟つぶやいた時だった。中庭の方から、マロのバウバウという声が聞こえてくる。


　いつになく真しん剣けんな様子のマロに、不ふ審しんに思った直樹は立ち上がり網戸へと向かった。


　見ると、犬小屋から出たマロが一心不乱にこちらに向かって吠ほえている。


（たっぷり牛乳は飲ませたし、空腹ってはずはないよなあ）


　と、直樹は気がついた。網戸を隔へだてた向こうに、一匹ぴきの小さな虫が飛んでいたのだ。


　普ふ通つうの蚊より一回り大きく、体には白い模様。ヤブ蚊に他ほかならない。


（なるほど、マロの奴、このヤブ蚊に向かって吠えてるのか）


　納なつ得とくしてから、直樹はマロに声をかけた。


「心配するな。網戸があるから入ってこれないよ。それに、こっちには防虫グッズが山のようにあるんだからな。それよりお前こそ刺さされないように気をつけ」


　そこで、季き代よ実みの言葉を思い出す。


「そっか、吸きゆう血けつ鬼きは基本的に蚊かが寄ってこないんだっけ？　なら大だい丈じよう夫ぶだな」


　足元にあった蚊取り線せん香こうを手に取ると、それを網あみ戸どの向こうでブンブン飛んでいるヤブ蚊の前へと持っていく。


　軽く口で吹ふいて煙けむりを当てると、ヤブ蚊はその場から姿を消した。


「逃にげたか。賢けん明めいだな」


　うんうんと満足し、再びちゃぶ台に戻もどる直なお樹き。齧かじりかけのスイカを手にし、かぶりつこうとした瞬しゆん間かんだった。


　ガ！　ガ！　ガガガ！


　突とつ然ぜん、網戸が悲鳴を上げ始めた。何か強い力で外から押されているように網の部分が歪ゆがんでいく。


　だけど、その向こうには何も見えない。裏庭があるだけだ。


「ゆ、幽ゆう霊れい!?」


　次の瞬しゆん間かん、網戸が音を立てて破れた。


「な、何がどうなってるんだよ」


　啞あ然ぜんとする直樹の耳に、あの嫌いやらしい音が聞こえてくる。


　プ～～～～～～～～ン


「蚊!?　いや、噓うそだろ」


　直樹はぎこちなく笑った。


「いくら田舎いなかの蚊が元気だっていったって、網戸を突つき破る程ほどなんて聞いてないぞ」


　ちゃぶ台の上に載のっていた殺虫剤ざいを手に取ると、辺りを見渡わたす。ふよふよと飛んでいた蚊めがけてジェットを噴ふき出した。


　だけど、信じられないことが起こった。この激しい気流の中、蚊は微び動どうだにしないのだ。ゴキブリでさえ吹ふっ飛ばされる威い力りよくなのに。


　さすがの直樹も本能的に悟さとる。目の前のこのヤブ蚊が、尋じん常じようなものじゃないってことに。


　ちゃぶ台の下に、父親が新聞を読む時に使っている虫眼鏡を見つけた。それを摑つかむと、直樹はふよふよと飛ぶヤブ蚊へと向ける。


　特大のレンズで拡かく大だいされたヤブ蚊の姿が直樹の目に入る。


「何だ、こいつは……」


　そこに映っていたのは、瞳ひとみを真っ赤に輝かがやかせたヤブ蚊だった。


　そう、まるで本性を現したこの村の住人達のように。


「もしかして、もしかしてこいつは……」


　直樹は、カラカラに乾かわいた息で呟つぶやいた。


「吸血……蚊？」


　途と端たんに、恐きよう怖ふが襲おそってくる。


「うわあああ」


　虫眼鏡を振ふり回すけれど、ヤブ蚊かには当たってくれない。見失った直なお樹きの耳に、プ～～～ンという嫌いやらしい音だけが聞こえてくる。


「どこだ？　どこに行ったんだ？」


　必死になって直樹が辺りを見渡わたしている時だった。ガララと玄げん関かんを開ける音と共に、紅べに華かが家の中へと飛び込んでくる。


　直樹が何か言うよりも前に、紅華の手がムチのようにしなった。そのまま直樹の頰ほおに強きよう烈れつな平手打ちが食らわされる。


　吸きゆう血けつ鬼きの力を全開にした一いち撃げきに、直樹は華か麗れいに吹ふっ飛ばされ壁かべに叩たたきつけられた。


（会長にひっぱたかれるようなこと、僕何かしたんだろうか？）


　薄うすれ行く意識の中、直樹はそんなことを考えたのだった。
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「高たか村むらさん。起きてください。高村さん」


　優やさしく体を揺ゆさぶられる感かん触しよくで、直樹は目を覚ました。


　むわんと暑い空気がこもる部屋の中、目の前に人ひと影かげが見えた。


　いやに肌はだ色の占せん有ゆう率が高い人影ではあったけれども、寝ねぼけた直樹の頭はその理由を解明するには至らない。


「ふわ～～～～！！！」


　上半身を起こし大きく伸のびをする。ごしごしと目を擦こすってから、人影へと目を向けた。


　クリアになった視界の中、見えたのはえらく肌色の占有率が高い綾あや菜な。


　その理由は、川原の時と同じ純白の水着姿だったからだ。


　相変わらずの大きな胸が、はちきれんばかりに実っている。しかもかなりの至近距きよ離りときている。


「うわっと！！！」


　直樹は飛び上がると、部屋の壁に背中を押しつけた。


「どどど、どーして沢さわ田だセンパイが僕の部屋に!?　しかもどうしてそんな格好で!?」


　とんでもない状じよう況きように、直樹の顔はたちまち真っ赤になる。締しめ切られた部屋の中はかなり蒸むし暑くなっているけれど、今ここで直樹を真っ赤にしてるのは魅み惑わくの谷間に他ほかならない。


「大だい丈じよう夫ぶですか？　顔が真っ赤ですよ」


　直樹を心配して綾菜が近寄るけれど、そんなの逆効果だ。谷間をひょいと覗のぞき込めるくらいにまで近づいてしまう。


「ご、ご馳ち走そう様でした！」


　意味不明にそう叫さけぶと、直なお樹きは部屋を飛び出した。一気に階段を駆かけ下りる。


　そんな直樹を待っていたのは、台所から顔を出したエリ子こだった。


「あ、高たか村むらセンパイ。おはようございます。今、朝ご飯ができたとこですよ」


　どうしてエリ子が自分の家で朝ごはんを作っているのか？　大いなる謎なぞだった。


　だけど、今はそんなことよりももっと問題な部分がある。


　水着の上からエプロンをつけているっていう、エリ子の格好だ。


「油が跳はねてちょっと熱かったりしますけど、他ほかならぬ高村センパイのためですもんね。エリ、がんばりますね」


　何が何だか分からずあたふたとする中、二階から綾あや菜なが下りてくる。


「高村さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」


　タイプは違ちがえど、直樹の青少年な部分を激しく攻こう撃げきしてくる二人。


「どどど、どーなってるんだよ!?　どーして二人が僕の家に？　それにどーしてそんな格好を」


　あたふたとまくしたてる直樹に、エリ子が驚おどろいたように言った。


「もしかして忘れちゃってるんですか？　昨日の夜の出来事を」


「会長に思い切り叩たたかれた後遺症しようでしょうか。心配です」


　綾菜が心配そうに目を細める。


「会長……思い切りひっぱたかれた？」


　不ふ明めい瞭りようだった直樹の思考が、ゆっくりと回転し始める。


（そーだ、ちょっと思い出してきたぞ。会長にひっぱたかれた後、僕は居間で目を覚ましたんだ。そしたらみんなが集まってて……）





　───　回想　───





　高村家の居間は、いつになく大混雑していた。


　紅べに華かに智とも衣いにエリ子、そして綾菜や季き代よ実みまでもが招集されている。


　締しめ切り、むしむしと熱気がこもる部屋の中、紅華は深刻な顔つきで言った。


「高村クンは、吸ヽ血ヽ蚊ヽに狙ねらわれてますわ」


　その言葉に、一同ポカンとする。


　最初に吹ふき出したのは智衣だった。


「おい紅華、何を改まって言ってんだよ。蚊が血を吸うのは当たり前のことじゃないかよ。それよりも、直樹の家をメチャクチャにした犯人のことを考えないと」


「それこそが、吸血蚊なんですのよ！」


　確信を込めて、紅華は言い放つ。


「今から数十年前、生いけ贄にえとして村に招いた三人の人間が、吸血祭りを前にあいついで吸きゆう血けつ鬼き化してしまうという事件が起こりましたの。前代未聞のこの事件に村は大騒さわぎになりましたわ」


「誰だれかが抜ぬけ駆がけしてこっそり吸ってたんじゃないのか？」


　智とも衣いの言葉に、紅べに華かは軽く頷うなずいた。


「そう、最初は誰もがそう思いましたわ。村人全員の楽しみを奪うばった犯人を見つけ出そうと、その三人の被ひ害がい者に尋たずねましたの。だけど、三人とも誰にも嚙かまれてはいないと断言しましたわ」


「嚙まれてないのに吸血鬼になる？　そんなバカな話はないだろ？」


「そう、そんなバカな話はありません。さらに詳くわしく質問したところ、こんな証言が得られましたの」


　紅華は、軽く唇くちびるを湿しめらせてから続けた。


「吸血鬼になる前の晩、蚊かに刺さされてたと。さすがにそれが原因とは思えませんでしたわ。ですが、三人ともというのは無視できません。そこで村は、急きゆう遽きよ新たにもう一人の人間を村に招きましたの。そしてその人間を徹てつ底てい的にガードしましたわ。寄ってくる蚊をすべて捕ほ獲かくし、調べ続けること数日。ついに、見つけたんですわ」


　紅華が、顔をしかめ吐はき出した。


「あのおぞましい生物、吸血蚊を」


「あのお、わたしちょっと疑問に思ったんですけど」


　綾あや菜ながおずおずと口を開いた。


「吸血蚊が誕たん生じようしたってことは、誰かが蚊に嚙み付いたってことですよね。あんな小さな虫に嚙み付いたりできるんでしょうか？」


「そーだよな。犬や猫ねこならともかく、蚊に嚙み付けって言われても無理だよな。プチッて潰つぶれて終わりじゃないのか？」


　それまで黙だまっていた季き代よ実みが、ポツリと呟つぶやく。


「会長、その吸血蚊は、嚙まれて誕生したんじゃなく、その逆の行こう為いで誕生してしまったんじゃ？」


「そのとおりですわ、川かみ澄すみさん。その吸血蚊は、嚙まれて吸血鬼化したのではなく、嚙んでしまったために吸血鬼化した。つまり、吸血鬼の血を吸ったってことですわ」


「え～～、そんなのおかしいよ！　だって、蚊はエリ達の血なんか吸わないよ！」


　エリ子こが声を張り上げる。


「むしろ、エリ達を避さけるようにしてるし。それが血を吸われるなんて」


「普ふ通つうはそうですわ。わたくし達の血が普通ではないことを本能的に察知してか、蚊はわたくし達には見向きもしませんわ。だけど、恐おそろしい偶ぐう然ぜんが起こってしまいましたの」


　紅べに華かが息を吐はき出す。


「その後の調査の結果、一人の村人が思い出しましたわ。吸きゆう血けつ鬼きになる前の生いけ贄にえと肩かたを組んで歩いている時に、勘かん違ちがいした蚊かに刺さされてしまったと」


「つまり、今回もその時と同じように血を吸われた吸血鬼がいるってことですね。一体誰だれなんでしょうか？」


　考え込む綾あや菜なの隣となりで、バツの悪そうな顔して智とも衣いが手を上げる。


「悪い、それオレだよ。直なお樹きと一いつ緒しよにいる時、勘違いしたヤブ蚊に刺されたんだ。まさかあの蚊が吸血蚊なんてものになってたなんてな」


「その吸血蚊が直樹君を襲おそおうとしていて、駆かけつけた会長が撃げき退たいしようと平手を振ふるった」


　季き代よ実みは、少しだけ同情の目を直樹へと向ける。


「それで、そんな顔になっちゃったのね」


　押し黙だまった直樹の頰ほおには、くっきりと紅華の平手の跡あとがついていた。夏休みが終わるまでに消えるかどうか心配なくらいに赤く腫はれ上がっている。


（吸血蚊……か。とんでもないのに狙ねらわれてるんだな、僕）


　吸血鬼の血を吸い、吸血鬼化した蚊、吸血蚊。到とう底てい信じられない存在ではあるけれど、実際に襲われた直樹としては受け入れるしかない。


「残念ながら吸血蚊は逃のがしてしまいましたけど、きっと再び高たか村むらクンを狙ってくるはずですわ。何としてでも阻そ止ししなければ」


「村の外に出ていってしまうってことはないんですか？」


　季代実の質問に、紅華は首を横に振る。


「そこのところは心配ありませんわ。前の時もそうでしたけど、吸血蚊のテリトリーは村の中だけですもの。彼のお父さんが留守をしている今、この村で唯ゆい一いつの人間は高村クンだけ。だからこそ、がっちりと守る必要がありますわ」


　紅華が拳こぶしを握にぎり締しめる。


「わたくし達が予約ずみの大切な血を、村人にならまだしも、ちっぽけな蚊に奪うばわれるなんて納なつ得とくいきませんわ！」


「そうだ、納得いくか！」


「エリも、我が慢まんできないよ！」


「わたしもです。蚊になんか渡わたせません！」


　智衣、エリ子こ、綾菜が強く紅華に同意する。


「向こうはいつ狙ってくるか分かりませんわ。油断は禁物ですわよ。ですから」


　それから、紅華はとんでもないことを口にした。


「吸血蚊を撃退するまでの間、ここに泊とまり込みで高村クンを守りますわ！！！」


「えええ！」


　ジンジンと響ひびく頰ほおの痛みも忘れて、直なお樹きは大声を上げた。


「泊とまり込むって……この家で生活するってことなのか!?」


「そうに決まってます。他ほかの意味がありますの」


　さも当然とばかしに紅べに華かが頷うなずく。


「いやいや、でもさすがにちょっとまずいんじゃないか？　ここでみんなが泊まるなんて」


「そうですわね。さすがに少し狭せますぎますわね。とりあえず二人というのはどうですの？　その後は一日交代で……あ、わたくしすごくいいことを思いつきましたわ」


　さらに、紅華はとんでもないことを言い出す。


「せっかくですから、泊まり込む方は川原の時のように精せい一いつ杯ぱい高たか村むらクンをドキドキさせること。高村クンの髪かみの毛も伸のび、一石二鳥ですわ」


「か、会長！　な、何てことを言うんですか！」


　顔を真っ赤にして直樹が叫さけぶ。


「とにかくダメです！　泊まり込みだなんて、そんなのダメです！　マズいですって！」


　両手を振ふり回し拒こばむ直樹に、紅華がぴしゃりと言い放った。


「高村クンは、吸きゆう血けつ蚊かに刺さされて吸血鬼きになってもいいと思ってますの？」


「いや、それは嫌いやだけど」


「でしたらこの提案を受け入れるべきですわ。どうしてもそれが嫌と言うなら」


　紅華が、口くち端はしからニョキッと牙きばを出してみせた。


「今ここで、わたくし達の中の誰だれかに嚙かまれることですわね」


　一同、無言で直樹を見つめる。うっすらと期待が込められたあまりありがたくない視線だ。


　直樹に選せん択たく肢しはなかった。


「泊まり込みの護衛、どうかよろしくお願いします」


　しおらしく、そう答えるしかない。


「それでいいですわ。では早さつ速そく、最初の二人を決めませんと」


「オレがやるぜ！」


　智とも衣いが手を上げる。


「やっぱり、血を吸われたのはオレなんだし、責任ってのがあるからな。うんうん、適任はやっぱりオレだよ」


「は～～い、エリも立候補する！」


　エリ子こが力強く宣言する。


「エリなら、高村センパイの料理も作ってあげられるし、ピッタリじゃないかな？」


「男の子の家に外がい泊はくするなんて、本当は良くないことかもしれませんけど、状じよう況きようが状況ですね。わたしで良ければ」


　おずおずと、綾あや菜なも名乗りを上げた。


「吸きゆう血けつ鬼きになるにしても、蚊かに刺さされてなるってのは気の毒ね。私が協力してもいいわ」


　と、季き代よ実み。


「面めん倒どう臭くさいですけど、他ほかの皆みなさんでは高たか村むらクンを満足にドキドキさせてあげられないでしょうし、ここはわたくししかいませんわね」


　直なお樹きは神に祈いのった。どうかあの質問だけはされないようにと、強く強く願った。


　だけど、残念ながらその祈りは神には届かなかったようだった。


　紅べに華かはゆっくりと直樹に顔を向けると、恐おそれていた質問を口にした。


「それで、高村クンは誰だれがいいんですの？」


（来た～～～～～！！！）


「直樹！　オレだよな！　あ、ちゃんと水着新しいの用意するから期待していいぜ！」


「高村センパイ！　エリを選んでください！　水着でエプロンつけて料理を作ったりしちゃいますよ！」


「高村さん、わたしなんかじゃドキドキさせられないかもしれないけど、精せい一いつ杯ぱいがんばりますから」


「直樹君が、一体誰を選ぶのか、少し気になるところね」


「高村クン、遠えん慮りよしなくてもいいんですのよ」


　こんな状じよう況きようで、純情な青少年が答えられる言葉なんてあれしかない。


　搾しぼり出すようにして、直樹は言った。


「ク、クジ引きで決めよう！」





　───　回想終わり　───





「そーだったよ。それで、最初のクジ引きに当たったのが沢さわ田だセンパイとエリ子こちゃんだったんだな」


「そうですよ。急いで家に戻もどって着き替がえとか持ってきたんです」


「会長の家に泊とまるってことにしてありますから、心配しなくてもいいですよ」


　二人が笑え顔がおで言う。


「高村センパイ。朝ご飯にしませんか？　目玉焼きは熱いうちに食べた方がいいですよ」


「ご一いつ緒しよします。わたし達は牛乳だけですけど」


　つまりちゃぶ台を挟はさんで水着姿の綾あや菜なとエリ子がいるということだ。


　直樹は、本能的に悟さとっていた。


　川原で見る水着姿よりも、食しよく卓たくで見る水着姿の方がはるかに危険な代しろ物ものだってことを！！！


（いかん、ご一緒したらまた鼻血地じ獄ごくに落ちてしまう）


　精一杯、冷静なフリをしながら、直樹は言った。


「ちょっと汗あせかいちゃったから、風ふ呂ろ場でシャワー浴びてくるよ。僕に遠えん慮りよしないで二人とも先に飲んでて」


　風呂場に逃にげ込もうとするけれど、後ろからとんでもない声が聞こえてくる。


「でしたら、エリも一いつ緒しよに行きます。お風呂場に吸きゆう血けつ蚊かが潜ひそんでいるかもしれません」


「わたしもご一緒します。本当は恥はずかしいですけど、これも高たか村むらさんのためですものね」


　もはや限界だった。


　は・な・ぢ♪


　の出番だった。


　両方の鼻の穴から流れる鼻血を、慌あわてて押さえる直なお樹き。


　そして、うっとりとそれを見つめるエリ子こと綾あや菜な。


「た、高村センパイ。ちょっとだけ、エリに舐なめさせてもらってもいいですか？」


　息を荒あらくして、エリ子が歩み寄ってくる。


「高村さん。わたしにも少しだけ。あ、齧かじったりしません。約束します。ですから！」


　直樹としては早いとこ鼻血を止めたいところだけど、水着姿の二人がどんどん距きよ離りを縮めてくるのだからそれも叶かなわない。


　むしろ、さらにどくどくと流れ出してしまう始末。


「勘かん弁べんしてくれよ！」


　トイレに飛び込むとガチャンと鍵かぎをかけた。トイレットペーパーを千切ると両方の鼻に突つっ込む。


「高村センパイ！　拭ふいたりしたらもったいないですよ！」


「高村さん、ちょっとでいいです」


　トイレのドアを叩たたく二人の声が響ひびく。


（吸血蚊が現れるまで、こんなのが毎日続くのか……）


　嬉うれしくないわけじゃない。男としては決して嬉しくないわけじゃないのだ。


　だけど、あまりに刺し激げきが強すぎるというのもある。一日中ドキドキしっぱなしでは体を休める時がない。


　直樹は切実に思った。


（吸血蚊に襲おそわれるよりも前に、出血多量で死んでしまうかもしれん）
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　そして、翌日。


「おっす、朝だぞ、直樹」


「朝ですわ。高村クン」


　目を覚ました直なお樹きを待ちかまえていたのは、やっぱり水着姿の智とも衣いと紅べに華かだった。


　さすがに昨日のようには直樹もうろたえない。状じよう況きよう判断だけはできている。


（昨晩、エリ子こちゃん達と交代した時は二人とも水着なんて着てなかったのに、勘かん弁べんしてくれよ）


　二人の水着姿にドキドキはピークに達しているけれど、それを決して悟さとられないように努めて冷静に対応する。


「お、おはよう二人とも。今日も暑いね」


　わざとらしく窓に歩み寄ったりする。別に外に興味があったわけじゃない。二人の水着姿からできるだけ目を逸そらしておきたかったのだ。


　そうでもしなければ、昨日の二にの舞まいになってしまう。


　プールや川で見るならともかく、部屋で見る智衣の競泳水着姿は明らかに不自然だった。


　そしてそれが、背徳的なエロティックさをかもし出している。危険レベルはメーターを簡単に振ふり切っていた。


　紅華のゴージャスな水着姿だってしかりだ。胸の大きさだけを見れば綾あや菜なの方が大きいけれど、スラリと伸のびた手足や大人びた魅み力りよくにおいては紅華の方が上だ。もし太陽の下に出られるならばすぐにでもレースクイーンのオファーが殺到しそうなほどに。


　そんな二人を、至近距きよ離りで眺ながめて平然としていられるか？　否いな！　いられるはずがないのだ。


「いや～～～、今日も相変わらず曇くもってるね～～。すがすがしいね～～～」


　見事なまでの大根口調でそう言い、空を眺めたりする。


　直樹の反応が薄うすいのに二人が興きよう醒ざめし、部屋を出ていってくれることを願っていた。


　できれば水着を止やめて元の服に着替がえてくれれば最高だとも。


　だけど、ここで直樹はとんでもない間ま違ちがいを犯おかしてしまった。


　二人の、とことん負まけず嫌ぎらいだっていう性格を、見誤っていたのだ。


「おい、直樹。何だよその態度。せっかくオレが朝っぱらから水着を着てやってるのに反応が薄いじゃないかよ」


　智衣が文句を言う。


「そうですわ。また新しい水着を用意しましたのよ。智衣さんの水着姿でドキドキしないのは納なつ得とくいきますけど、わたくしの水着姿にその反応はありえませんわ」


　当然のことだけど、紅華のこの言葉に智衣は多いに憤ふん慨がいした。


「おい、何だよ紅華。まるでオレの水着姿がお前のに劣おとってるみたいに言うじゃないかよ」


「まあ、気づいてませんでしたの？　当然分かってるものだと思ってましたけど」


　止やめておけばいいのに、紅華は売られたケンカを言い値で買い取った。


　ある意味、この二人の組み合わせは最悪のものだったかもしれない。


　激しい火花が散る。


「いいよ、だったらどっちが先に直樹をドキドキさせるかで勝負だぜ！」


「望むところですわ」


　しょーもない争いの火ひ蓋ぶたが切って落とされる。


「おい、直なお樹き！　こっち向けよな！」


　仕方なしに振ふり向く直樹の前で、智とも衣いはしばし迷ってから意を決した様子で叫さけんだ。


「と、特別だからな！　お前が相手だから、こんなことするんだぜ！」


　そう叫ぶと、競泳水着の右の肩かた紐ひもに指をかける。そして、少しだけずらしてみせた。


「ど、どうだ？　ドキドキするか？」


　顔を真っ赤にして、直樹に尋たずねてくる。


　もちろんドキドキしないはずはないのだ。直視したら最後大変なことになるのは目に見えてたから、直樹は必死になって目を逸そらす。


　心の中では、うろ覚えの般はん若にや心しん経ぎようを繰くり返していた。


「ふふふ、まだ高たか村むらクンはドキドキしてないようですわよ。やっぱり、わたくしくらいの魅み力りよくがありませんとね」


　勝ち誇ほこったように笑うと、紅べに華かは髪かみをかき上げる。それから、後ろを向くと事もあろうにビキニの上の後ろの紐を解いて見せた。


「オイルを塗ぬってなんてお願いしたら、高村クンは何て答えるかしら？」


　口調までもが艶なまめかしい。


　そして、直樹は限界を突とつ破ぱした。


　決して直視したわけではないのだけれども、情けなくも限界を突破してしまった。


　は・な・ぢ♪


　そして、エリ子こと綾あや菜なの時と同じく、智衣と紅華も大いに興味を向けてくれる。


　ゴクリ。


　二人の喉のどが、嫌いやな音を立てた。


「な、なあ、直樹。ちょっとだけでいいんだけどよ」


「そうですわ、高村クン。指の先につけて舐なめるだけで我が慢まんしますから」


　二人が詰つめ寄ってくる。問題は二人が水着姿ってとこだ。大問題は、智衣の水着の紐はずらされたままだってことと、紅華のビキニの上の紐は解けたまま。両手で押さえてはいるものの、直樹の血欲しさにいつそれを離はなしてしまうか分からない。


「わ～～～～～～！！！」


　もちろん直樹は、一階のトイレへ逃にげ込んだのだった。
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　地球上には人間も含ふくめてさまざまな生物が存在する。寿じゆ命みようが長いのもいれば、短いのもいる。


　だけど、一生における鼓こ動どうの回数は、どんな寿じゆ命みようの生物もそれほど変わらないらしい。


　寿命が短い生物はそれだけ早く鼓動し、寿命が長い生物はそれだけゆっくりと鼓動する。


　どこまで信しん憑ぴよう性があるか分からないけれど、前に本で読んだそんな話を、直なお樹きはぼんやりと考えていた。


（もし、あの説が正しいとしたら、僕はこの二日間で二、三十年分は寿命が縮まったんじゃないか？）


　そんなことを考える。


　時は守られ生活三日目だ。たっぷり眠ねむったはずなのに、体にはべっとりとした疲ひ労ろう感が張り付いている。


　二日間、朝から晩までドキドキさせられっぱなしなのだ。これで疲つかれない方がどうかしてる。


（昨日の夜、川かわ澄すみが来て会長達と交代してたんだったな。つまり、今日は川澄が僕の寿命を縮めるってことか）


　こんな状じよう況きようが続くぐらいなら、もういっそ早く吸きゆう血けつ蚊かが襲おそってこないかと願う程ほどだった。


（きっと、川澄の奴やつ、水着姿で上がってくるんだろーな。普ふ段だんクールなあいつにそんなことされたら、僕の心臓は何年分くらいドキドキするんだろ？　たとえ髪かみの毛が伸のびたとしたって、寿命が縮まったら意味ないよ）


　暗あん澹たんたる気持ちで待つことしばらく。


「ん？」


　直樹は怪け訝げんそうに眉まゆ根ねをひそめた。


　すぐに上がってくると思っていた季き代よ実みが、待てどくらせどやって来ないのだ。


（どういうことなんだ？　これはあれか、フェイントで勝負しようってことなのか？　あえて他ほかの連中とは違ちがう行動をすることで僕の心臓を苦しめようとする策略なのか!?）


　すっかり疑ぎ心しん暗あん鬼きになりながら、直樹は立ち上がる。寝ね巻まきから短パンＴシャツに着替がえると、そろりそろりと階段を下りていく。


　季代実は、居間にいた。壁かべに背中を預けるようにして座り、本を読んでいる。


　予想外にも、水着姿じゃなかった。普通のワンピース姿だった。


　階段を下りてきた直樹に気がつくと、季代実は軽く笑って言った。


「おはよう、直樹君」


「お、おはよう」


　呆あつ気けに取られた直樹は、しばしポカンとして季代実を見つめる。


「どうしたの？　不思議そうな顔して」


「いや、水着じゃないのかなって思って」


「会長に言われたから一応持っては来てるけど……」


　脇わきに置いたバッグを持ち上げてみせる。


「着た方がいいの？　だったら着替がえるわ」


「いや、そのままでいい。頼たのむからそのままでいてくれ！」


　懇こん願がんするように叫さけぶ。


　クスリと笑うと、季き代よ実みは立ち上がった。


「お腹なか空すいたでしょ？」


　台所へと消えていく季代実。あらかじめ準備してあったのだろう、サンドイッチの載のった皿を持ってくる。


（どういうことなんだ？　ちっとも仕し掛かけてこないじゃないか）


　いまだ猜さい疑ぎ心しんの塊かたまりで、直なお樹きは季代実を見つめる。


（水着には着替えないでいてくれるみたいだけど、まだ油断はできないぞ。さり気なく、太ももを見せてくるかもしれないし、暑いとか言ってワンピースを引っ張って肩かたを露ろ出しゆつなんてことも！）


　スケベ心で想像してるわけじゃないんだけど、そこは悲しい青少年。想像しただけで顔が赤くなってくる。


「食べないの？」


　そう尋たずねる季代実に、直樹は単刀直入に言った。


「なあ、いつ仕掛けてくるんだ？　できれば教えといてくれた方が心の準備ができるんだけど」


「仕掛ける？　一体何を？」


「僕をドキドキさせるための小細工だよ」


　しばしキョトンとしてから、季代実は首を横に振ふった。


「心配しないで。そんなことするつもりないから」


「え？」


「どうせ、一昨日おとついと昨日で直樹君はヘロヘロになってるんでしょ？　川原の様子を見れば直樹君がああいうのが苦手なのは明らかなのに、みんな容よう赦しやしないんだから」


「つまり川かわ澄すみは勘かん弁べんしてくれるっていうんだな？　水着に着替えたり、太ももを見せたり、暑いとか言って肩を露出したりしないんだな？」


「ええ、しないわよ」


　季代実の言葉に、直樹は思わず涙なみだしそうになる。


（やっと、やっと休めるんだな。今日は鼻血を流さないですむんだな）


　ホッとした途と端たん、愚ぐ痴ちが零こぼれ落ちる。


「僕のためを思ってくれてるのは分かるけど、正直まいってたんだよ。それに、何だかみんなして僕を玩具おもちやにして楽しんでるみたいだし」


「それはそうよ」


　当然のことだと、季代実が頷うなずく。


「みんな私なんかよりもずっと長い時をこの村で過ごしてるわ。高校生としての夏休みだって何度目になるか分からないくらいよ。だからこそ、いつもとは違ちがうことがすごく重要に感じるの。長生きしてる吸きゆう血けつ鬼きが一番求めているもの、それが変化なんだから」


　瓶びんの牛乳を一口すする。


「そんな変化が欲しくて、私達は直なお樹き君にテストをしたのかもしれないわね」


　永遠の命と引き換かえに、変わらないことを宿命づけられた存在、吸血鬼。


　だからこそ、いつもと違ったことをするのが楽しくて仕方ないのだろう。


　そう考えると、直樹の胸にくすぶっていた不満が少しだけ溶とけていった。


「しょーがない……か」


　諦あきらめたように、だけど少しだけ笑えみを浮かべ直樹は呟つぶやいた。


（吸血蚊かを撃げき退たいするか？　はたまた僕が鼻血の出しすぎでぶっ倒たおれるか？　そのどっちかまで、がんばってみるか）


　そんなことを考える。


（とりあえず、今日は一日、休むことにしよう。幸いなことにドキドキしないですみそうだから）


「さ、直樹君。食べてよ」


「ああ、それじゃ遠えん慮りよなく」


　サンドイッチを摑つかみ口に放ほうり込む。ハムにレタスに薄うす切りのトマト、さらに卵マヨネーズを挟はさんだものもある。バラエティー豊かなサンドイッチだ。


「うん、うまい」


　ばくばくとサンドイッチを頰ほおばる直樹を、季き代よ実みは嬉うれしそうに見つめた。


「良かった。自分では食べないから、うまく作れたかどうか心配だったのよ」


「そっか、川かわ澄すみの手作りだったのか。いや、お世辞じゃなく本当にうまいよ」


　さらにサンドイッチを頰ばる直樹は、ふとその手を止める。


（え？）


　気のせいじゃなかった。直樹はその時、しっかりとドキドキしてしまっていたのだ。


　季代実の水着姿を見たわけじゃない。太ももや肩かたが露ろ出しゆつされたわけじゃない。


　ただ、彼女の手作りのサンドイッチを食べただけなのに、直樹の青少年の部分はしっかりと反応してくれている。


（そーだよ。家に季代実と二人っきりじゃないか。まるで、まるで）


　直樹の頭に、新しん婚こん！　とか　同どう棲せい！　とか、高校生男子としてはかなりインパクトの強い言葉が浮かび上がる。


　一度意識してしまったらもう止められない。


「どうしたの？」


「い、いや、何でもないんだ。何でも」


　ぎこちなく笑って直なお樹きは誤ご魔ま化かした。二人っきりを意識してドキドキしてるなんて恥はずかしくて知られたくない。


「何でもないってことはないでしょ？　だって顔が真っ赤じゃない」


　心配して季き代よ実みが近寄ってくる。


「私、別に水着姿ってわけじゃないし、ドキドキしてるってことはないでしょ？」


（いや、ドキドキしてるんだってば！）


「ちょっと熱見せて」


　季代実が直樹のおでこに手を当てる。自分のおでこと比べようとする。
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「かなり熱い……って、これじゃ無理か。吸きゆう血けつ鬼きの平熱ってすごい低いから比べても分からないわね」


　直樹はというと、もう限界に突とつ入にゆうしていた。水着姿を見せられた時とは違ちがう種類のドキドキで、胸が苦しくなってくる。


（ええい、もう正直に言ってしまおう！）


　直樹がそんなことを考えた直後だった。


　ガラガラガラと玄げん関かんの引き戸が開かれる音と同時に、智とも衣いの声が響ひびいた。


「おっす、邪じや魔まするぜ」


　智とも衣いが家に上がり込んでくる。彼女だけじゃない。エリ子こに綾あや菜な、そして紅べに華かまでもがいる。


「いい物が手に入りましたので持ってきましたわ。これで高たか村むらクンをさらにドキドキさせることができますわよ」


　大きな紙袋ぶくろを持った紅華が、楽しそうに言う。


「人数が多い方がいいと思い、みんなを招集したんですわ」


「まあ、季き代よ実み一人に任せるのは心配だから、後で来るつもりだったけどな」


「あ、エリもです。だって、退たい屈くつでしたから」


　エリ子がペロッて舌を出す。


「それで、会長。一体何が手に入ったんですか？」


　綾菜の質問に、紅華はもったいをつけてから紙袋の中身を引き抜ぬいた。


「これですわ！」


　専用のマットの上でルーレットの指示通りに色のついたマスに手足を置いていくパーティーゲーム。


　そう、ツイスターゲームだったのだ。


「あ、これ知ってます！　大勢でやると楽しいんですよね♪」


　エリ子が華はなやいだ声を上げる。


（こいつは、とんでもない物が出てきたもんだぞ）


　ツイスターゲームといったら、体がくんずほぐれつすることでは定評のあるゲームだ。


　ルーレットの気まぐれによっては、ありえないくらいのエロティックポーズにもなりかねない。


　それだけでも気が遠くなりそうだったのに、さらに紅華はとんでもない指示を飛ばす。


「皆みなさん、早く水着姿になって」


（冗じよう談だんじゃないぞ！　水着でツイスターゲームなんてやった日にゃ僕の心臓は耐たえられない！）


　となると、直なお樹きの取れる行動は決まっていた。


　こそこそと、直樹は居間から逃にげ出したのだった。
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　治ち水すい村の道を、直樹は自転車で走っていた。


　居間からだけではなく、家からも逃げ出してしまったのだ。そうでなくちゃ耐えられなかっただろう。


「そりゃ、がんばってみようとは思ったけど、いきなりハードルを上げすぎなんだよ。水着でツイスターゲームだなんて、僕を殺そうとしてるとしか思えない！」


　だだんと言い切る。


「みんなには申し訳ないけど、ほとぼりが冷めるまで家には帰れないぞ」


　そこで、直なお樹きはハッとして自転車を停とめた。


「そーだ、吸きゆう血けつ蚊かに狙ねらわれてたんだ！」


　そういった重大なことを忘れさせてしまうほどに、水着ツイスターの威い力りよくはすさまじかったのだ。


「一昨日おとついも昨日も来なかったんだ。今日も大だい丈じよう夫ぶなんじゃないか？」


　そんな希望的推すい測そくを口にしてみるけれど、さすがに心細い。せめて屋内にはいたいところだ。


「よし、熊くま谷がいの家に行こう。ゲームの攻こう略りやくを手伝うって言ったらきっと喜んで上げてくれるはずだ」


　ペダルに足をかけ踏ふみ込もうとした時だった。


　プ～～～～ン！！！


　その音が、直樹の鼓こ膜まくに響ひびき渡わたる。


　全身がガチガチに硬こう直ちよくした。恐きよう怖ふで背筋が凍こおりつくような感かん触しよくを覚える。


「お、落ち着け。普ふ通つうの蚊かもしれないじゃないか」


　そう自分に言い聞かせ、ゆっくりと辺りを見渡す。


　ふよふよと飛んでいる一匹ぴきのヤブ蚊を見つけた。


　それが目の前を通り過ぎた時、真っ赤な点のような瞳ひとみの光を確かく認にんする。


（吸血蚊だ！　よりにもよってこんな時に!?）


　こいつに刺さされたら痒かゆいどころの話じゃない。吸血鬼きになってしまうのだ。


（一万歩くらい譲ゆずって、僕が吸血鬼になるとしたって、蚊に刺されてなるなんてまっぴらごめんだぞ！）


　ペダルを踏みつけ全速力で逃にげる直樹。だけど、プ～～～ンという音は常に聞こえる。吸血蚊がぴったりと直樹についてきている証しよう拠こだ。


「ひいいいい！！！」


　悲鳴を上げる直樹。と、紅べに華かがすぐ隣となりに現れる。吸血鬼の力で自転車と同等の速度で走っているのだ。


「高たか村むらクン！　せっかくわたくしがあなたのためを思ってみんなを集めましたのに、逃げ出すとはどういうことですの！」


　怒いかり心しん頭とうといった様子の紅華の表情だけれども、直樹には女め神がみの微笑ほほえみにしか見えなかった。


「会長！！！！　吸血蚊が！　吸血蚊がここに！」


「何ですって？」


　紅華が目を大きくする。


「高村クン、逃げ回っても無む駄だですわ。じっとしていて！」


　いきなり直樹の肩かたを摑つかむと、そのまますっぽ抜ぬくように自転車から引き離はなす。操縦者を失った自転車はカーブしながら近くの茂しげみへと突つっ込んでいった。


　地面に直なお樹きを置いた紅べに華かは、直樹を守るように立つ。


　と、紅華に少し遅おくれて残りの面々が到とう着ちやくした。


「お、直樹！　やっと見つけたぜ！」


「さ、早く帰ってツイスターゲームしましょう！」


　直樹の腕うでを摑つかむ智とも衣いとエリ子こに、紅華は鋭するどく叫さけんだ。


「そんな場合ではありませんわ。吸きゆう血けつ蚊かがこの辺りにいますわよ」


　その言葉に、一同に緊きん張ちようが走る。


「全員で、高たか村むらクンを守りますわ。ここで、吸血蚊を仕留めます！」


　紅華の指示で、智衣とエリ子、綾あや菜なと季き代よ実みは直樹を囲むようにして立った。真っ赤な瞳ひとみで辺りを見渡わたし吸血蚊を探す。


「そこだ！」


　智衣がパチンと手を叩たたいた。


「くそっ、逃にげられたか！」


「エリが捕つかまえます！」


　エリ子が大きく掌てのひらと掌を打ちつける。景気のいい音は響ひびくものの、


「ああ、逃のがしちゃいましたあ～」


　残念な声を上げた。


「綾菜の方に行ったぞ！」


「沢さわ田だセンパイ！　しっかり！」


「は、はい～！」


　綾菜が真しん剣けんな表情で両手をかまえる。


　彼女の目の前で、吸血蚊がグルグルと回転する。タイミングを計ろうとじっとそれを凝ぎよう視ししていた綾菜は、不覚にも目を回してしまう。


「しまった!?　見失ったぞ！」


「どこですの！！！」


　一同が必死になって辺りを探す中、ふと季代実が直樹に顔を向ける。


　そして、ゆっくりと歩み寄ってくる。


「ん？　川かわ澄すみ、どうしたんだ？」


「しっ、じっとしててね」


　そう言った直後、季代実の右手がムチのようにしなった。


　紅華のものにも負けず劣おとらない平手打ちが、直樹の顔面に炸さく裂れつした。


　プチッ！








「間ま違ちがいなく、吸きゆう血けつ蚊かですわ」


　指の先でつまんだ蚊を眺ながめながら、紅べに華かが頷うなずく。


「さすがは、わたくし達の同属となっただけのことはありますわね。叩たたき潰つぶしたぐらいでは倒たおせないようですわ」


「会長、取ってきました」


　綾あや菜なが持ってきた分厚いガラス瓶びんの中に紅華は吸血蚊を押し込んだ。コルク栓せんをぎゅっと締しめると。


「さすがに、ここからは出られませんわね」


　ガラス瓶の中の吸血蚊を眺ながめ、勝ち誇ほこったような口調で言う。


「高たか村むらクン、これでもう大だい丈じよう夫ぶですわよ。危険は去りましたわよ」


　あいにくと、直なお樹きは返事ができなかった。


　ティッシュを鼻の穴に詰つめるのに忙いそがしかったのだ。


　季き代よ実みの強きよう烈れつな平手打ちは、素す早ばやい吸血蚊を見事に仕留めた。


　だけどその反面、ここ数日のお色気に弱りきっていた直樹の鼻の粘ねん膜まくを破は壊かいしてくれたのだ。


「ごめんね、直樹君」


　直樹に新しいティッシュを渡わたしながら、申し訳なさそうに季代実が言う。


「手加減すると、逃にげられそうだったから」


「いや、別にいいんだ。これで吸血蚊に脅おびえなくてすむと思えば、こんなの軽いよ」


　それから、顔を持ち上げ紅華に尋たずねた。


「ところで会長、ちょっと疑問に思ったんですけど、その吸血蚊、どうするんですか？」


「そうそう、オレもそれを聞きたかったんだ。瓶になんか詰つめたりして。まさか、飼かうつもりなんじゃないだろうな？」


　呆あきれたように、紅華が首を振ふる。


「そんな悪あく趣しゆ味みなことするはずないですわ。それにこの吸血蚊はとんでもなく危険な存在なのですわよ。一刻も早く始末しますわ」


「でも、叩き潰したぐらいじゃ倒せないんだよね？　どうするんです？」


　エリ子この素そ朴ぼくな質問に、紅華は簡単だとばかしに説明する。


「夜になったら村を出て、境界線の向こう側がわに置いておけばいいんですわ。朝になれば太陽の光が吸血蚊を燃やし尽つくしてくれますもの」


　その体質までもが吸血鬼きのそれとなっている。日光なんか浴びたら一いつ瞬しゆんで燃え尽きるのだろう。


「だけど、オレ、ちょっとだけ残念だったな」


　智とも衣いが、残念そうに呟つぶやく。


「直なお樹きん家ちに泊とまり込むの、何だか合宿みたいで楽しかったから」


「あ、エリもです。明日はまたエリの番だって楽しみにしてたんです」


　エリ子こも同意する。


「高たか村むらさんをドキドキさせるつもりが、わたしの方がドキドキしてしまって……」


　恥はずかしそうに、だけど何か嬉うれしそうな綾あや菜な。


「そうですわね。危険は去りましたけど、高村クンの髪かみの毛問題は残ってますし、高村クンのお父様が戻もどってくるまでもう少し続けるというのも悪くありませんわね」


　何だかとんでもない展開になってくる。話を聞いてるだけでいろいろ想像してしまうから、鼻血がいつ止まってくれるか分かったもんじゃない。


「あああ、会長！」


　直樹は慌あわてて声を張り上げる。


「ぼ、僕なら夜まで待たなくても境界線の向こうへ行けます。早く始末しないと安心できないんで、瓶びん貸してもらってもいいですか？」


「少し心配ですけど、確かにこういったことは早い方がいいですわね」


　紅べに華かが瓶を直樹に渡わたす。


「お前一人で大だい丈じよう夫ぶか？　途と中ちゆうまで一いつ緒しよに行ってやるぜ」


　智とも衣いの提案に、直樹は大きく手を振ふった。


「いいっていいって、僕一人で大丈夫だから。心配いらないよ」


　瓶をズボンのポケットに突つっ込むと、茂しげみから自転車を引っ張り出しまたがる。


「境界線を越こえる前に落としたりしないように！　いいですわね？」


「はーい！」


　元気よく返事をすると、直樹は自転車を発進させた。
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　十分程ほど慎しん重ちように自転車を走らせると、バス停付近へと到とう着ちやくする。さらにペダルを踏ふみ続けるうちに、強い日差しを頰ほおや首筋に感じ始める。


　見上げると、すでにそこに雲はなかった。境界線を越えたのだ。


「もういいだろう」


　直樹はポケットに突っ込んであった瓶を引っ張り出し、目の前へと持ってきた。


　太陽の威い力りよくはすさまじかった。吸きゆう血けつ蚊かは一いつ瞬しゆんじたばたと暴れるが、すぐに黒い煙けむりを上げて燃え尽つきてしまう。


　耳みみ搔かき一いつ杯ぱい分にも満たない灰を残して、吸血蚊は消しよう滅めつした。


「あっけないもんだなあ」


　ポツリと呟つぶやく。


　すべてこれで終わったのだと安あん堵どする反面、吸きゆう血けつ鬼きに対しての太陽の光の威い力りよくを知り恐おそろしくも感じる。


「公園の時も危なかったな。下手したら智とも衣いがこうなってたんだもんな」


　直なお樹きは肩かた越ごしに振ふり向き、空を覆おおうどんより雲を見つめた。


（もし、あの雲が突とつ然ぜんなくなりでもしたら、たくさんの村人が灰になるんだろうな）


　想像しただけでも、恐おそろしくなってくる。


「怖こわい想像は止やめよ止めよ。用はすんだし、帰るか」


　自転車をＵターンさせる。境界線を越え、おでこや首筋に日の光を感じなくなった頃ころだ。向こうから歩いてくる季き代よ実みと出くわした。


「川かわ澄すみ、どうしたんだ？」


「直樹君のことだから、瓶びんを落としでもしてないか心配になってね。それで見に来たんだけど……」


　無造作に自転車のカゴに放ほうり込まれた空の瓶に目を向ける。


「どうやら、大だい丈じよう夫ぶだったみたいね」


「ああ、問題なしさ。無事に全部終わったよ」


　直樹は自転車を降りると、季代実と並ぶようにして自転車を押して歩いた。


「なあ、みんなの様子はどうなんだ？　まさか本当にこれからも僕の家で合宿するなんて言ってないだろうな？」


「大丈夫よ。直樹君がいなくなってその話もうやむやのまま終わったから」


　季代実は軽く笑った。


「やっぱり、私の思ったとおりね。あれが嫌いやで逃にげ出したんでしょ？」


「まあな、あのままじゃいつまでたっても鼻血が止まってくれそうもなかったし」


　直樹は鼻に詰つめてあったティッシュを引っこ抜ぬくと近くの林に向かって投げ捨てた。ティッシュぐらいならすぐに腐くさって土に返るから心配ない。


「あ、鼻血のことなら本当、気にしなくてもいいんだからな。川澄のおかげで吸血蚊かに脅おびえなくてすむんだから」


　それから、直樹は少しだけ不安そうに尋たずねる。


「なあ、ないとは思うけど、まだ吸血蚊が残ってるってことはないだろうな？　一匹ぴきは倒たおしたけど、第二、第三の吸血蚊が……」


「ホラー映画の見すぎよ。直樹君」


　季代実が首を横に振る。


「大丈夫よ、基本的には蚊は私達の血を狙ねらわないんだから。そうそう吸血蚊なんて誕たん生じようしないはずよ」


「そっか、それならいいんだよ」


　改めて安あん堵どの息を吐はき出す。


「蚊かに刺さされて吸きゆう血けつ鬼きになるなんて嫌いやだからな」


　そこで、直なお樹きはふと思いつく。


「なあ、川かわ澄すみ。あの吸血蚊に刺されてたら、僕は吸血鬼になってたんだよな」


「そうよ。だからみんなして守ってたんでしょ」


　何を当たり前のことをと季き代よ実みが答える。


「いや、今ふっと思ったんだけど、あの吸血蚊、捕つかまるまで血を吸ってなかったのかなって。人間は僕一人しかいないんだから吸いようがないんだけど、例えば動物とか」


　その、直後だった。


　ブルルルルルルルルルルルルルル


　その、唸うなり声が山道に響ひびいた。


　のっそりと茂しげみから姿を現したのは、丸々と太った巨きよ大だいなイノシシだった。


　そのイノシシには見覚えがあった。夏休みが始まった頃ころ、青年団によって血を抜ぬき取られていたあのイノシシだろう。


　だけど、あの時とはかなり様子が違ちがっている。


　円つぶらな瞳ひとみは真っ赤に染まっていた。血走っているとかそういったレベルではなく、秘めた魔まを感じさせるルビー色だ。


　下した顎あごから突つき上げるように生えていた牙きばが、今では上顎から下へと突つき刺さすように生えていた。


　そして、ヒヅメはまるでカギ爪つめのような物へと変化している。


　このヒヅメには見覚えがあった。治ち水すい牧場の呪のろわれた牛達が変身した時、同じようなカギ爪をつけていた。


　これらのことを総合的に考えると、答えは一つしかない。


「直樹君の予感が当たってたみたいだわ」


　険しい顔つきで季代実が言う。


　直樹の鼻にこびりついた乾かわいた血の匂においを嗅かぎ取ったのか、本能的に直樹を人間だと見抜いたのか、ヨダレをだらだら流しながら吸血イノシシが突とつ進しんしてくる。


「危ない！」


　季代実が飛び出し直樹をかばうけど、強きよう烈れつなイノシシの突進に弾はじき飛ばされてしまう。


　それでも、季代実の行動は無意味ではなかった。イノシシは少し目を回したのかふらついている。


「直樹君、急いで自転車に乗って！　境界線を目指すのよ！」


　木に叩たたきつけられた季代実が叫さけんだ。


　直樹はハッとした。そうだ、その手があったのだ。


「分かった、そうする」


　自転車に飛び乗りペダルに足をかける。そのままＵターンしようとする直なお樹きの頭に、先さき程ほどの光景が浮かび上がった。


　じたばたともがき、灰となった吸きゆう血けつ蚊かの姿だ。


（今度はイノシシが、ああなるのか）


　そうしなければ自分の身が危ないことはよく分かっていた。だけど……。


「ええい！　チクショー！」


　何を思ったのか、直樹はＵターンすることなくそのまま自転車を走らせた。境界線とは反対側がわへ、村の奥へと続く道を突つっ走る。


「直樹君！！」


　季き代よ実みの裂れつぱくの声が響ひびいた。








「ああああ～～～、僕は何をバカなことしてんだよ！」


　激しく後こう悔かいする直樹だけれども、走り出してしまったものは仕方がない。今からＵターンして境界線を目指そうとしたら、追いかけてきている吸血イノシシの餌え食じきとなってしまう。


（とにかく逃にげるんだ！）


　幸い、下り坂ということもあり自転車のスピードはグングン上がる。


「どうだ、これなら振ふり切れるだろ？」


　肩かた越ごしに振り返った直樹は、思わず息を飲む。


　吸血鬼き化したイノシシの脚きやく力りよくを甘く見ていたようだ。振り切るどころか、吸血イノシシは後輪のすぐ後ろに鼻先を突きつけている。


「あっ！」


　次の瞬しゆん間かん、吸血イノシシの鼻先が後輪を突いた。それだけで後輪はへしゃげる。直樹はもう転てん倒とうを免まぬかれない。


「ぐわっ！」


　幸い生おい茂しげった茂みに突っ込んだからいいものの、全身を走る激痛に身動きが取れなくなる。


「ブルルルル！」


　目の前までやって来た吸血イノシシが、牙きばを剝むき出し唸うなる。


（ここまでか）


　直樹は厭えん世せい的な気分で思った。


（でもまあ、蚊に刺さされて吸血鬼になるよりは、イノシシに嚙かまれてなる方がまだマシなのかも……）


　と……。


「見つけたぞ！」


　どやどやと飛び出してくるのは、二十歳前後の若者達。


「さっさと捕つかまえて採血しちまおうぜ！」


「ああ、そうだな。宴えん会かいが始まっちまうぜ」


　青年会の皆みな様のようだ。どうやら、懲こりずにまだ同じことを繰くり返しているらしい。


　吸きゆう血けつ鬼きの姿となり跳とびかかる若者達。だけど今回は相手だって吸血イノシシ。体を大きく振ふるって若者達を吹ふっ飛ばす。


「何だよ！　こいつ前より元気がいいじゃないかよ！」


「それだけ血気盛さかんだってことだ。こりゃ味が楽しみだ」


　すでに頭が宴会モードになっている若者達は、当然気づくべきイノシシの変化に気がつかない。アリのようにわらわらと群がり、何とか吸血イノシシを縛しばり上げることに成功する。


「ややっ！　こいつは!?」


　その時になって、若者達はイノシシが吸血鬼化してることに気がついた。


「おい、どういうことだ？　こいつ、吸血鬼になってるぜ！　これじゃ血なんかマズくて飲めないぜ」


「今はそんなことを言ってる場合じゃない。どうして吸血鬼になったかが問題だ」


「どうしてって、そんなの誰だれかが嚙かみ付いたからに決まってるだろ？」


「一体誰が？」


　そこで、青年会の皆様は素す敵てきに押し黙だまった。


　イノシシに嚙み付くなんて意地汚きたないことをするのは、青年会の人間ぐらいだろうと思ったのだ。


「お前か!?」


「いや、お前だろ？」


「違ちがう！　俺じゃないって！」


「じゃあ誰だっていうんだよ」


　思う存分言い争ってから、幾いく分ぶん落ち着きを取り戻もどす。


「とにかく、山の動物に嚙み付いて吸血鬼にしたなんてことが役場に知られたら、怒おこられるどころの話じゃないぞ。この件は何としてでも隠いん蔽ぺいしなければ」


「こっそりこのイノシシを飼かおう。牛乳代がかさむだろうが、背に腹は替かえられない」


　若者達が吸血イノシシを担かつぎ上げる。


　そこで、事の成り行きに啞あ然ぜんとしている直なお樹きに気がついた。


「お前、高たか村むらだったな。頼たのむ！」


　若者達は、拝まんばかりの勢いで言った。


「このイノシシのことは、みんなには内ない緒しよにしてくれ！」
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　自宅の縁えん側がわに、直なお樹きは腰こしをかけていた。


　トランクスにシャツ一枚という見事なまでの下着姿で、夏を満まん喫きつしている。


　肌はだの露ろ出しゆつは多いけれど、蚊かなんて怖こわくない。吸血蚊はもういないし、普ふ通つうの蚊だったらあり余る防虫グッズが追い払はらってくれるのだ。


　足元では蚊取り線せん香こうが三つばかし焚たかれていた。もちろん体中に防虫スプレーを吹ふきつけるのだって忘れていない。


　よく冷やしたスイカをしゃりしゃり頰ほおばりながら、直樹は声を漏もらした。


「あ～～～、幸せだな～～。夏はこーじゃなくっちゃな」


　吸血蚊との対決から数日が過ぎている。すでに八月も終わろうとしていた。


「こんにちは」


　そんな声と共に、季き代み実よが裏庭に顔を出す。


「川かわ澄すみ！　ちょ、ちょっと待ってろよ！」


　慌あわてて家の中に引っ込むと、脱ぬぎ捨ててあった半ズボンとＴシャツを着込む。


　そんな様子を横目で見ながら、季代実は呆あきれ顔がおで呟つぶやいた。


「何だか、前にもこんな光景を見たわね」


　それから、直樹に尋たずねる。


「直樹君のお父さん、まだカンヅメから帰ってこないの？」


「ああ、何かカンヅメが長引いてるみたいで来月頭になるってさ。結局、夏休み中ずっといなかったってことになるよ。気楽で良かったけど」


　冷蔵庫から持ってきた牛乳を季代実に手渡わたし、自分はスイカとの語らいを再開する。


「あ～～、うまい。生まれ変わるならカブトムシになってもいいかもしれん。もちろん毎日スイカが食べられるならだけど」


　直樹の隣となりに季代実は腰こしを下ろすと、受け取った牛乳瓶びんに口をつける。


「さっき、町で牧場の山やま田ださんに会ったんだけどね。青年会の人達が毎日やって来て山のように牛乳を買ってくそうよ。馬にでも飲ませるんだろうかって山田さんが不思議そうにしてたわ」


「まさか、馬じゃなく吸血イノシシに飲ませるなんて思いもよらないだろうなあ」


　結局、勘かん違ちがいした青年会の若者達が飼育することで、吸血イノシシの問題はあっさりと解決してしまった。


　内ない緒しよにしてくれと頼たのまれて頷うなずく直樹に、若者達は涙なみだを流さんばかりでお礼を言っていたけれど、本当に感謝感激だったのは直樹の方だろう。


「小こ遣づかいがたまったら青年会に少し寄付しよう。それぐらいしなきゃバチが当たりそうだしなあ」


　真しん剣けんな顔つきで頷く直なお樹き。


「ねえ、直樹君。そろそろ理由を教えてくれてもいいんじゃない」


　季き代よ実みは直樹を見つめた。


「どうしてあの時、村の外の方向に自転車を走らせなかったのか？　奇き跡せき的に助かったからいいものの、下手したらイノシシに嚙かまれてたとこなのよ」


「そーだったよな。自分でも助かったのは奇跡だと思うよ」


　しみじみと呟つぶやく。


「何て言うか、そんな大した理由があったわけじゃないんだ。だからあの時は言うのを渋しぶってたんだけど……」


　そう前置きしてから、直樹は話し出す。


「あのイノシシがちょっとばかし気の毒になっちまってな」


「気の毒？」


「ああ、そうなんだ。ほら、あの前に吸きゆう血けつ蚊かを灰にしてきてただろ？　イノシシもあんなになるんだろうなって思ったらさ。どうしてもそっちに自転車を走らせられなくなっちまったんだ」


　神しん妙みような顔つきで続ける。


「あの時、僕は吸血鬼きってのにちょっと同情的になってたのかもしれないな。恐おそろしい力を持ってるけど、太陽の光に当たるだけで簡単に滅ほろんでしまう存在だから。だからこそ、何とかして助けられないかなって思ったんだ」


　そこで、直樹はヘラヘラッて笑う。


「僕の血がかかってるってのにそんなこと考えるなんて、僕ってバカだよな。本当」


「確かにね。だってイノシシは小さな蚊とは違ちがうね。一いつ瞬しゆんで灰になるなんてないのよ」


　季代実は、ニッコリと微笑ほほえみ言った。


「だけど、私は嫌きらいじゃないわ。直樹君のそういうとこ」


　あまり感情を表に出さない彼女が、そこまでの笑顔を見せることは少ないから、何だかとても新しん鮮せんだった。


　ここ数日忘れていたドキドキが、直樹の胸を支配する。


「だ、だけどもう夏休みも終わりだよなあ」


　誤ご魔ま化かすように、直樹は話題を変えた。


「明日から学校だなんて信じられないよ」


「そうよね。だけど、今年の夏休みは何だかすごく充じゆう実じつしてたような気がするわ。本当にいろんなことがあったものね」


　いろんなことって部分に力を込めて、季代実が言う。


「直なお樹き君の頭を坊ぼう主ずにしたり、役場から男の子を救出したし、みんなで川遊びに行ったし、町に買い物にも行けたし、直樹君の家にも泊とまったり、吸血蚊かとも戦って、最後には吸血イノシシとも遭そう遇ぐうしたわ」


　改めて並べてみると、盛りだくさんな夏休みだ。


「何か、川かわ澄すみには僕の後始末ばかりさせてたような気がするよ。悪かったな」


「別にいいのよ。終わってみれば何もない夏休みよりずっと楽しかったもの。他ほかのみんなだって同じ感想のはずよ。前にも言ったとおり、吸血鬼きは長生きすればするほど、日常の変化が恋しくなるんだから」


　目を細めて、直樹を見る。


「そういう意味では、直樹君は私達の夏休みを最高のものにしてくれたのかもしれないわね」


「そう言われると、何か照れるなあ」


　直樹が、大分髪かみの毛の伸のびた頭をポリポリと搔かく。


「まあ、二学期もいろいろと迷めい惑わくかけるかもしれないけど、よろしく頼たのむよ」


「フフ、楽しみにしてるわね」


　静かに微笑ほほえみ合ってから、直樹は思い出したように尋たずねた。


「ところで川澄、何か用事があったんじゃないのか？」


「会長から招集がかかったのよ。直樹君の家に集まるようにって。他ほかのみんなも呼ばれてるはずよ」


　季き代よ実みは、含ふくみのある口調で続けた。


「夏休み中にやっておきたいことがあるらしいわ」


「やっておきたいこと？」


　と、ガラガラと玄げん関かんの戸が開かれる音が響ひびく。


「おっす、上がらせてもらうぜ」


「おじゃましま～す。高たか村むらセンパイ」


　勝手に上がってきた智とも衣いとエリ子こが、居間へとやって来る。


「お、もう来てたのか？　紅べに華か達は？」


「まだ来てないみたいだけど」


「何だよ、せっかく準備してきたってのに」


（はて？　準備？）


　ひたすら首をひねる直樹。だけど妙みような胸むな騒さわぎを覚えていた。


（何だ？　この胸騒ぎは……。寿じゆ命みようが縮まりそうなそこはかとない不安は）


「すみません、遅おそくなりました～」


　綾あや菜なが到とう着ちやくする。さらに、紅華までも。


　全員が集まっていることを確かく認にんした紅華は、満足気味に頷うなずいた。


「全員、集まってますわね」


　全校集会の演説前のようにコホンと咳せき払ばらいをする。


「わたくし、やりかけのままで放ほうっておくのって我が慢まんできませんの。明日からは新学期ですし、直なお樹き君の髪かみの毛のためにも、ちゃんとやり遂とげておいた方がいいと思いましたの」


　この時点で直樹は紅べに華かの目的に気がつくべきだった。


「さ、早く準備を」


「はーい」


「任せとけ」


　エリ子こと智とも衣いによってちゃぶ台がさっさとどかされる。そこに広げられたのは、カラフルな水玉模様の描かかれたマット。さらにルーレットまでもが用意される。


（こいつは、ツイスターゲーム！！！）


　もちろん、紅華は妥だ協きようってのをしなかった。


　するすると服を脱ぬぎ捨てると、ゴージャスな水着姿となる。


「さ、皆みなさんも」


　紅華の声に促うながされて、智衣、エリ子、綾あや菜なが服を脱ぬぎ、その下に着ていた水着姿となった。


　もはやこれだけでも直樹にとっては大変なのに、恐おそろしいのはこれからこの格好でツイスターゲームをやろうってことだ。


　想像しただけでも………なのだ。


（早く、早く逃にげなくちゃ）


　そろりそろりと後ずさり裏庭から逃げ出そうとするけれど……。


「待って」


　直樹の腕うでを摑つかんだのは、いつの間にか水着姿となっていた季き代よ実みだ。


「せっかくだから、夏休み最後に大きな思い出を作らせてね」


　わざとらしいウインクなんかして、そんなことを言う。


「いや、だけどちょっとマズいんだって。鼓こ動どうがあれで寿じゆ命みようが」


　しどろもどろながら必死に拒こばむ直樹だけど、実に楽しそうな一同は聞いちゃくれない。


「さ、高たか村むらクン、始めますわよ」


「高村さん、わたし、精せい一いつ杯ぱいがんばりますから、ドキドキしてくれると、嬉うれしいです」


「高村センパイ♪　エリの水着姿、たっぷり堪たん能のうしてくださいね」


「直樹、肩かた紐ひもの片方ぐらいなら外してやってもいいから、なるべくオレだけを見るんだぜ」


　もはや、逃とう亡ぼうは不可能だった。


「勘かん弁べんしてくれ～～～～！」


　直樹の悲鳴が、今回もまた響ひびき渡わたったのだった。





　追つい伸しん１


　第一回、高たか村むら家ツイスターゲーム大会は、おおいに盛り上がった。





　追伸２


　翌日、高村直なお樹きが貧血気味で登校することになったのは、言うまでもない。
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　　　あとがき







　最初から予定していたわけではないのだけれども、今回は夏の話になりました。


　坊ぼう主ずになったり川で遊んだり蚊かとたわむれたり合宿みたいなことをしたりと、直なお樹きは精せい一いつ杯ぱい夏を満まん喫きつしています（本人は満喫なんて言ってられないのかもしれないけれど）。


　個人的に夏の話を書くのは好きです。夏が大好きです。


　何と言っても、僕がこの世で一番好きな食べ物、スイカの季節だから。


　とにかくもースイカが好きで、夏ともなればスイカばかり食べていました。


　血便が出て大騒さわぎした時も、よく調べたらスイカだったってこともありました。


（思えばあの時期はスイカしか食べてなかったなあ）


　スイカの形してチョコの種が入ったアイスキャンディーも毎日のように食べ、スイカ味のガムやグミを見かけたら必ず試ためすようにしています。


　どこぞの外国食料品で見かけた果か汁じゆう１００パーセントのスイカアイスも食べて、『これってまるっきりキュウリの味だな』なんて思ったりもしたけれど、それでも大満足でした。


　そんな大好きなスイカですが、最近読んだ本で、吸きゆう血けつ鬼きと深い関係があることが判明してしまいました。


　何と、収しゆう穫かくされずに取り残されたスイカは、吸血鬼になるという伝説があるそうなのです。しかも、スイカだけでなく、収穫されなかったカボチャ、収穫されなかったメロンなんかでも吸血鬼化する可能性があるとか……。


　深夜の畑で、収穫されなかったスイカとカボチャとメロンは、吸血鬼となり畑をゴロゴロと転げ回るとのこと。


　もはや怖こわいのかバカらしいのかよく分からない光景ですが、個人的には最高です。


　血ち吸すい村のスイカなら、きっとそんな素す敵てきな変身もしてくれるんだろ～なと思ったりします。


　ああ、もっと早くにこの情報を仕入れていたら『吸血スイカにご用心！』が書けたのに！





　それではでは……。










阿あ智ち太た郎ろう





阿あ智ち太た郎ろう


１９７８年生まれ。


出身地は長野県下伊那郡阿智村。


現在は会社でゲームシナリオなんぞを書いている。


レゴとゾイドと古代魚が好き。
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あらきかなお


大阪在住


２月24日生まれ


お米は断然ミルキークイーン派。




電撃文庫


血ち吸すい村むらへようこそ[image: ]





阿あ智ち太た郎ろう
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